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登場人物紹介


【上野岬うえのみさき】 
　聖黎女学園せいれいじょがくえんの編入生。高等科一年一組。
　稀代の変態淑女と目されている。

【一条和佐いちじょうかずさ】 
　上野岬のルームメイト。高等科一年二組。
　他人を嫌っている白髪の美少女。

【日生ひなせ円えん珠じゅ】
　和佐と岬を『姉様』と慕う中等科三年の少女。

【東野暁音ひがしのあかね】
　高等科一年二組。
　一条和佐と浅からぬ因縁を持つ。

【春山雪葉はるやまゆきは】
　高等科一年一組。
　東野暁音のルームメイトで幼馴染。

【シスター蒼山あおやま】
　三号棟の寮母。

【赤城沙織子あかぎさおりこ】
　高等科二年。寮生委員会所属。
　通称『沙織子おねーさん』

【都丸千佳とまるちか】
　高等科二年。赤城沙織子のルームメイト。

【一条黎明いちじょうれいめい】
　一条和佐の実姉。二十歳。
　聖黎女学園のＯＧで、過去に『聖花せいか』と謳われた学園のお姉様。

【子夜風月しやふうげつ】
　一条黎明の専属メイド。
　聖黎女学園のＯＧで、黎明とは同期。

【安城あんじょうマリー】
　メイド喫茶『フィール・ド・リス』店長。

【三枝さえぐさキャリー】
　黎明の短期大学時代の知人。英国出身。

【栗乃凛くりのりん】
　黎明と風月の同期。
　服飾店『クラウンアリス』店長。


第一章　幼馴染の距離（前編）



　　　　　Ⅰ

　寮の大浴場は湯気に包まれた談笑で華やいでいた。
　うら若き乙女たちが一糸纏わぬ肢体を晒し、肌を薄桃色に染めながら洗い場と湯船でそれぞれ身を清めている。嗅覚ではなく視覚から、花の香気が感じ取れそうな光景だった。
　入り口の引き戸が開かれ、一人の少女がその香気に加わった。
　名前は日生円珠ひなせえんじゅ。聖黎女学園せいれいじょがくえんの中等科三年に進学して二週間になり、小柄な背丈と栗色のミディアムボブ、そして胡桃色くるみいろの大きな瞳が特徴的な少女だった。
　聖黎女学園は全寮制のお嬢様学校で、箱谷山はこやさんの中腹に様々な施設が建ち並んでいる。生徒たちから黎女れいじょの略称で親しまれるこの場所は、一本の車道を挟んで寮棟区りょうとうくと学舎区がくしゃくに分かれており、学舎区の白亜の大校舎でめいっぱい学んだ少女たちは、寮棟区の赤煉瓦の生活空間でその疲れを癒すのである。
　だが、円珠は疲労感を癒すどころではなかった。華奢な肢体の前側をタオルで隠しながら、華々しい喧騒から逃げるように風呂椅子に座り込む。小動物めいた瞳の輝きが、周囲の視線を恐れて震え出した。
「はぁ……」
　一体、この手の溜息を何度吐けばいいのだろう。
　周りに聞かれていないかそっと確かめつつ、円珠は己の現状を嘆いた。
　始業式以来、日生円珠の評判は微妙なものになっていた。悪い意味で学校屈指の有名人である一条和佐いちじょうかずさと裏でつながっていたことが発覚し、その事実は、円珠をただの大人しい少女と信じていた人々を衝撃で打ちのめした。衝撃は噂と憶測を呼び、円珠はどこで陰口を叩かれているか、常に怯える日々を過ごさなくてはならなくなった。
　一条和佐は高等科一年に進学し、厄介な人物だが、それ以上に優れた頭脳と容姿を持つ美少女であった。うなじまで波打たせた白髪の持ち主で、瞳は硬質な輝きを秘めた灰色。際立った美貌が非人間じみた配色と重なって、彼女は幼少期の頃から奇異な目で見られ続けた。
　結果、重度の人嫌いを発症させ、明晰な頭脳から産まれた極端な合理主義も相まって、周囲とはとことん反りが合わない。中等科時代の三年間、和佐は本来いなければならないルームメイトを徹底的に固辞し、寮母のシスターはついに、彼女にふさわしい相手を見つけることを諦めなくてはならなかったのである。
　円珠は和佐のことを『姉様』と心酔し、秘密の逢瀬を何度も重ねていた。秘密といっても、肉体面においては健全な関係である。秘密の内容は、姉様主導による裏工作の打ち合わせ。
　何食わぬ顔で、円珠は姉様にとって都合の良い噂を広めたり、盗品を一時的に預かったりしていたのだ。その罪はまだ表沙汰にはされていないが、陰で『一条和佐の共犯者』とささやかれると、図星を突かれた気がして神経が縮こまる。
　人嫌いの姉様と違い、円珠は交友関係はそれなりにあったが、関係を知られたことでその付き合い方も改められた。距離をおくもの、変わらずに交流を持ってくれるものまで様々であったが、まず円珠自身が友人との距離感を図りかねた状態であり、元の仲に戻るにはしばらく時間がかかりそうであった。
　円珠は身体を隠したタオルを取り払い、繊細な曲線を描いた胸やお腹を、湯気で曇った鏡の前に晒した。
　胡桃色の視線は鏡に映った自身の右腕に向けられた。
　身体同様に細い前腕にガーゼの包帯が巻かれている。
　これを見つめると、傷を負ったあの夜の出来事と、当時の自分の愚かさとが同時に思い起こされてしまうのだった。
　包帯の中に隠されているのはカッターナイフによる傷であり、傷を与えたのは円珠自身だ。姉様との関係が崩壊しそうになった際、その仲を修復しようと、自傷という狂気の沙汰と呼ぶべき行為を選んだのである。もっとも、この思い切った行動がなければ姉様との絆が深まることはなかっただろうが、怪我の功名という名目で自分の中にある狂気をたやすく受け入れる気にはなれなかった。
　円珠が憂鬱に感じるのはそれだけではない。姉様が自分のことを気にかけてくれるのは無上の幸福であるが、一学年の差はやはり大きかった。共にいられる時間をほとんど得ることができず、円珠は寂しさに打ちひしがれることが多かったのだ。
（いっそ、姉様が留年してくだされば……）
　とんでもないワガママを思い浮かべてしまい、円珠は慌てて首を振った。いくら自分のことを懇意にしてくださるとはいえ、そのために姉様が人生の歩みを止めるはずがないし、そう願うことが許されていいわけがなかった。
「ばかばか」と頭の中で自分を叱りつけていたとき、騒がしかった大浴場が急に静まり返った。
　驚いて顔を上げ、周りと同じ方向を見る。ちょうど入り口の引き戸が閉められ、新たに現れた少女がタイル張りの床を踏んでいたところだった。
（あ……っ！）
　その少女を見た瞬間、円珠は心臓発作におちいるかと思われた。香気の場に訪れたのは自分が散々想いをめぐらしていた姉様ではないか。
　姉様、一条和佐は同年代の少女より背が高く、みずみずしい体躯にタオルが巻かれていた。タオルの上部から形の良い肩や鎖骨が剥き出しになっており、下部からは極上の脚線美が見てとれる。胸のふくらみ具合は厚手の布地に隠されてもはっきりとわかり、湯船に浸かる前からのぼせ上るには十分すぎるほどだ。
　どんなに性格が悪くても、白髪少女の美貌を否定できるものは存在しない。もっとも、周囲から美貌を賞賛されることは和佐の本意ではなく、鬱陶しい視線から逃れるために、普段は個室のシャワーブースに駆け込むのが常だった。その姉様がなぜ突然大浴場を訪れる気になったのだろうか。
　和佐の灰色の視線が名ばかりの『妹』の姿をとらえる。見つめられた円珠は背筋をぴんと張り、姉様の接近を呆然と見つめた。足取りは堂々としていたが、やはり半裸の肢体を晒すことに慣れないらしい。美しいかんばせに緊張が浮かんでいるのが見てとれた。
　円珠の前まで訪れると、タオルを巻いた白髪美少女は不思議そうに辺り一帯に視線をめぐらしてつぶやいた。
「……大浴場って、もっと騒がしい場所だと聞いていたけれど」
　静かなのは姉様がいるからです……とは言えず、円珠は動悸を抑えながら辛うじて「どのような理由でこちらへ？」と尋ねることができた。
「あなたの傷を確かめたかったのよ。私が負わせたのも同然の傷だから……」
　和佐の声は人嫌いとは思えぬ沈痛さで満ちていた。
　確かに、カッターナイフで傷を作ったのは円珠自身だが、そこまで精神を追いつめたのは姉様と言えなくもない。もっとも、責任の度合いなど今の円珠にとってはどうでもよかった。姉様が傷のことを気にかけてくれる、それだけで胸がじーんと熱くなるというものである。
　だが、その喜びも、姉様の次の行動によって吹き飛んでしまった。
（……ふ、ふええっ⁉）
　目の前で姉様がいきなりしゃがみ込む。タオルから伸びた脚が勢いよく視界に飛び込み、艶めかしい肉感と弾力を秘めた太ももに円珠は頭がくらくらしそうになる。和佐は膝丈より長いスカートを履くことが多いため、太ももの下半分まで拝められることは稀少であった。
　円珠は姉様から顔を逸らし、声を上ずらせた。
「あ、あの、姉様がお気になさるようなことでは……」
「しなくていいわけないでしょう」
　和佐はあくまで真剣である。
「すべては私の愚かさが招いたことなのよ。あなたの大切な身体に傷を入れてしまうなんて……。いくら謝っても許されないとはわかっているけれど、それでも、できる限り償いをしていきたいの」
「ね、ねえさま……」
　円珠は胡桃色の瞳を潤ませた。『妹』の目から見ても、姉様は冷淡で薄情な先輩だった。その姉様が本気で心配し、自らの行いを悔いてくださっているのだ。
　こんなに嬉しいことはない。その一方で、自分は頭の片隅で何を思っているのだろう。どうにか自分を叱咤するも、それでも魅惑的な太ももを脳裏から消し去ることはできなかった。
　和佐の灰色の瞳が、円珠の包帯に向けられる。
「その包帯は？　まだほどけそうにないの？」
「えっと、痛みは大丈夫なんです。ただ、医務室の先生から傷口にバイ菌を入れないようにと言われてまして……」
「痣は？」
　今度は視線が、後輩少女の背中に注がれた。
「あ……ッ」
「跡とかは残っていない？　あのときは本気で蹴りを入れた気がしたから……」
　確かにそのようなこともあったが、円珠は今それを思い起こすどころではなかった。背中をまじまじと見つめられ、そのせいで血液が沸騰しそうになる。振り返らずとも、正面の鏡によって姉様の視線の動きがわかるのだ。
　逆に言えば、和佐も鏡越しで円珠の正面からの姿を見ることができるというわけだ。灰色の視線が繊弱なくびれや胸をとらえたとき、円珠は咄嗟に背中を丸めて頼りない自分の前部を隠した。
「まま、前の方は大丈夫ですからッ！」
「そ、そう」
　面食らいつつも、和佐は安堵の反応を示した。
「確かに、一瞬だけ見ても痣らしきものは見当たらなかったわね。それに関しては私にとっても救いだわ」
　円珠としては自分の貧相な肢体を見られて、あまり救いとは言い難い心境だったが、姉様との肢体の落差にしんみりしてばかりもいられない。
　どうやらこれで確認は終わりらしく、和佐が円珠の隣の洗い場に腰を下ろそうとする。
　まさにそのときだった。湯船の方から激しい水音が上がったのは。
「ちょっとちょっとちょっとーっ⁉」
　水音に続いて少女の甲高い絶叫が響き、和佐と円珠は揃って湯船の方を見やった。
　湯船から立ち上がったのは、小柄な円珠よりもさらに小さい少女だった。タオルをターバンのように巻きつけ、そこから紫がかった黒髪がちらりと覗かせている。すっぽんぽんの肢体に湯気をまとわりつかせながら、二人に対して赤銅色の瞳をぎらつかせた。
「こんな大勢の中で何やらかしちゃってくれてるのよ⁉　一般常識ってヤツもどうせ知らないんでしょ⁉」
　立ち上がった和佐は、かしましい声の主にうんざりとした視線を投げ返した。
「……興味もないけれど、社交辞令として聞いておくわ。あなた、一体何者なの」
「このルチカ様を知らないなんてどんなモグリよ⁉」
　ルチカ様と称した少女は、すべすべした胸の前で腕を組み、居丈高に続けた。
「と・に・か・く！　アンタたちが変なことをしたせいで、こっちは大変なことになってるんだから！　ちょっと来なさいよ！」
　ここまで叫ばれては確認しないわけにもいかない。
　和佐と円珠が湯船に近づくと、確かにそこには大変な光景が広がっていた。
　一人の少女が湯船に顔の下半分を沈めている。紅茶色の髪を上方で団子状にまとめており、水面には髪色より濃い赤が滲んでいる。
　頭が引き上げられると、少女の鼻から新たな血がしたたり始めた。
　鼻血の少女に、和佐は美しい片眉を吊り上げる。
「これがどうして私たちのせいになるの」
「あんたたちのやらしいやり取りを見てのぼせちゃったのよッ。リコは女の子どうしのこういう絡みにホント弱いんだから！」
　責任を問うようにルチカは言い放つが、気弱な円珠でさえも彼女の発言をどうかと思ったものだ。リコと呼ばれた少女は、頭が正常に機能していないのか、周りのやり取りを自分のこととして認識していないようだった。
　ぐったりとするリコに対し、和佐は冷ややかな視線を浴びせかけた。
「そんな寮生がどうして大浴場を使っているのよ」
　和佐に反感を抱くものがこの中にはかなりいたが、この時ばかりは白髪少女の言葉に同意見であった。

　　　　　Ⅱ

　数分後、何人かの寮生に支えられながらリコと呼ばれた少女は大浴場を後にした。背中からルチカ様の罵倒をたっぷり受けながらの退場である。
　騒動が収まると、和佐と円珠は洗い場に戻り、それぞれのペースで身体を洗い清めた。その後の湯船はリコの鼻血のせいでかなり入るのがためらわれたが、それでも一通りは堪能し、二人が去ってから十数分後に、和佐と円珠も大浴場を出たのだった。
　和佐はゆったりとした純白のネグリジェ、円珠は花柄の可愛らしいパジャマにそれぞれ着替え、籐で作られたベンチに並んで腰を下ろした。先に姉様がドライヤーで髪を乾かし、円珠はネグリジェに負けない白髪がたなびく様子を静かに見つめている。
　横合いから声がかかったのはそんな時であった。
「お二人とも、ご一緒だったんですか？」
　現れたのは清楚を思わせる黒髪の少女だった。腰までの長髪を二つの三つ編みにして前方に垂らし、プルーン色の瞳は純情と愛嬌を同時に感じさせる。後は寮部屋でくつろいで寝るだけの時間帯だから、服装もＴシャツにショートパンツというラフなものであった。
　和佐はドライヤーを切ると、新たに訪れた少女に対してわざとらしく視線を逸らした。その際、小声で胸中の想いを吐露する。
「……危ないところだったわ」
　聖黎女学園内において、上野岬うえのみさきの名を知らぬものはいないだろう。遠方から編入された高等科一年の少女で、二週間前から和佐のルームメイトにおさまっている。ルームメイトを追い出し、中等科の三年間を一人で過ごしてきた和佐とって、久々の同居人というわけだ。
　和佐にとってすべての災厄の始まりとも言えた。だが最近では、彼女とのやり取りを続けているうちに敵意もだいぶ薄らいできている。それでも、警戒すべき相手であることには変わりはない。
　黒髪三つ編みの少女が清楚の皮を被った変態淑女であることは、すでに学校中に知れ渡っており、他の寮生たちからすれば、こちらに被害が及ばぬよう、変態淑女が白髪美少女のみに好意を向け続けてくれることを願うしかなかった。和佐は別に少女たちの望みを叶えてやる義理はなかったが、下手にルームメイト解消を言い出して編入生から想像もつかない反撃を喰らうことは避けたい。人畜無害を装いつつも、いざというときの機転は頭脳明晰と謳われた和佐を優に凌ぎ、自身の貞淑を守るために、和佐は乙女たちの人柱に甘んじるしかなかったのである。
　変態淑女と名高い少女が円珠の隣に小尻を乗せる。ミディアムボブの気弱な少女は、二人の先輩に挟まれるかたちとなった。
　ルームメイトの生乾きの白髪を見ながら岬がわざとらしい悔しさを込めて言う。
「ああもう、惜しかったなあ。もっと早く駆けつけてれば、二人の生着替えや、それどころか湯上がりたての二人の艶姿を拝むこともできたというのに……」
　和佐は大きく息を吐いた。ルームメイトの編入生は、自身の性癖を語るのにまったく恥を感じないらしい。変態淑女の変態淑女たるゆえんであるが、聞いている側からすれば、疲労感と警戒心が募るだけである。円珠でさえ、心を弾ませる先輩に対して身構えたほどであった。
「そう言えば、さっき沙織子さおりこおねーさんが鼻にガーゼ詰めながらヨロヨロと出てきましたよ。誰が一体あの人の前でけしからんことをしたんでしょうね？」
　円珠は息を呑んだ。けしからんかどうかはともかく、その心当たりが円珠にはあまりにもありすぎたのであった。
　一方、もう一人の当事者であるはずの白髪少女は、編入生の発言になぜかピンときていないようだった。
「沙織子おねーさん……？」
「ほら、先ほど湯船で鼻血を出したリコと呼ばれた先輩のことで……」
　ご丁寧に円珠は解説したが、この説明はまずかった。和佐が表情を変え、それに気づいた円珠が自らの失策をさとって凍りつく。
　和佐が大浴場にいたことを、編入生の少女はまだ知らないのである。
「……どういうこと？」
　岬はプルーン色の瞳を物騒にきらめかせた。円珠は思わず怯んでしまったが、岬が問い詰めようとした相手は、円珠のさらに向こうにいる姉様であった。
「もしかして、一条さんは湯船で鼻血を流した沙織子おねーさんを実際に目撃したんですか？　だとすると、大浴場で湯浴みを堪能されたことになりますが……」
「だからなんだと言うの」
　どうせどこかで情報を耳にするだろうと判断し、和佐は開き直りの態度を示した。むろんそれは、変態淑女の少女を納得させるものではなかった。
「だから、じゃないですよ！　それじゃあ一条さんは皆に見られてる中でそのネグリジェの中身を晒したことになるじゃないですか⁉」
　変態的な表現に顔をしかめるも、極上の肢体の持つ美少女はルームメイトの悲鳴に対して否定しなかった。
「さすがにタオルを巻いたまま身体は洗わなかったわよ」
　清楚を装ったルームメイトは完全に打ちのめされた。
　彼女は入寮早々に変態的才覚を遺憾なく発揮してしまい、寮母から大浴場の使用を禁じられていたのだった。脱衣所で髪を乾かす場面に出くわせたのもこれが初めてのことなのである。
　衝撃からどうにか立ち直ると、岬は天井を仰ぎ、極めて残念そうに想いの丈をぶちまけた。
「うわあ、あたしも見たかったなあ！　なんでルームメイトのあたしが一度も一条さんの裸を見れてないんですかーっ‼」
　編入生の奇声を受けた少女たちが、さすがに冷ややかな視線を向ける。寮母に密告されたらマズいと思い岬も大人しくなったが、なおも未練がましい様子で和佐のネグリジェにチラチラと視線を送っている。
（……少しでも寄り添おうと思ったのが間違いだったかしら）
　和佐は溜息を吐いた。岬に裸体を見られずに済んだのは、どうにかその場面を作らせないように神経を尖らせた成果である。制服に着替える際も寮部屋のトイレに立てこもって行なう徹底ぶりで、もし邪魔をするようなら「シスターに訴えるわよ！」と事前に釘を刺してある。それを恐れてか、今のところ変態淑女の編入生に聞き耳すら立てられていない。
　むろん岬が変態的欲求を諦めているとは思っておらず、現にその変態淑女はルームメイトの裸体を間接的にでも堪能しようと、大浴場を共にした円珠に（さすがに周囲の目を気にして声を抑えながら）問い詰めていたのだった。
「ねえ、円珠は一条さんの裸を見たんだよね⁉　どんな感じだった？　生々しい感想を是非とも聞かせてほしいな⁉」
「み、見てません！　姉様のお身体をじろじろ眺めるなんて、お、おそれ多い……」
　円珠は半乾きのミディアムボブを勢いよく振った。後輩少女の言葉に嘘はないが、その顔色はのぼせた沙織子おねーさんに匹敵するくらい真っ赤である。岬の言葉に触発されて、裸で洗う姉様の姿を想像してしまったらしい。
　完全にあたふたしてしまっている円珠に、その姉様が助け船を出す。
「円珠をいじめるのはやめなさい。円珠、あなたもこの女の妄言にいちいち乗せられないで。たとえ金切り声を上げても無視すればいいの」
「そ、それは……」
　気の優しい円珠にはなかなか難しい注文であった。反対側の三つ編みの先輩にも配慮しなければならなかったが、最終的には白髪の姉様に従う意思を示して岬を悔しがらせた。
「くうッ、こっちは円珠のお悩み解決のためにあれこれ考えてたっていうのに……」
「あなたが勝手に首を突っ込んだだけじゃない」
　無慈悲に言い放ち、和佐は籐のベンチから立ち上がった。付き合いきれないとばかりに脱衣所を後にすると、残された円珠は、申し訳なさそうに姉様のルームメイトの顔を見上げた。
「あの、岬姉様。申し訳ありませんでした……」
「いやいや、こっちこそごめん。一条さんの裸を見れない悔しさで、つい円珠の気を悪くするようなことを言っちゃった」
　円珠は黒髪の先輩のことを『岬姉様』と呼ぶようになった。変態淑女の血を暴走させる点は玉に瑕だが、愛想の良さと見た目以上の聡明さが円珠の心を惹きつけたのだ。かつては白髪の姉様をめぐって『恋敵』として彼女と対峙したこともあったが、今となってはただの笑い話に過ぎない。白髪の姉様と同様、円珠は編入生の姉様のことが大好きになっていたのだ。
　円珠から第二の姉様と認められた編入生の少女は、実に気前の良い調子で当事者として思い悩む円珠に微笑みかけた。
「えへへ♪　円珠は気にしなくていいんだよ。一条さんも言ったとおり、あたしが好きで問題に関わってるだけだもん。まあまあ、バッサリ解決してあげるから大船に乗ったつもりで待ってなさいって」
　楽観的ともとれる発言だが、円珠は基本、変態以外の事柄に関しては岬姉様の言葉に全面的な信用を寄せている。だが、円珠としてはやはり乗り気な先輩に対して申し訳なく思った。自分の問題で先輩たちを巻き込んでしまうのはやはり気が引ける。
　気後れする『妹』に、岬はプルーン色の瞳に優しい光をたたえた。
「円珠は優しいね」
「そ、そうでしょうか……？」
「そうだよ。でも、問題解決は一条さんも望んでることだし、丸く収めることができれば一条さんも少しはあたしに気を許してくれるかもしれないでしょ？　あたし自身の利益もあるわけだから、円珠は本当に気にしなくてもいいんだ。それとも……」
　岬の唇が意味ありげに吊り上げられる。
「……それでも納得いかないなら、問題解決の見返りに円珠に何か要求しちゃおっかな？　一条さんにも、誰にも言えない、二人きりの秘密のコトを……」
　円珠の全身が一気に発熱した。
　清楚の笑顔が小悪魔のそれに変わる。唇に当てられた人差し指に意識を吸い寄せられそうになり、すんでのところで円珠は思いとどまった。そのまま帰ってこなかったら、変態淑女の先輩に何されるかわかったものではない。肌色ピンクの世界の相手をする覚悟はとてもなく、お誘いから逃れるためには、岬の躍進ぶりを素直に応援するしかなかった。
「申し訳ありません。見返りに関しては……辞退させていただきます」
「あらら、それは残念」
　本当に残念そうに笑うと岬も籐のベンチから立ち上がった。本当に冗談ですよね……？　と円珠が胸を騒がせている間にも、編入生の先輩は三つ編みをはらりと流し、着ているものをすべて脱ぎ捨てていった。
　冷めかけた熱が再びよびがえるようだった。他の寮生と比較して、岬の身体つきは明らかに抜きんでていた。さすがに姉様には負けるだろうが、腰までのストレートな黒髪も、白い柔肌に包まれた肉づきも素晴らしい。可憐でありながら艶麗でもあり、小悪魔な要素が先輩の内面だけではないことがよくわかる。
　正直、彼女が相手なら毒牙にかけられるのも悪い気はしないのではないか。またしてもとんでもないことを考えていると、いつの間にかタオルで前を隠しただけの岬がベンチに接近していた。周囲の状況がわからないくらいに呆然としていたらしい。
「えへへ、円珠にならいくら見られてもいいよ？」
「ふぇあッ⁉　いえッ、岬姉様、これは……！」
　しどろもどろに弁解しようとする円珠を差し置いて、岬はご満悦な足取りでシャワーブースへ向かっていく。
　しばらくして、円珠は盛大に溜息を吐いて寮部屋へと引き返した。溜息は自分に対してのものであった。まったく、変態淑女の姉様や鼻血のおねーさんに呆れてばかりもいられない。
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　後輩の純心を散々にもてあそんだ編入生の姉様は、シャワーブースで存分に肢体を清めてから、水色のナイトウェアに着替えて脱衣所を後にした。
　聖黎女学園の寮は、様々な施設に繋がっている本棟と、そこから伸びる四つの寮棟で構成されている。岬の寮部屋は三号棟の２１７号室である。
　黒髪をたなびかせながら部屋に戻ると、純白のネグリジェを纏った白髪少女は学習机の椅子に腰かけ、難しげな本を読んでいた。
　ページを目で追いながら、珍しく和佐の方から編入生の少女に呼びかけた。
「随分と遅かったじゃないの」
「えへへ、一条さんの入浴シーンを想像したらのぼせちゃいましたあ♪」
　和佐は深い深い溜息を吐いた。
「……他人の思考などどうでもいいと思っていたけれど、こうして表明されると到底いい気分にはなれないわね」
「やだなあ。きちんと円珠の問題についても考えてましたよ」
　実に調子のよい清楚な編入生である。不埒さを罵っても疲れるだけなので、白髪少女は本から顔を上げて硬質な視線を岬に投げかけた。
「考えたというからには、何か一案くらい思いつけたのでしょうね」
　偉そうな物言いだが、これでも初めて会った頃と比べて、かなり敵意は和らいでいる方である。円珠の姉様に恩を売りつける絶好のチャンスであるが、鋭い一瞥に対して岬は苦笑して肩をすくめてみせた。
「いえ、暁音あかねがああも頑なだと、手がかりなどとてもとても……」
「はた迷惑な女ね。勝手に機嫌を悪くして円珠に迷惑をかけるなんて」
　強情ぶりはあなたも負けてませんけどね……という感想は、岬は言わないでおいた。
　東野暁音ひがしのあかねは高等科一年の少女で、円珠の親友の一人である。キノコアザラシで有名な『海洋生物ＫＩＮＯＫＯ』シリーズを通じて交流を深めており、気性はお嬢様学校の乙女らしからぬ少年っぽさがあるが、後輩に対する面倒見は良い方であったはずだ。
　円珠の話によると、その東野先輩が急に距離を置くようになったらしい。
　理由は一切話してくれず、一方的に円珠を避けているのだという。白髪少女が「はた迷惑」と評するのも無理もないことであった。
　お手上げの岬に対し、和佐は引き続き問いかける。
「彼女の幼馴染はこの状態に何て言っているの」
「雪葉ゆきはも困り果ててますよ。どんなに問い詰めても口を割ろうとしない」
　春山雪葉はるやまゆきはは東野暁音のルームメイトであり、幼少期からの幼馴染とのことだ。彼女もまた円珠の一学年上の親友で、キノコアザラシの熱狂的なファンでもある。性格は高等科の生徒らしからぬ幼さがあるが、今では徹底的にすねている暁音の方がよほど大人げないように見えた。
　幼馴染どうしの絆の深さは、岬も知っている。その雪葉にさえも、暁音は事情を打ち明けていないのだとという。
「うーん、となれば、よっぽど深い理由を抱えてるってことでしょうか？」
「どうかしらね。人というのは案外子供じみた理由でも頑なに心を閉ざしたがるものよ」
　かくいう和佐も見た目に反してかなり子供っぽい一面を見せたことがあるが、暁音を批判する白髪少女の表情には自己を省みる様子はとても感じられなかった。
　岬も自分の椅子に腰を下ろし、今後の方針を練った。
「やはり暁音から直接引き出すしかなさそうですね〜。いざとなれば身体でわからせてやれば」
「冗談だとしても本気でやめて」
　和佐のげんなりとした反応を、岬は意外そうな顔つきで迎えた。
「いやあ、もちろん冗談ですけどね。でも、ちょっと驚きました。そこまで暁音のことを気にかけておられるんですか？」
「まさか。ただ円珠の友達である以上、傷ついたら円珠に申し訳ないと思ったまでよ」
「一条さんは円珠には優しいんだから」
　からかうように岬は微笑み、話を元に戻す。
「明日、雪葉と一緒に暁音に問い詰めてみますよ。まあ、円珠のためというなら一条さんが暁音を説得してくれた方が手っ取り早いと思うんですが……」
「嫌よ。なぜ、私がそんなことを」
「いやいや、だって一条さん、暁音のクラスメイトじゃないですか」
　聖黎女学園は各学年三クラスに分かれており、和佐は暁音と同じ二組に属している。ちなみに岬と雪葉は一組だ。平時の暁音であれば、いつ幼馴染が変態淑女の毒牙にかかるか気が気でない状態だろう。
　和佐は本を閉じ、その手に自分の吐息を被せた。
「別に好きでクラスメイトになったわけじゃないわ。それに私と暁音の関係はあなただって知っているでしょう」
「もちろんご存知ですが、ご本人に堂々と言われるとちょっとなあ」
　編入生のぼやきを、和佐は鄭重ていちょうに無視してのけた。
　東野暁音の和佐嫌いは聖黎女学園の間では非常に有名である。だが、その経緯について深く知る者は少ないだろう。編入して間もない岬は、数少ない知っている者の一人に属していた。
　三年前、春山雪葉のファーストキスが奪われた。奪った相手は岬の目の前にいる白髪の美少女である。和佐はルームメイトとして押し付けられた雪葉との共同生活を認められず、入寮初日に嫌がらせのキスで追い出したのだった。
　幼馴染がトラウマに遭って暁音が怒り狂うのは当然のことだが、さらに厄介なのは、暁音が密かに雪葉とのファーストキスを狙っていたという点だ。好意の有無に関わらず、白髪少女はその幼馴染の初めてを奪ってしまったのである。どうあがいても取り戻せない現実が、暁音を憎しみへと駆り立て続けたのであった。
　その和佐は、本を棚にしまい、椅子から立ち上がってこう言った。
「まあ、私もあなたに問題を任せきりにする気はないわ。円珠の話を聞いて、心当たりを一から洗い直してみるつもりよ」
「お願いいたします」
　それから二人はそれぞれの時間を過ごし、ベッドに入る。円珠（というより暁音）の事情は厄介そうに感じられるが、それ以外はいたって平穏な夜であった。
　部屋の明かりも消され、頭以外を毛布にうずめた岬だが、プルーン色の瞳が閉ざされたのは半分だけだった。身体は疲れ切っていたが、意識は冴えていた。
（何かがおかしい……）
　岬の違和感は、目の前の問題や学校生活とはまったく別のところにあった。せっかく念願のルームメイトとの同棲が継続されたのに、このモヤモヤは一体どういうことであろう。
　春山雪葉に仕掛けたのと同じ嫌がらせのキスを受けた岬は、むしろそれを歓迎し、そのまま白髪少女にルームメイトを認めさせたのだった。
　それ以来、色事も厄介事も様々体験してきたが、和佐が少しずつ歩み寄ってからは、その両方が一気に途絶えてしまった。むろん厄介事が減るのは喜ばしいことだが、美少女と身体を触れ合える機会が失われるのは岬にとっては死活問題である。
（うう、円珠の問題が先なのはわかるけど、一条さんと何もないなんて物足りないよお……）
　おかしいのはお前だと突っ込まれそうなことを考えながら、湯けむりに濡れるルームメイトの裸体を妄想しつつ、変態淑女は眠りに落ちるまで身体をもじもじさせていたのだった。
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　そして、翌朝。
　一限目の休み時間を迎えると、岬はさっそく春山雪葉の席に訪れた。
　雪葉の方も岬の来訪を歓迎した。交友関係の広い雪葉だが、最近は暁音の件で溌溂はつらつとした顔もすっかり曇りがちである。
　岬に声をかけられて、たちまち表情に生気が戻った。
　春山雪葉は岬より遥かに小柄で、私服だと初等科の児童と見間違えられるほどであった。鳶色とびいろの大きな瞳も亜麻色のストレートの長髪も、素材自体は美少女と呼べる代物であったが、内面の幼さの方がまさり、周囲の生徒も気後れすることなく彼女に接することができた。
　岬の場合、むしろ幼き美少女の容姿に誘われるかたちで交流を重ねており、すっかり挨拶と化している質問を雪葉に投げかけたのであった。
「暁音の調子はどう？」
　雪葉の返答も、もはや定例化されていた。
「あかねのやつ、ぜんぜん理由を話そうとしないんだよ」
　横向きに座り、スカートから伸びたほっそりとした脚を組みながらのぼやきである。大胆に組まれた魅惑的な太ももを密かに堪能しつつ、頭の中で岬は今後の方針を組み立てていた。
　聖黎女学園の制服はライラック色の膝丈のワンピースに紺色のボレロというものであった。胸元に臙脂色えんじいろのリボンをあしらい、腰にはベルト、ハイソックスは紺。普通に着るのが一番楚々とした印象になるため、オリジナリティという名目で着崩そうとする少女は滅多にいない。
　雪葉は大好きなキノコアザラシのキーホルダーを取り出し、手持ち無沙汰な感じで指でくるくると回し始めた。お気に入りのマスコットキャラクターへの扱い方としてはいかがなものだろうか。
「そもそも、暁音は本当に円珠と仲違いをしたいのかな？」
　岬が問うと、雪葉はキノコアザラシの身体と目を回させたまま難しい表情をとる。
「それも聞いたんだけどな、どうやら違うらしい。別に嫌ってるわけじゃない、ってぶっきらぼうに返されたんだ。だったら最初から気を悪くなんかするなっての」
　雪葉のぼやきに岬もおおむね同感である。無自覚に提示された太ももの弾力に精神の潤いを感じつつも、黒髪の三つ編み編入生は一つの結論にたどり着いた。
「やっぱり、暁音本人に直接聞くしかないかあ」
「でもあかね、始業式から全然こっちに来てくれないぞ」
　そんなことは今までなかったのに、と言いたげな雪葉の顔である。
　だが、そのような異常事態でも岬は泰然としていた。
「大丈夫だよ。今から暁音を引っ張り出してみせるから」
「できんのか、みさき！」
　鳶色の瞳を燦然と輝かせた。真ん中に分けた前髪から覗かせたおでこが、テンションに乗じて一気に艶を増したかのように見える。
　雪葉の期待に、岬はにこやかに頷いた。
「もちろん。でも召還の儀式には雪葉の協力が不可欠なんだ。頼まれてくれる？」
「おうとも！」
　キノコアザラシのキーホルダーを手中で握りしめ、雪葉は勢いよく立ち上がった。
　岬はすぐさま暁音召喚の儀式に移った。なにぶん休み時間はわずかしかない。岬の気がはやったのは決して変態淑女の血がたぎったせいだけではなかった。
「うおう……ッ」
　驚きと戸惑いが交じった声を小さく発し、雪葉は岬の『儀式』を受け入れた。背中に岬の腕が回り、健康的なふくらみを示す胸が自分のそれに押し当てられる。
　いきなり岬の抱擁を受けた雪葉は、珍しくうろたえた。彼女の変態淑女ぶりは耳にしていたが、不思議と嫌な気分にはならなかった。
　クラスメイトが呆気にとられてこの光景に魅入っている中で、雪葉は全身をもじもじさせながら問いかけた。
「み、みさき……ほんとにこれが『ぎしき』なのか？」
「うん。……嫌だったらすぐに言ってね？」
　岬の声はあくまで優しく、その気遣いが、幼く快活な少女をさらに戸惑わせた。
「やだっていうか……みさきって、ずいぶんと柔らかいんだな」
「えへへ、そう？　雪葉も意外とあるんだねえ」
　正直な感想を、正直な心情で岬は告げた。ボレロで隠れてなくても雪葉の胸の平たさはわかりやすいが、実際に触れてみると成長の兆しはきちんと感じられたのである。
　変態淑女はさらに雪葉の肢体をきゅっと抱き、亜麻色の髪に近づけた鼻をひくつかせた。
「いいシャンプーの匂いだね。どこのブランド？」
「わかんない。あかねが選んでくれたんだ」
「へえ、暁音も意外とやるなあ」
　感心したような口調で岬が応じると、次の瞬間、けたたましい足音に続いて教室の扉が乱暴に開かれた。見ていた生徒は揃ってぎょっとし、悲鳴を上げるものさえいた。
「私の目を盗んで雪葉に何しようとしやがった⁉」
　外野に一瞥もくれず、怒れる少女は容赦なく抱き合っていた二人を引き剥がした。
　この少女こそが、雪葉のルームメイトかつ幼馴染である東野暁音であった。口調は雪葉のものと近いが、鋭気と殺気は段違いで、幼馴染の雪葉でさえ暁音の怒声に肝を冷やした。見た目の割に肝の据わっている岬も彼女に即座に反抗しようとはしなかった。
　東野暁音は岬と背丈が近く、少年のように刈られた短髪はチョコレートの色艶を思わせる。肌は浅く日に焼けており、短くしたスカートから伸びる脚は、牝鹿めじかのようにしなやかに引き締まっていた。黒々とした瞳は野性味にあふれ、正直、雪葉にベストなシャンプーを選んだ少女と言われてもにわかに信じがたい。
　編入生から離れた雪葉は、鳶色の瞳を見開かせた状態で幼馴染を見た。
「うわ、マジで来たし……。なんでわかったんだ？」
「でも、来てくれてよかったよー。じゃなかったらどうなるかわからなかったもん。雪葉が」
「岬、お前！　これ以上ふざけた真似したら、承知しな……‼」
　噴火寸前の有様で暁音が詰め寄ろうとしたとき、まさに絶妙なタイミングでチャイムが鳴り響いた。授業に遅れるわけにもいかず、暁音は即座に引き上げ、勝負は次の授業の休み時間に持ち越された。
　怒り肩で再訪すると、岬はまず素朴な疑問を暁音に投げかけた。
「雪葉の言葉じゃないけど、よくあたしのすることに気づけたよね。ひょっとして雪葉の監視でもしてた？」
「馬鹿を言うな！　お前じゃあるまいし」
「さすがのあたしもそんな不埒な真似はしないよ。……って、そんな雑談をしてる暇はないんだった。暁音、あたしたちの言いたいことはわかるよね？」
　岬の指摘で、暁音の表情が怒りから苦悩に変わっていく。
　黒い瞳を逸らしつつ、問題をはぐらかそうとした。
「……円珠のことは、私とあいつの間で解決すべき問題だ。お前たちには関係ない」
「ならせめて円珠には事情を話してやりなさいって。暁音がぜんっぜん口を開こうとしないから、円珠、ものすごくつらそうにしてたよ」
「私のことなんざほっとけとあいつに言っとけ」
　岬と雪葉は顔を見合わせた。ここまで意固地だと、本音を引き出すのは相当手こずりそうと思ったのだ。
　だが、岬の対応は素早い。清楚な顔をたちまち真剣にして言い放った。
「……わかったよ。そこまで意地を張る気なら、あたしにだって考えがあるから」
「へえ、言ってみろよ」
　暁音の挑発に、岬は力強い笑みで受けて立った。
「今夜、円珠と雪葉を呼んで話し合いをするから。あたしの部屋で」
「な⁉」
　暁音も雪葉も驚いた。
「あたしの部屋」と気軽に言ってくれるが、そこは編入生だけの部屋ではないのだ。春山雪葉をそこに招くということは、三年前の嫌がらせのキスの現場に、その被害者と加害者とを引き合わせる事実を意味しているのである。
　暁音は猛然と岬に掴みかかった。
「ふざけんな！　そんなこと認めさせてたまるか‼」
「大丈夫だよ。嫌がらせのキスなんか起こりやしないって。あれは雪葉が一条さんのルームメイトだったから起きたんでしょ？　今の雪葉はルームメイトじゃない」
「そういう問題じゃない！　そのせいで雪葉のトラウマがよみがえったらどうすんだ⁉」
「暁音が強がるからいけないんだよ。それに、決めるのは暁音じゃなくて雪葉だからね」
「なんだと……」
　怒りが完全に冷め切らぬまま、暁音は幼馴染を見据える。
　睨まれた雪葉は、すがるような目つきで岬に訴えかけた。
「み、みさきぃ……ゆきはにそんなこと言わすなよ」
「ごめんね。でも円珠の問題を解決するには悪くない手だとは思うんだ」
　そう言われて、雪葉は「うう〜」と頭を抱えた。このような板挟みの経験は今までなかったのだろう。
　雪葉の回答を待たずに、岬は暁音に再度言い放った。
「トラウマを負わせたくないなら、さっさと円珠から離れた事情を話しなよ。無理なら本気で雪葉を連れてく」
「……………」
「そうまでして言いたくないんだ？　じゃあ雪葉、今夜来てくれるよね？」
　清楚な笑みを向けられ、雪葉は岬の方を見て、それから暁音の方に視線を向き直した。幼馴染の視線は「わかってるよな？」と居丈高であり、当然、雪葉の好ましいものではない。そもそも、円珠につらい目を合わせている時点で、暁音の欲求に共感を示すのは無理がある。
　反応が恐ろしかったが、小さな美少女は編入生の少女に対してはっきりと頷いてみせた。
「……わかった。でも、あかねの責任はゆきはにはとれないぞ」
「もちろん。あたしが言い出したことだもん。その点はあたしが何とかする」
　簡単にいくとは思えないが、岬の態度は「本当に何とかしてくれそう」と思わせるものであった。雪葉は少しずつ安心感がよみがえり、信頼を示すかのように岬に淡い笑みを投げかける。
　屈辱に打ちひしがれたのは、変態淑女を咎めにきた暁音の方であった。彼女としては幼馴染が白髪少女のもとに赴く気になったことが信じられなかった。三年前、あれだけ盛大に泣かされて、キス自体に嫌悪感を示していたというのに。
　驚きの波が引くと、暁音の顔に浮かんだ凄絶な怒気であった。
　隠し事をしている自分の非を棚に上げ、雪葉に焼き刃のような視線を押し当てる。
「雪葉……お前……」
「だってさあ、どう考えてもあかねが悪いじゃんか。えんじゅのこと、何も言わずに避けるんだからさ。少なくとも、ゆきはとえんじゅは今のあかねの態度に迷惑してるんだ」
　なかなか堂々たる態度である。。むろん、その発言は暁音の心をさらに燃え上がらせた。
　自業自得とはいえ、幼馴染と編入生に畳みかけられて怒号を叩きつけずにはいられなかった。
「ああ、そうかよ！　お前は無理矢理キスされた相手の方に肩を持つってんだな⁉　ならもう勝手にすればいいさ‼」
　頭から湯気を噴き出しかねない勢いで暁音は教室を後にする。しばらく緊張交じりの静寂が空間を覆っていたが、やがて授業開始のチャイムが鳴り響き、教師が来る前に一同は慌てて席に着いた。
「……どうしてそうなるかなあ」
　席に着く直前、奇くしくも岬と雪葉は同じことを考えていたのだった。
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「なんてことをしてくれたのよ」
　自身の寮部屋の有様を見て、一条和佐は強烈な疲労感を美しいかんばせに飾った。
　三号棟の２１７号室にお客が来ること自体稀だというのに、しかもその相手の一人が三年前に嫌がらせのキスで追い出したご本人というわけだから、和佐としては編入生のルームメイトの手腕に感心を通り越して呆れるほかなかった。
　硬質な灰色の視線を送られた雪葉と円珠は、緊張をおぼえて背筋をピンと張った。どちらもキノコアザラシのぬいぐるみを抱き締めているのが微笑ましいが、当人たちからすればとても笑っていられる状況でなかったに違いない。
　一同は全員、ライラック色の制服から私服に着替えていた。円珠は新緑色のチェック柄のロリータワンピース。雪葉は白のＴシャツにデニムのサロペット、そして黒のニーソックスという格好であった。唯一椅子に座っている和佐は、純白のシルクのブラウスに濃紫色のハイウエスト・ロングスカートで決め込み、裾から伸びた脚は黒のタイツに包まれて、美しい曲線をさらに際立たせていた。
　そして、円珠と雪葉を招待した岬は、薄手のセーターに千鳥格子のショートパンツの姿でルームメイトの白髪少女の嘆きに応じたのだった。
「一条さんも円珠から話を聞いてくださったんでしょう？　報告するなら雪葉もいた方が都合がいいと思いまして。それとも、まだ雪葉に対する敵意が残ってるんですか？」
「初めから彼女に恨みなど抱いていないわ。単に寮生活において邪魔だから追い出しただけに過ぎないもの」
　それはそれで酷い発言である。過去に追い出されたご当人は緊張の糸でガチガチに縛られ、キノコアザラシのぬいぐるみを自分の胸に押し付けていた。
　和佐は改まってルームメイトの少女に言い放つ。
「岬。私は騒ぎに巻き込まれるのは御免だわ。そして、春山雪葉を招いたことは、間違いなく騒動の元となる……。東野暁音が本気で怒り出す前に元の場所に帰しておきなさい」
「捨てネコみたいに言わないでくださいよ。それに、もうすでに暁音は怒り心頭の状態ですし」
「それはあなたのせいでしょう。私には関係ないわ」
　円珠はハラハラとしながら二人の姉様のやり取りを見つめた。こうなってしまった発端が自分にあると思うと胃痛を感じずにはいられないが、一方的に無視を決め込んだ東野先輩に対する不服も当然あり、このような会合を開いてくれた岬姉様には手を合わせて感謝したい気分だった。
　岬がさっそく本題に入る。
「……と言っても、大した進展はなかったんだけどね。暁音を呼び出してもみたけど、事情は聞けずじまいだった」
　ついでに暁音を呼び出す『儀式』についても話すと、円珠は面食らい、和佐は苛立たしげに白髪をかき上げた。「そのせいでこっちの空気がどうなったかわかっているの？」と嘆き、その表情を見ると、暁音の態度が教室二組に与えた影響の大きさが容易に想像できるというものだ。
　姉様の苛立ちがひとまず収まると、今度は円珠の方から切り出した。
「わたしと姉様は東野先輩の態度の変化がいつ起きたのかという点から見つめ直したんです」
　和佐と円珠は、始業式の前から携帯端末を使ってやり取りをしていたが、校舎内に個人の端末の持ち込みは禁止されている。ではどうやって話し合ったのかと言うと、なんと、姉様の方から直々に後輩の教室に踏み込んだのだという。
　好奇心丸出しの表情をとる岬に、白髪少女は偉そうに鼻を鳴らした。
「すでに関係が知られているから、どこで話し合おうと私たちの勝手でしょう」
「それはそうでしょうけど……円珠の方は突然の姉様の来訪にひっくり返ったでしょうね」
「さすがにひっくり返りませんでしたが、心臓が縮こまるかと思いました」
　あくまで生真面目に和佐の『妹』は応じ、休み時間と昼休みで話し合った内容を岬と雪葉に告げた。
「実は、入寮期間中にわたしと姉様の関係を東野先輩に打ち明けていたんです」
　入寮期間とは、始業式前の一週間に設けられた期間であり、その間に春休み中の生徒は寮に訪れて担当寮母に挨拶をする必要がある。ここにいる全員にとって、その入寮期間はそれぞれに思い出深いものがあった。
　和佐が『妹』の言葉の後を継いだ。
「私もその話は初耳だったわ。気の短い短髪少女のことだから、あっさり吹聴するものと思っていたけれど」
「暁音は基本、義理堅いと思いますよ。……雪葉は知ってた？」
「ううん。多分ゆきはが口を滑らせそうだから黙ってたんだと思う」
　三者三様に感想を口にすると、円珠は慙愧に堪えない様子で肩を落とした。
「わたしが東野先輩とお話したのはそれが最後でした。やはり、わたしが姉様とつるんでいたことが気に食わなかったのでしょうか……？」
「それはないね」
　岬が断言する。円珠だけでなく雪葉や和佐もその自信の根拠に興味があった。
「その時点で円珠を避けるつもりなら、始業式のあのときに野次馬根性で円珠の様子を見に来るとは思えないんだよ。雪葉、そのときの暁音の様子はどんなだった？」
「うーん、えんじゅがカズ嬢と一緒にシスターに呼びつけられたと聞いて『大丈夫かよ』って心配してたけど……」
「ね？」
　同調をうながされた円珠の反応は気まずげである。抱き締めたアザラシのぬいぐるみに視線を落とし、白髪の姉様お方も、やはり始業式の話題を出されて憮然となった。
　二人にとって、その出来事を懐かしい思い出にするには早すぎた。始業式の朝、円珠は和佐との激しい諍いのすえ、聖黎女学園を出て行くと親と寮母に宣言してしまったのである。幸い、彼女の暴走は姉様の渾身な説得によって未遂で終わったが、自分のせいでここまで騒々しい始業式になってしまったと思うと、気まずいの一言では済まされないだろう。
「ん？　待てよ。始業式……」
　自分の発言に刺激され、岬は顎に指を当てた。一同の注意が三つ編み少女の仕草に集中する。
「何を思いついたというの」
　和佐の口調は「さっさと済ませなさい」という態度が露骨であるが、それに対する岬の返事は婉曲的なものだった。
「一条さん。以前、ご自身で仰ってた言葉、覚えてます？」
「どの言葉よ」
「人は案外子供じみた理由で心を閉ざしてしまうというあれです。案外、一条さんの指摘は外れてないかもしれません」
　白髪少女は溜息を吐いた。確かに言ったが、本当に子供じみた理由でこのような時間を強いられていると思うと「憎みたいのはこっちの方だわ」と言いたくなってくる。
　その苛立ちも加味して、和佐は鋭くルームメイトに言及した。
「その理由とやらをさっさと話しなさいよ」
「嫌です」
　和佐の思考が一瞬、空白となる。
　だが、それはすぐさま鮮やかな憤怒に取って代わった。
　殺気立った視線でルームメイトの図太い神経を射抜こうとし、その白髪少女を見て、円珠と雪葉はそれぞれ窒息寸前の勢いでアザラシのぬいぐるみにしがみついた。
「あなた……この期に及んで何をふざけているの」
　底冷えする声を発するも、岬は涼風を受けたかのような平然さで返した。
「ふざけちゃいませんよ。事情をお話しする前に、一つ片づけておかなければならないことがありましてね」
「おい、みさき……今はそんなこと言ってる場合じゃないだろ」
　雪葉にまで言われてしまう。円珠もまったく同意見であるが、岬姉様が何を言い出そうとしているのかも気になった。
「岬姉様、片づけるべき用事とはいったい……？」
　編入生の少女は実に意味ありげな笑顔でルームメイトの美少女に視線を送った。
「雪葉に三年前のことを謝ってください。今すぐ、ここで。雪葉を部屋まで連れてきたのは、そのためでもあるんですから」
　三人は言葉がなかった。ぬいぐるみを抱えた二人は驚きのあまり互いの顔を見合わせてしまい、三年前の加害者である白髪少女もしばらく開いた口が塞がらない有様であった。
　黙然とする和佐のかんばせを、ルームメイトが覗き込む。
「やっぱり、できませんかね？」
　うながされて、ようやく和佐は唇を動かすことができた。
「……別にできないわけではないわ。ただ無意味なことはしたくないだけよ」
「無意味ですって？」
　岬は眉を片方だけ動かした。何気ない反応だが、和佐はなぜか言い返しにくい気分におちいった。
「意味は大いにあると思いますけどね？　誠意を込めて謝罪することで、雪葉の中にあるトラウマも薄らぐでしょうし、わだかまりが解消されれば、周囲の態度も少しずつ変わっていくかもしれません。だいたい、こういう場を設けないと一条さんは決して謝ることはないですし、悪いことをしておいて謝る意義なんていちいち考えないでくださいよ」
「あなたに意見されてもね……」
　変態淑女のルームメイトに毒づくも、和佐は彼女にうながされるかたちで立ち上がった。
　以前の自分なら、このような場でも決して頭は下げなかったであろう。なぜ、行動を移す気になれたのかは和佐自身もよくわかっていない。断っても面倒と思っていたのかもしれないし、三年前のルームメイトの少女が、もはや自分に関与しないと確信が持てて、謝るだけの心のゆとりが生まれたのかもしれなかった。
　とにかく、三年前の嫌がらせのキスの加害者は、その被害者の前まで訪れて自慢の白髪を揺らして頭を下げたのだった。
「ごめんなさい。ルームメイトになる意思がない限り、あなたに危害が及ぶことは金輪際ないでしょう」
「お、おう……わかった」
　何が何だか分からないという表情で雪葉は謝罪に応じた。まさか本当に謝られるとは思っておらず、心の準備がまるで出来ていないのが丸わかりであった。
　一方、このやり取りを見て瞳を輝かせたのは円珠だった。姉様の謝罪は社交辞令の可能性も十分にあり得たが、この光景は聖黎女学園における歴史的瞬間と言えるのではなかろうか。
　だが、歴史的瞬間の当事者はさっさと謝罪を済ませてしまうと、編入生に向き直ってせかすのであった。
「ほら、謝ったわよ。あなたの心当たりとやらを聞かせなさい」
「切り替えが早いなあ。もう少し感動に浸ってたかったのに」
　和佐はこれ以上、編入生の御託に応じるつもりはなかった。岬は肩をすくめ、改めて三人に向き直る。
「わかりました。きっと、皆の納得がいく理由を提示できると思いますよ」
　自信ありげに前置きし、岬は自分の考えを語り始めた。

　　　　　Ⅵ

　雪葉が三号棟の２１７号室を後にし、同棟の１０８号室に帰還したのは午後七時過ぎのことだった。
　岬から聞いた情報をいち早く暁音に伝えたかったが、簡単にはいかなかった。憎き一条和佐の部屋に向かったことに腹を立てた暁音は、露骨に幼馴染との接触を避けていたからである。食堂でも姿を見かけず、入浴の時間も会えずじまい。
　ようやく再会を果たせたのは、暁音が忍耐の限界を迎えて自習室から戻ってきた午後一〇時前のことであった。
　どことなく虚ろげな表情でベッドに横たわる暁音に、雪葉は慎重な口調で呼びかけた。
「なあ、あかね」
「…………」
「えんじゅが言ってたぞ。始業式のときに役に立てなかったことは気にすんなって」
　能面に近かった暁音の顔が初めてしかめられる。
　黒々とした瞳を雪葉に向けた。
「……岬から聞いたのか」
「え？　まあ、そうだけど」
「ふーん、やっぱりな」
　実につまらなさそうな返事である。
　二週間前、円珠が退学宣言をした際、それを引き留めたのは三人の少女だった。
　編入生の上野岬、円珠の姉様である一条和佐、そして円珠の友人の春山雪葉。岬は即時に作戦を組み立て、和佐は実際に説得のために行動し、雪葉はそのサポートを果たしたのだった。
　暁音も円珠の親友の一人だが、その自分だけが何の役目も果たせなかった点を岬は指摘したのである。自分の不甲斐なさを痛感し、その申し訳なさが円珠と距離をおく原因につながったのではないか、と。
　それを聞いた雪葉は「あかねなら思いかねないな」と納得し、円珠も岬姉様の推察に理解を示した。白髪の美少女は自分のことを棚に上げて「面倒な女」とまで評したものである。
「えんじゅに申し訳ないと思ってるなら、いつまでも過去の失敗を引きずってないで、この先どう喜ばせるかを考えた方がいいって、みさきが言ってたぞ。ゆきはもそう思う」
「あいつの言うことは信じるんだな」
　無感情を装った冷ややかさで言い放つ。すねた幼馴染に雪葉は居心地の悪さをおぼえた。
　ベッドの上で身じろぎしながら、暁音は別のことを尋ねた。
「一条の野郎に何もされなかったか？」
「何もって言うか……三年前のことについて謝られたよ」
「なんだと？」
　驚いて上半身を起こす。そして、露骨な胡散臭そうな表情になって幼馴染の鳶色の瞳を見つめた。
「まさか雪葉、あいつの謝罪を真に受けたんじゃないだろうな？」
　もはや質問ででなく要求である。「謝罪を受け入れたら許さない」という念入りを受けて、雪葉は困り果ててしまった。
　もはや雪葉の顔に答えが顔に書かれてあるのも同然で、暁音は黒い瞳をカッと開かせて怒号を弾けさせた。
「馬鹿が‼　あいつの悪行は『ごめんなさい』の一言で済まされるものじゃ決してないんだ！」
「じゃ、じゃあ、どうすればカズ嬢は許されるって言うんだよ」
「許される必要なんかない！　どうしてもって言うなら、今すぐ黎女を出てって私たちの前から消えたら少しは考えてやる！」
「あかねぇ……これじゃあカズ嬢より怖いぞ」
　雪葉の言葉に、暁音は衝撃のあまりに怒気が引っ込んだ。幼馴染の態度は、まるで嫌がらせのキスをした加害者を擁護し、こちらの態度を指弾しているかのように見えたのだ。自分はただ、初めてを奪った白髪少女が正しい報いを受けるべきと考えていただけで、幼馴染といがみ合う気はこれっぽっちもなかったというのに。
「雪葉……お前はそれでいいのかよ？　うわべだけの謝罪で、一条の野郎のキスをなかったことにできるのかよ？」
「別になかったことにするわけじゃない」
　真剣な顔で雪葉が応じた。
「確かにみさきに言われなきゃカズ嬢は謝ったりなんかしなかったさ。でも、形だけでも謝る気になってくれたことがゆきはには嬉しかったんだよ」
　暁音はさらに身動きがとれなくなった。驚いたのは和佐の変化ではなく雪葉の変化の方だった。
　嫌がらせのキスであれだけ泣かされた雪葉が、一条和佐のことを許す？
　それじゃあ、一緒に絶望と憎しみを分かち合った自分の立場はどうなるんだ？
　実際に経過した時間はそれほどではなかったが、暁音の中では巨大な時間の流れであった。そして、導き出された回答は、彼女の表情をどす黒く染め上げるものだった。
「そうか……お前……岬だけじゃなく一条の野郎にも尻尾を振ろうっていうんだな⁉　屈辱も忘れて加害者にあっさり乗せられちまうなんて、そこまで頭の悪い奴だったのかよ⁉」
「なんでそうなるんだよお‼」
　雪葉もついに苛立ちが弾け飛んだ。
「どーでもいいことをズルズル引きずりやがって！　あかねの言葉を借りるなら、これはカズ嬢とゆきはの問題で、あかねには何の関係もないだろ‼」
　反論より先に、暁音は行動に移っていた。雪葉のベッドに横たわっていた巨大キノコアザラシのぬいぐるみを引っ掴むと、それを勢いよく持ち主の顔面に投げつけたのである。アザラシの弾力のおかげで実害は無いに等しいが、雪葉の心に受けた衝撃は計り知れない。剛速球を直撃したのと変わらない痛みが、悲しみを瞬時に引き起こした。
「うっ……うわああぁぁあああんッッ‼」
　理不尽な制裁に雪葉は声を上げて泣き出した。もともと幼げな印象の彼女が幼児に戻ったかのように泣きわめき、そんな雪葉に暁音はさらに追い打ちをかけた。
「出てけ‼　お前の顔なんか二度と見たくない‼」
「きらいだ！　もうあかねなんか大きらいだッ‼　このわからずや！　一生ここでぐずったらいいんだあ！　うわあああん！　うわああぁぁんっ‼」
　さらに甲高く叫ぶと、そっぽを向く幼馴染の姿も見ずに、雪葉は部屋を飛び出した。廊下にいた寮生らが泣きじゃくる少女を見て何事かと立ち尽くすが、周囲の反応も雪葉の目には届かない。
　同棟の２１７号室に再び駆けつけ、応対した岬は驚いてプルーン色の瞳を丸くさせた。
「雪葉、一体どうしたの？」
「みさき……」
　泣き腫らした瞳をさらに潤ませ、雪葉は立ち尽くす岬をまっすぐ見つめてこう叫んだ。
「お願いだ、ゆきはをこの部屋に泊めてくれ‼」
「…………は⁉」





第二章　幼馴染の距離（後編）



　　　　　Ⅰ

　雪葉の爆弾発言には、切れ者である岬でさえ驚きを禁じ得なかったが、すぐさま立ち直り、まずは彼女から事情を聞き出すことにした。
　暁音との大喧嘩について聞くと、岬の中からお泊り発言の衝撃は完全に消え失せ、清楚（に見える）顔がみるみるうちに引き締まっていった。
「暁音がここまで強情張りだとは思わなかったよ。雪葉の期待には是非とも応えてやりたいけど、寮生の宿泊って……」
「できたとしてもお断りよ」
　岬のルームメイトが扉を開けて玄関に現れる。白髪をかき上げ、美しいかんばせはこの上なくうんざりしたようにしかめられている。
　白いネグリジェの美少女は、先ほど謝罪した件もすっかり忘れたかのように冷ややかに言い放った。
「ようやく落ち着けると思ったら何たることよ。そもそも、泊まる当ては他にもあったでしょうに、よりにもよってどうしてわざわざここへ……」
「一条さんが謝ったことで気を許したのでしょう。だけど、泊めるとなるとなあ……」
　岬のつぶやきにも消極的な響きがある。彼女が雪葉の外泊を渋る理由は、白髪少女よりは理性的なものであった。
　和佐が雪葉に謝罪した件については、たとえ密室でも周囲に信じさせることは容易だろう。雪葉が証人になれば、どれだけ信じがたい内容でも聞いた人は納得せざるを得ない。雪葉の純真さにはそれだけの効力があるのだ。
　だが、仲直りしたその日にお泊りとなると話は別である。仮に雪葉が何もなかったと話しても、それを清純な交流と捉える人は少ないだろう。三年前に嫌がらせのキスをした少女と稀代の変態淑女と同じ空間で一夜を明かすのだ。何か裏があるのではと勘繰られるのは必至である。その辺りのさじ加減を岬は理解していた。
　もっとも、それ以前に別室への宿泊が寮則で認められていない時点で、雪葉の願いを叶えてやることは岬には不可能だった。だが、雪葉の気持ちを捨て置く気にもなれず、ひとまず無難な提案を投げかけることにした。
「とにかく寮母さんのところに行ってみようか。話を聞く限り、暁音が悪いのは明白だしね」
　お泊りに応じてもらえず落胆するも、しっかりと頷いた雪葉であった。
　寮母は各寮棟に一人ずつ配属され、仕事部屋はいずれも１０１号室に用意されていた。三号棟の寮母はシスター蒼山あおやまと呼ばれる初老の女性で、夜の一〇時過ぎにも関わらず白の修道服とヴェールの姿で二人を出迎えてくれた。
「春山さん、一体どうしたというの？　その顔は」
「どうやら暁音と派手な喧嘩があったようで。そして……」
　説明したのは岬であった。
　編入生の少女は、雪葉が激情のあまりに外泊宣言をしたことまで包み隠さず話すと、寮母は宿泊を認めない旨を表明してから、険しい顔で判断を下した。
「すぐに東野さんを連れ出しましょう。へそ曲がりもここまで行くと問題だわ」
　雪葉を１０１号室に残すと、岬は自身の寮部屋へ引き返し、初老のシスターは雪葉のルームメイトを引っ張り出すために１０８号室へと向かった。雪葉との諍いで暁音はすっかりふてくされていたが、寮母の呼び出しとなれば逆らえるはずがなかった。
　不服と緊張の感情を顔に浮かべながら、暁音は白い修道服に続くかたちで廊下を歩く。
　ルームメイトを出迎えた雪葉は、出迎えられた幼馴染と同じくらい顔をこわばらせた。気まずい雰囲気をたたえる二人を椅子に座らせ、寮母は静かな口調で切り出した。
「それで？　喧嘩の原因は一体何なの？」
「それは……」
　露骨に言いにくそうな暁音の態度だが、穏やかだが締めるところは締めるシスターの前では無力である。岬も言っていた、入学式で円珠の役に立てなかった不甲斐なさを打ち明け、話しているうちに、暁音の中でも『なんでこんなことに……』という気分になった。つまらない意地で円珠を避けていたら、いつの間にか幼馴染との大喧嘩に進展していたなんて。
　シスター蒼山はさらに雪葉から情報を聞いた。彼女が驚いたのは一条和佐が三年前のことについて謝罪したことだ。白髪少女の強情ぶりに長らく振り回されただけあって、彼女の心変わりは寮母にとって嬉しい誤算である。
「まさか、一条さんが春山さんに謝るとはね。それで、東野さんは一条さんと同じことはできないというの？」
　痛いところを突かれ、短髪少女はムキになって反論した。
「……一条は別に自分から頭を下げたわけじゃありません」
「それならなおさら春山さんに頭を下げておくべきではないかしら。そうすれば東野さんは一条さんより『上』ということになるわけでしょうし」
　優しい言い方がかえって曲者である。シスターは暁音の対抗意識を完全に把握しており、彼女のその感情を刺激するために、あえてこのような提案をしたのだった。
　暁音は完全に納得したわけではないが、寮母の目算通り、和佐と同列に思われるのは我慢ならず、幼馴染に対して深々と頭を下げたのだった。まさに社交辞令の見本だが、暁音も雪葉もそのことには構っていられなかった。
「……ごめん」
「……いいって」
　ぎこちない態度で復縁を果たすと、シスターは手を叩いて二人の注意をうながした。
「さあさ、終わったのなら明日に備えて早く休みなさい。こんな理由でルームメイトを解消してしまったら確実に後悔するわよ」
　こうして二人は１０８号室へ帰され、それぞれ無言のままベッドにもぐりこんだのである。
　このまま無事に終わらないだろうとシスター蒼山は予想していたが、それは正しかった。しかし、その予想は寮母本人がまったく想像もつかない展開で実現されたのだった。
　消灯時間も過ぎ去り、暁音は夜中に目を覚ました。ベッドから起き上がり、隣のベッドに収まっているルームメイトの顔を見下ろす。
　心が揺れるような出来事が続いても、雪葉の寝つきの良さは変わらない。初等科の児童めいた精神が引っ込められると、そこには天使の寝顔が浮かび上がっていた。
　暁音の胸が騒ぎ、次第に息苦しさをおぼえた。雪葉のファーストキスが憎き白髪美少女に奪われてから、暁音はずっと幼馴染の唇に接吻を続けている。当然、本人には内緒である。
　雪葉にバレたらそれこそ距離をおかれる原因になるだろうが、暁音としては止めることができなかった。これこそが、幼馴染である自分たちをつなぐ唯一の手段だと信じており、喧嘩をした夜も、日課と化した儀式を怠るつもりはなかった。
　何度しても慣れないキスであるが、今夜は特にためらいが長かった。五分以上立ち尽くし、眠れる幼馴染に対して声にならない疑念をぶつける。
（よりにもよって、あいつの部屋に泊まろうって考えたのか？　それくらい、私のことを憎んでたってのか……？）
　返事はない。当然である。そうでなければ困るのだ。
　それでいながら、暁音は都合のいい回答を小さな眠り姫に求めている。
（一条の野郎に唇を奪われて、私がどれだけショックだったかわかってるのか？　どっか遠くに行っちまうと感じて、一体どれくらい絶望したか……）
　それを理解してくれるものは誰もいない。何せ、暁音自身が自分の胸の内を知られることを拒否しているのだから。変態淑女の編入生と異なり、外見と内面のギャップを楽しむ気概は、頭の固い少女にはなかった。
（一条だけじゃない。卒業して大人になっちまえば雪葉に言い寄ってくる奴は必ず出てくる。そして、そいつらが私からすべてを奪ってくんだ……）
　暁音の憂鬱は深刻である。今までは、大人になったことまで考えたことはなかった。だが、岬との出会いと、それによって起きた数々の出来事が、暁音の思考の幅を広げることとなった。新たに開かれた世界は、少女にとって都合のいいものばかりではなかった。
（どうせ全部奪われるくらいなら、いっそ、私が……）
　黒々とした瞳を潤ませながら、傷心の短髪少女は一時でも心を満たそうと、幼馴染の寝顔に自分の唇を落とし続けた。

　　　　　Ⅱ

　翌日、岬は昨夜のことを報告するために、昼食の時間を見計らって一条和佐を廊下で待ち伏せした。
　和佐はここ数日、ずっと円珠と一緒に昼食を摂っている。後輩の妹が誹謗を食らっていないか確かめるためであり、そのような者がいれば牽制する狙いもあるらしい。その気遣いを少しはこっちに向けてくれてもいいのにと思いながら、岬は一年二組の教室から現れた白髪少女に魅力的な笑顔で手を振った。
　このときの一条和佐は、当たり前だが岬と同じ制服姿であった。ライラック色のワンピースに紺のボレロ、胸元の臙脂色のリボン。唯一違うのは、紺のハイソックスの代わりに黒のタイツを履いている点である。普段ロングスカートではお目にかかれない膝の下半分とふくらはぎ全体を拝むことができ、岬としては心が浄化される思いである。
　浄化の化身とされた白髪美少女も編入生の存在にすぐに気づき、意味ありげなプルーン色の瞳に早くもうんざりしたようであった。
「……何しに来たのよ」
「えへへ、待ち伏せの理由なんて、お昼のお誘い以外ないじゃないですか〜」
　雪葉の件もあるというのに、岬の笑顔は実に清々しい。
　和佐は自前の白髪をかき上げて力強く拒絶した。
「嫌に決まっているでしょう。これから円珠と昼食を摂るのだから」
「もちろん彼女も一緒です。今後の方針も立て直さなきゃいけませんし」
　美しいかんばせに疲労感をたたえつつも、和佐は編入生の同行を認めた。幼馴染どうしの喧嘩は白髪少女にはどうでもいいことだが、これが解決されない限りは二人の友人である円珠の問題も解決しないのである。面倒と思いつつも、雪葉のクラスメイトである岬の新たな情報は必要だと判断した。
　移動の途中、中等科の教室で円珠と合流を果たすと、三人になった一行は、一階の屋内テラスへ向かった。
　聖黎女学園の昼食は、業者から届く弁当と、購買のおにぎりやパンやデザートを買うのとの二通りが主流になっている。中には家庭科室で自分で作って食べる猛者もいるそうだが、岬も和佐も円珠もそれには該当しない。三人とも弁当を受け取り、岬と円珠はさらにデザートを追加購入して窓際のテーブルに腰を下ろした。
　最初はそれぞれの健啖けんたんで弁当を食べ進めていたが、デザートに取りかかるところで円珠が不安そうに切り出した。
「あの、岬姉様。春山先輩の様子はいかがでしょう……？」
　ピーチゼリーを食しているとは思えない渋い顔で岬は応じる。
「かなりまずいね。付き合ってそれほど経ってないけど、あそこまでふさぎ込んだ雪葉を見るのは初めてだ」
　岬としては昨晩送り出した後の展開を聞いておきたかったが、最初はそれすらもためらわれたものだ。なんやかんやで寮母の計らいでどうにか幼馴染との仲直りできたことは引き出せたが、本当の解決になっていないことは雪葉の沈みきった表情からでも明らかだ。
　コーヒーカップに口を付けていた和佐が、中のコーヒーよりも苦い口調でぼやく。
「まったく迷惑な話ね。円珠の問題が解決されるどころか余計にこじれるなんて。昨夜は泊めてくれと駄々をこねてきたし」
「そんなことがあったのですか⁉」
　円珠の声は必要以上に大きかった。それは湿っぽい羨望の裏返しであった。あえて言語化すれば、
「わたしも姉様の部屋にお泊りしたい！」
　ということになるであろう。
「円珠？」
　不審げな白髪の姉様の呼びかけに、円珠は慌てて我に返った。ほとんど無自覚に姉様との夜の世界に引きずり込まれていたようである。ミルクプリンをすくうためのスプーンを危うく取り落とすところだった。
「はっ！　失礼いたしました。少し物思いを……」
「そう……？　まあいいわ。それよりも岬、寝る前に何か思いついたのではないの」
「あのときの顔、見てたんですか？」
　プルーン色の瞳を見開かせるも、すぐに華々しい笑顔がはじけた。
「えへへ、一条さんも抜け目がない。お望みとあらばもっと刺激的なのを見せて差し上げてもいいですよ？」
　そうだ。編入生の姉様は毎日、姉様とお泊り状態にあるんだ……。
　そう思うと、円珠の中で『恋敵』としての感情が再燃しそうになる。
　白髪少女はすっかり呆れながらルームメイトに言い放った。
「御託はいいから、さっさとその案を語りなさいよ」
「ええ、ええ、いいですとも。お二人とも、少し顔貸してください」
　和佐と円珠はこの提案にやや尻込みした。円珠の場合、二人の姉様の顔を間近で見て平気でいられるかという心配であり、和佐の方はひそひそ話をする名目で変態淑女が何かしでかすのではないかと警戒していたのだった。
　なかなか動き出そうとしない二人に岬は小さく首を傾げた。
「どうしました？　えへへ、何もしやしませんって〜」
　そういう言い方がかえって怪しまれる要因になるわけだが、円珠が覚悟を決めて動き出したのを期に、和佐も仕方ないという思いで二人の近くまでかんばせを寄せた。
　岬は小声でその作戦を打ち明けたが、引っ込められた二人の顔は呆れと当惑の感情を隠せずにいた。
「み、岬姉様、さすがにそれは……」
　和佐の反応は円珠よりも遥かに直接的で攻撃的だった。
「どう考えても真面目な発想には聞こえないわね。社交辞令で聞いておくけれど、それで本当にうまくいくと思っているの？」
「お二人がその反応だと、自信無くすなあ」
　岬が肩を落とす仕草をとる。もっとも、彼女の表情は彼女自身の言葉を否定するものであった。
「まあ、最終的な判断は幼馴染の二人しだいということになりますが、一条さんたちの場合も丸く収まったんですから、今度もうまくいきますよ」
　当事者の二人は気まずげに押し黙った。そのことを否定されると、あっけらかんとした岬の態度に口出しすることもできない。
　和佐は表情をごまかすようにコーヒーをすすり、それからぶっきらぼうな口調で独語した。
「とにかく、さっさと決着がついてほしいわね。他ならぬ円珠のためにも」
「円珠のためって言うなら一条さんも多少は活躍してほしいなあ。あたしにばかり働かせる気なら、あたしも姉様と呼びましょうか？」
　かつて姉様の使い走りをつとめていた円珠が気色ばみ、その姉様はさらにげんなりした表情で窓に視線を向けていたのであった。
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　そして、編入生の少女からその『作戦』を聞いた雪葉は、二人が懸念した通りの反応をとったのだった。
「ゆ、ゆきはがあかねにぶっちう、だと……？」
「うん」
　ぶっちうってなあ……と思いつつも岬は申し訳なさそうに頷いてみせた。
　二人がいるのは現在、物置として使われている空き教室である。放課後、岬は雪葉をそこへ連れ込み、昼食時に話した内容を彼女にも告げたのだった。
　岬も自身の変態性については自覚があるので、人気のない場所でいたいけな美少女と二人きりであることの客観的評価も理解していた。第三者に見られないように注意は払ったつもりだが、万が一のことが生じれば雪葉に潔白を証明してもらうしかない。
　そのようなことを考えつつ、岬は神妙な表情で雪葉に頭を下げていた。
「ごめんね。雪葉のトラウマをえぐるようで申し訳ないんだけど、暁音をなだめさせるにはこれしか方法が思いつけなかったんだ」
　まさに変態淑女ならではの発想だが、暁音が幼馴染とのキスを望んでいることは岬は知っていたのである。和佐や円珠が最後まで成功を疑っていた作戦だが、岬としては勝算を確信したうえでのことだったのである。
　入寮期間中の話にさかのぼるが、岬と暁音は敷地内の屋内プールでシャワーを浴びる機会があった。成り行きも顛末も「とんでもない」の一言であったが、とにかくそこで岬は暁音の本心に触れることができたのだった。キスしたいとは明言はしていなかったが、あのときの狼狽ぶりを見れば事実を認めたのも同然である。
　暁音の本心について語ると、雪葉は素直な驚きを見せた。屋内プールの一連の出来事は把握していても、会話の内容まで聞かされてなかったのだろう。
「あかねがゆきはの唇を狙ってたって？　全然気付かなかったぞ！」
「そりゃあ気付かれたくなかったでしょうよ。でも、暁音は間違いなく雪葉とのキスをご所望してるはずなんだ」
「そっかあ、あのあかねがなあ……」
　雪葉の反応を、岬はちょっと意外に感じた。
「暁音がキスしたいって聞いても、あまり引かないね？」
「えっ、う、うーん、そうだなあ……」
　岬の指摘で雪葉本人も初めてそのことに気づいたようである。
「まあカズ嬢のような気色悪いのはあかねに無理だろ。ぶっちうしたいって聞いたときはビックリしたけど、それであかねの気が済むなら、どうにかやってみるよ。ぶっちう」
「うん。キス、ね」
　どこまでも接吻の表現にこだわる岬である。ともあれ、これで亜麻色髪の少女の協力を取り付けることに成功した。
　別れる前に、変態淑女は念を押した。
「あっ、ちなみにキスするときは、あたしに言われてやったと思われないようにくれぐれも気を付けて。やらされ感が出てると、また暁音はふてくされちゃうからね。一番いいのは、暁音に余計なことを考えさせる前にガッ、と唇を奪っちゃうことだね」
「お、おう、わかった」
　こまごまとした指示に圧倒されつつも、幼馴染との復縁を果たしたい雪葉は、三つ編み少女の作戦に改めて頷いて空き教室を出たのだった。
　その後、雪葉は一人で白亜の大校舎を出て、学路をつなぐ大階段を降りていった。
　箱谷山の森に覆われた道を歩きながら、彼女は意識を現在から過去へと遡行させていく。
　彼女としては考えずにはいられなかった。三年前、嫌がらせのキスをした白髪少女との、最初で唯一の寮で過ごした時間のことを……。

　雪葉が初めて一条和佐と寮部屋で出会ったのは、入学式が行われた午後のことであった。
　入学式は、在校生の始業式の翌日に行われた。堅苦しい式とホームルームが午前に終わり、昼食を挟んで、寮生委員会による寮の案内が行われる。それが済んで、ようやく初めて新入生一同は寮部屋とルームメイトを確認できるのだ。
　張り出された部屋割りから雪葉の名前を最初に発見したのは暁音だった。ルームメイトの名前を見て絶望的な声でうめく。
「げえっ！　雪葉はあの一条とルームメイトかよ！　最悪じゃん……」
　新しい寮生活とは言え、生徒たちは初等科時代からほとんど変わっていない。特に一条和佐は人嫌いの美少女で有名だったため、皆、彼女とルームメイトになることだけは避けたいと願ったものである。
　だが、雪葉の反応は周囲と違って悲観的なものではなかった。意外そうに鳶色の瞳を丸くさせていたが、やがてアドレナリン全開の表情で両手を握り締めた。
「へへっ、かえって面白そうじゃん。人嫌いのいちじょーと仲良くできれば、ゆきはの評判もウナギのぼり！」
「はあ……」
　暁音は露骨に不安がったが、部屋割りの変更はルームメイトと会うまでは不可との説明を受けたばかりである。それゆえ一足先に三号棟の渡り廊下へ駆ける幼馴染を引き留めることができなかった。まさか、この時は人嫌いの少女が大それたことをするとは誰も思わなかっただろうし……。
　軽い足取りで２１７号室に赴いた雪葉は、先に入室していた白髪の美少女とご対面した。
　十二歳の幼さとは思えない美貌を放つ一条和佐は、すでにシルクブラウスとハイウエスト・ロングスカートに着替えており、学習机の椅子に腰を下ろして読書をしていた。勢いよく扉を開けた雪葉を、意図的に無視している。
　もっとも、白髪少女の排他的な態度などに臆するような雪葉ではなかった。和佐の美貌に瞳も口も声も「おー」となって、足音を立ててルームメイトとなる美少女に駆けつける。
「お前がいちじょーか？　近くで見るとすっごい美人なんだな！　ゆきはの名前は春山雪葉って言うんだ。よろしくなー」
　気さくというより無遠慮な調子で、雪葉はおでこと鳶色の瞳を和佐に近づけた。
　一方の和佐は、相変わらず無視を決め込んでいる。
「よーし、いちじょーとの友好を祝して、今からお前はカズ嬢と呼ぶことにする！　いい呼び名じゃないか。そうだろ、カズ嬢？」
「……………」
　どこまでも沈黙を守り抜く和佐。奇抜な愛称に対する反応すら示さない。
　ここまで無視を徹底されると、さすがの雪葉も持ち前の気さくさが揺らぎ始めた。
「な、なんだよー。カズ嬢の呼び方が気に入らないってのか？　だったら、もっといいあだ名を……」
　言いながら和佐の肩に向かって手を伸ばした。揺すって反応をうながそうとしたのだが、その目的は雪葉が想像していたよりも素早く、攻撃的な動きで達成された。
「私に触らないで‼」
　勢いよく頭を上げ、和佐は今まで押し殺していた苛立ちを一気に噴出させた。美しいかんばせを剣呑さが覆い、灰色の視線は苛立ちと敵意に満ちている。
　物騒なルームメイトの第一声に、雪葉は全身に物理的なしびれをおぼえて立ち尽くし、しばらく声も出なかった。
　そんな少女を尻目に、和佐は読んでいた本を机の上に放り投げた。椅子から立ち上がり、忌々しげに自分の白髪をかき上げる。
「どうしてルームメイトという悪習が存在するのかしら。足手まといと同じ時間を過ごしたところで何一ついいものが得られないというのに」
「あ、あくしゅーって、ゆきは、そんなに汗くさいかー……？」
『悪臭』と勘違いし、雪葉はボレロの袖の匂いを嗅ぎ始めたが、和佐は扉に向かって歩き出したのを期に、慌てて道を譲る。譲らなかったら、そのまま突き飛ばされて尻餅をついていたかもしれない。
　扉が閉まると、雪葉は今まで感じたことのない緊張感で大きく息を吐いた。
　暁音や他の友人相手なら、悪態をつかれても即座に噛みついたに違いなかった。だが、この不機嫌な少女相手だと、その勇気すら湧いてこない。怒りよりも恐怖の方が遥かに勝り、腹を立てた暁音も中々に怖かったが、白髪の美少女に比べればささやかなもののように思われた。
　かくして、初めてのルームメイトと出会ってわずか五分で雪葉の馴れ馴れしさは完全に萎えしぼんだわけである。夕食も入浴の時間も彼女と会うことはなく、代わりに心配して駆け寄ってきた暁音たちがルームメイトの変更を熱心に勧めてきた。
　雪葉もそうしようかと考えたが、せめて一晩くらいは、と周りに意地を張った。行く前にあれだけ大見得を切っておきながら、その日のうちに手のひらを返すのは情けなさすぎると思っていたし、それに怖いはずなのに、なぜかあの少女のことが放っておけなかったのだ。このときはまだ、雪葉は人嫌いの少女に対して気遣う余裕があった。
　そして、一声も交わせぬまま夜を迎えたとき、雪葉はある思いつきを実行しようとした。
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　就寝前になって、雪葉は今からベッドに入ろうとする白髪少女に呼びかけた。
「カズ嬢、い、一緒に寝ないか？　仲を深めるにはこれが一番なんだって」
　すでに照明が落ちている室内で、和佐はちらりと亜麻色髪の少女を見つめた。
　その際、灰色の瞳が鋭く光ったように感じられ、雪葉の心はざわめいた。
　白髪少女はこの時から純白のネグリジェを寝間着にしており、新雪の妖精のような美しさと清廉さを誇っていた。一方の雪葉は細身の線がくっきりと浮き出ている膝丈のシャツワンピースを身につけている。
　雪葉の呼びかけに、和佐は無言で頭から毛布をかぶった。完全に無視されたかたちとなり、一世一代の勇気を奮い起こした少女は再び泣きそうになったが、それは早急な反応であった。
　毛布の中から少女が手招きするのが見えて、雪葉の表情が一転して喜色満面に染まった。
「おっ？　おーっ⁉　わかってんじゃん！　なーんだ、カズ嬢もやっぱり寂しかったんだな？」
「いちいち騒がないで。うるさくしていると中に入れてあげないから」
　むろん雪葉はその言いつけを忠実に守り、見えない尾をぶんぶん振りながら白髪少女の毛布にもぐりこんだ。暗がりの部屋よりもさらに暗い毛布の中で、ルームメイトの美しいかんばせだけが至近距離に存在している。
　雪葉は喜色に満ちた声をささやかせた。
「おーっし、じゃあ何の話する？　こういう時は恋話こいバナが定番と決まってるけど……」
「お話よりもっと別のことがしたいわね」
　雪葉は最初、ルームメイトの発言の意図を掴み損ねた。だが、すぐにわかった。
　白髪少女が自らの唇をもって、その意味を教えてくれたのだ。
「…………ンうっ⁉」
　雪葉の神経は砂糖菓子色の静電気でざわめいた。
　視界が白髪少女のかんばせに遮られ、その隙に経験したことのないこそばゆさが唇に当てられている。
　その感触が離れると、雪葉は一言も発せぬまま、キスをしかけた少女のかんばせを見つめ返した。とても口づけをしたがるようには見えない美少女は、恥じらいを一切感じさせない表情のまま、冷え切ったささやきを茫然とする少女に投げかけた。
「ここはあなたの部屋じゃない」
「な……それってどういう……」
「理解が追いつかないと言いたげね。ならもっと教えてあげる」
　言うや否や、和佐は雪葉の華奢な肢体を抱き締めた。十二歳にしては発育の良すぎる胸が、雪葉の幼い胸に押し当てられている。
　もっとも、和佐は自身の胸を誇示する意図はなかった。再び顔を近づけ、ルームメイトの唇をさらに激しく湿らせる。
「んちゅっ……ちゅぱ、あむ……っ」
　毛布のうごめく音に、粘着的な水音とくぐもった息遣いが重なった。
　くるまれた暖気も相まって、雪葉の肢体を包むシャツワンピは早くも汗ばみ始めている。
　雪葉は白髪のルームメイトに抱擁された肢体を激しく揺すった。だが、初めての同性どうしのキスで思うように力が入らず、ネグリジェ越しの胸の質感をさらに堪能するだけの結果に終わった。
「ぷはッ……」
　唇に張りついたぬめりが離れると、和佐は毛布に包まれたままの状態で雪葉の姿勢を横から仰向けに動かした。驚愕で身動きが取れない少女を上から覆いながら、キスの余韻を感じさせない声で言い放つ。
「これがルームメイトとしての私の礼儀なのよ」
　雪葉はきゅっと目を閉じ、唇の再接近を視覚ではなく空気の流動で感じ取った。
　ただの唇どうしのキスであれば、キスに耐性のない雪葉でもまだ耐え抜く余地はあったかもしれない。だが、次に迫りくる感触は雪葉の思考を完全に奪い去るものであった。
「ふぁっ⁉　んぐぅ……んっ！」
　おぞましい感覚が雪葉の背筋を這った。
　生ぬるい舌が雪葉の口腔を蹂躙し、口内が熱く湿り、唾液どうしがねっとりと絡みつく。あまりの気色悪さに雪葉が細い脚をばたつかせたが、上からがっしりと押さえつけられたことで逃れることも容易ではない。和佐の重量は決して重くはないが、それなりに力を込めて雪葉の細身にのしかかっていたのである。
「んぐ、むうン……ふぁ、や、だ。いやだぁ……ッ！」
　後頭部をシーツにこすりつけながら雪葉はイヤイヤと首を振る。無垢な少女の哀願をむろん和佐は聞き入れようとせず、わざとらしい水音を立てながら気持ち悪いキスを継続させた。
　舌が唾液をともなってようやく引き抜かれると、雪葉は涙声で加害者の少女に訴えかける。
「お、お願いだ。やめてくれよ、かずじょー……こんなの、ぜったいおかしいって……」
「そう？　ならもっとおかしくしてあげる」
　泣訴を無慈悲に切り捨てると、和佐は身体をわずかに浮かせた。
　そして雪葉のシャツの裾を掴み、そのまま勢いよく引き上げたのである。
「ふえぁっ……⁉」
　雪葉の太もも全体があらわになった。
　なぜこんな奇行を、というのも今さらの疑問だが、改めて感じずにはいられない。見られる可能性は皆無とは言え、ここまで裾がたくし上げられたことはなく、雪葉の頬は熱膨張を知ったかのように熱くなった。単に恥ずかしがらせるのが狙いならば、白髪少女の行動はかなり成功したといえるだろう。
　雪葉は反射的に腕を伸ばして、シャツの裾を掴む和佐の手を取り押さえようとした。だが、ここでキスの妨害が入り、加えて剥き出しにされた脚がネグリジェの布地に直に触れてきて、雪葉の神経はさらにざわつくこととなった。
　あとはもう滅茶苦茶だった。キスと触感の嵐に翻弄され、雪葉は理性を保つどころではなかった。どんな反応をしたのか、どんな声を上げたのかまるで覚えておらず、気づいたときには毛布が払いのけられていて、ネグリジェの美少女が膝立ちで白髪をかき上げているのが見えた。
「こんな目に遭いたくないのなら今すぐ出て行って。シスターに言えば部屋を替えてくれるでしょうから」
　雪葉には意味がわからなかった。シャツワンピの裾を直す気力も今の彼女にはとてもなかった。
　何だか毛布の中の闇でとんでもない悪夢を見たような気がするが、口内にへばりついた感覚が、起こったことが現実であると告げている。
「なんで……なんで、ゆきはがこんな目に……。ゆきははただ、カズ嬢と仲良くなりたかっただけなのに……」
「このような目に遭った理由はただ一つ。あなたが私のルームメイトに選ばれたからよ。私は誰とも友好を望まない。恨むなら部屋割りを決めたシスターにすることね」
　冷厳に宣告する和佐。ともかく、目の前のルームメイトに仲良くする意思がないことだけは雪葉にも理解でき、同時に非常識で理不尽な制裁を受けた実感が今になって湧き起こった。
　ぶわっ、と鳶色の瞳から涙が盛り上がり、抑えきれない激情が声となってあふれ出た。
「ぐずっ、うぅ……うわっ、わあぁぁあ……ッ‼」
「さっさと出て行って。そして二度と顔を見せるな！」
　一喝に弾き飛ばされるかたちで、雪葉はくしゃくしゃな顔のまま寮部屋を後にした。そして翌朝、話し合いの末にルームメイトの解消が決定し、雪葉は涙ぐみながら部屋にある自分の荷物をまとめることになった。
　かくして亜麻色髪の少女は、初めての寮部屋と、初めてのルームメイトを、初日のうちに手放すことになったのだった……。

　その後、雪葉のルームメイトになったのは幼馴染の東野暁音であり、彼女と騒がしくも充実した三年間を過ごすうちに、いつしか嫌がらせのキスのトラウマを、行使者である白髪少女もろとも忘れ去っていた。
　それを思い出させたのは、新たに彼女のルームメイトに任命された編入生の少女である。
　あの一条和佐のルームメイトを受け入れただけでも衝撃なのに、嫌がらせのキスに嬉々として反撃し、人嫌いの彼女に懐いているというのだから、初めて本人と会ったときは、さすがの雪葉も警戒心をあらわにした。彼女もまた、カズ嬢と同じくおぞましい「ぶっちう」を仕掛けてくるのではないかと恐れたのである。
　だが、楚々とした（ように見える）編入生とのやり取りを経て、雪葉は彼女に対する警戒をあっさり解いた。変態淑女であることに違いはないが、人懐っこくて優しくて誠実で、なおかつ非常に頭の回る彼女を、雪葉は大いに気に入ったのである。それに、始業式の日に円珠の心を救い、前日は和佐に三年前のことを謝罪をうながした偉業もあって、雪葉はますます岬に信用を寄せるようになった。
　その岬が提唱してくれた作戦だ。柄にもなく雪葉は緊張していたが、彼女の言葉ならうまくいきそうな気がして、背筋を伸ばして気合を入れ直した。
　雪葉が岬のキス作戦を受け入れたのには他にも理由があった。過去に嫌がらせのキスをした白髪少女のことだ。
　昨日、２１７号室を訪ねたときのカズ嬢は、初めて会ったときとは明らかに別人であった。硬質な態度は相変わらずだが、編入生のルームメイトとの共同生活で性格がかなり丸くなっているように感じられた。加えて、始業式に円珠の退学宣言を受けたときの和佐の様子を思い起こし、泣き出しそうな白髪少女のかんばせを見て「カズ嬢も人の子なんだなあ」という感想を抱いたのである。ともあれ、白髪少女に対する印象が変わったのは間違いなく、それが前日の謝罪を受け入れたことにもつながった。岬の「一条さんが謝ることで、キスのトラウマも薄らぐかもしれない」という言葉は、まったく真実であると、雪葉は感じた。
「あかねにぶっちう、か……」
　横断歩道を通り抜けた雪葉はそう独り言つと、寮棟区の正門をくぐり、敷地内にある赤煉瓦の寮棟に向かって足を速めた。

　　　　　Ⅴ

　三号棟の１０８号室に戻ると、暁音はまだ寮部屋に戻ってきていなかった。
（あ、そう言えば水泳部の練習があるんだっけ……）
　あんな状態で練習に身が入るのかよ……と思いつつ、雪葉はライラック色の制服から私服へと着替えた。黒のタートルネックにチェックのジャンパースカート、そして黒のニーソックスという格好になり、ベッドに腰を下ろしながら暁音の帰りを待ち構える。
　キノコアザラシのぬいぐるみを抱き、ニーソックスに包まれた脚をしばらくばたつかせていると、やがて暁音が部屋に戻ってきた。泳いでサッパリしたとは思えない表情だった。
　視線がぶつかった瞬間、すぐに暁音は気まずげに眼を逸らした。雪葉はぬいぐるみを脇に置き、ベッドから勢いよく立ち上がる。
「あ、あかね、ちょっと来てくれ」
　雪葉の声は緊張をはらんだ。当然である。これからキスするという時に緊張をおぼえない少女など、２１７号室の二人組くらいのものであろう。
　幼馴染の真剣な顔つきに、彼女のことを避けていた暁音も「なんなんだよ」と近づく気になったようである。
　そして用件を問いただそうとした瞬間、雪葉は放たれた矢のように飛びかかった。
「うわおッ」
　肩を掴まれ、そのまま二人の姿勢は低くなった。暁音は尻もち、雪葉は四つん這いポーズの状態で。二人とも、スカートが極めて際どい有様になっていたが、気にかける余裕などあるはずはなかった。
　雪葉が上半身と首を伸ばして至近距離から暁音を見つめる。切なげな鳶色の瞳に暁音の心臓が大きく跳ねた瞬間、唇がかすかなくすぐったさと接触した。
「…………ンうっ⁉」
　暁音の黒い瞳が見開かれる。密かに望んでいた幼馴染からのキスがこのタイミングで実現されるなんて、どうして思えるだろうか。
　唇どうしがかすかにこすれ合う感触に、背筋がぞわりと這い上がる。あまりに突然すぎて、喜びの感情など湧く暇もなかった。
　しかもここで、作戦を立てた岬でさえ予想しなかった事態が生じた。
　岬としては愛情のために軽いキスをしてくれれば十分であり、別に舌を交えてのキスまで要求するつもりはなかったのである。だが、雪葉はカズ嬢との嫌がらせのキスしか知らなかったため、それをそのまま暁音に再現してしまったのだ。
「んむぅ！　ん、ふうぅッ……！」
　暁音としては悶絶せずにはいられなかった。キスにトラウマを抱えていた幼馴染が突然どうしてディープキスなどという真似をしたのか。しかも、口内を扇風機のごとく舌が回転しているものだから、愛情も快楽もあったものではない。
　誰にも見られていないのが幸いだが、それでも恥ずかしさがとっくに閾値を突破していたため、暁音は雪葉の上半身を慌てて押しのけて叫んだ。
「ちょっ……雪葉、落ち着けって！」
　雪葉は唇を離して大人しくなったが、暁音の反応を見て、表情に翳りが生じた。
「どうしたんだ、あかね。ゆきはのぶっちう、やだったか……？」
「あのなあ……雪葉は同じことされたら喜ぶかよ」
　暁音の声は怒りよりも呆れの方が強かった。
　幼馴染の指摘に、雪葉は初めて気がついたようで、三年前の白髪少女との夜を思い起こして猛然と亜麻色の長髪を振り乱した。
　暁音はここでごく自然な疑問を口にしようとした。どうしてこんなことを、と。
　だが、尋ねる前に暁音の中で正解が予想できてしまった。雪葉単体でこんな行為を実行できるわけがない。狙いはどうあれ、こんな変態的な作戦を思いつけるのは一人しかいないではないか。
　確信を込めた口調で問いただす。
「岬に指示されてやったな？　私にキスすれば少しは気をよくするだろうとか言われて」
　雪葉は顔全体を引きつらせた。
　まさに岬にバレないようにと強く念を押された点であった。愛情でなく社交辞令のキスだと気づかれれば、復縁の機会は完全に逸してしまう。雪葉としては、それだけは何としても避けたい事態であった。
　雪葉はまたしても予想外の行動に出た。再び上半身と唇と舌を乗り出して、失策をごまかそうと本人が愛情と信じるキスを果たそうとしたのだ。
　不意打ちを受けた暁音は仰向けにひっくり返され、狼狽のすえ、幼馴染のキスを許してしまった。
「はぁ、はぁ、あかね……あかねっ……んく」
　雪葉の愛情のキスは相変わらず「これが『愛情』か……」と呼べるシロモノであったが、気持ち悪いかと言えば決してそうではない。しかも、このとき暁音はキス以外の要因によって雪葉への再反撃の気概を失ってしまったのである。
　雪葉は暁音に密着した状態で「あいじょうのきす」を行なっており、激しいキスに合わせてジャンパースカートに包まれた腰をくねらせていた。ニーソックスを履いた細脚も制服から伸びた脚どうしとで絡みつかせており、暁音の心臓は総毛立った。それは理性からの警鐘を意味していた。
　本当に一条和佐の真似だけなのかよ……と疑問に感じているところで、酸素を求めて雪葉が顔を上げた。がむしゃらなキスのせいで、さすがに呼吸が荒くなっている。
　幼馴染のこれほど甘ったるい吐息を、暁音は聞いたことがなかった。
　性行為に対する知識に疎い暁音でさえ眩暈がおぼえそうになるほどだ。加えて、逆光を受けた雪葉の表情もこれまたクラクラしそうになった。柔らかな頬を薄桃色に染め、あどけない鳶色の瞳をすうっと細めている。いつもの子供っぽい雪葉の表情ではない。美少女をかたどった小悪魔の顔だ。
　むろん、雪葉がそれを自覚してやっているとは思えない。それでも扇情的な変化を遂げた幼馴染に、暁音は生唾を呑み込まずにはいられなかった。
　幸か不幸か、その唾が器官に詰まったことで暁音は恍惚の世界にとらわれずに済み、盛大に咳こんで、幼馴染の顔を遠ざけることに成功した。
「げほ、ごほっ……わ、わかった！　とりあえず話を聞くから落ち着けって、な？」
「お、おう……」
　雪葉もすっかりいつもの表情に戻った。暁音は名残惜しさを感じつつも、平静さを取り戻せて心から安堵したものである。
　幼馴染の二人はカーペットの床の上で向き合って座った。雪葉はちょこんと正座し、暁音の方は制服姿に関わらず胡坐をかき、膝の上に手を置いている。
　色っぽい空気が去ると、たちまち二人の間に気まずさが駆け巡り、どうにか話題を……と最初に切り出したのは雪葉の方であった。
「……なんでみさきに言われたってわかった？」
「わからいでか。私が雪葉のキスを望んでると知ってるのはあいつだけなんだ」
　むろん、岬がそのことを吹聴したとなれば話は別だが、その点に関しては暁音は考えていなかった。編入生の口の堅さを、彼女は無自覚に信用していた。
　暁音は膝に置いた手に力を込め、身を乗り出しながら黒々とした瞳をぎらつかせた。
「それにしても、岬にそそのかされたとは言え、よく私にキスなんかしようとする気になれたよな。一条の野郎に謝られて、真似事のキスができるくらい気が許せるようになったってのか？」
「なんでそんなこと言うんだよお！」
　悪意に満ちた短髪少女の発言に、雪葉の鳶色の瞳が前日のように濡れ始めた。
「そうまでして、あかねはゆきはのことを嫌おうってのか⁉」
「当たり前だ！」
　かっと目を見開かせる暁音であった。
「一条の野郎なんかとなれなれしくしやがって！　見捨てられた私がどんな思いをしたかわかってんのか⁉」
「ゆきはは別にあかねを見捨てたりなんかしてないぞ！」
「あいつの罪を許した時点で見捨てたも同然だ！」
「じゃあどうすればいいってんだよ⁉　カズ嬢が謝っても一生許すなってのか⁉」
「そうだ‼」
　あまりに理不尽な発言に、雪葉は鼻白んだ表情で黙りこくってしまった。
　一触即発の静寂を、批判めいた鳶色の視線が貫き、そのまま暁音の心を刺す。暁音は耐えられなかった。自分の態度が到底受け入れられるものではないとわかっていても、自分の欲求をどうしても諦めたくはなかった。大事な幼馴染がずっと自分だけのものであってほしいという願望を。
　暁音は怒りから一転、深くうなだれて声と表情を曇らせた。
「いやだ……雪葉が私の嫌いな奴と親しくなろうとするなんて、いやなんだ」
「あかね……」
「一条から離れてくれよ。雪葉のファーストキスをあんな形で潰したあいつをどうして許すんだよ。あいつはひどい目に遭うべきなんだ。そんな奴と仲良くされたら、私は……もう……」
「…………」
　再び沈黙が降り立ち、そこに暁音の嗚咽が静かに沁み込む。気性の荒い少女のものとは思えない、弱々しい声であった。
　最も近くにいる雪葉でさえ、幼馴染の心の迷宮の出口は見いだせそうになかった。岬のような聡明な少女であればまだしも、そうでない雪葉では暁音の望む答えを得るのは困難なことであった。
　どうにかしなければ、と雪葉は感じた。そして同時に、自分の行動で解決しなければ完全に丸く収まらないと彼女は直感していた。
　腕を伸ばし、暁音の短いチョコレート色の髪を撫でながら静かに言う。
「なあ、あかね」
「…………」
「ゆきはにぶっちう……キスのやり方を教えてくれよ」
　暁音は驚いた様子で、泣き腫らした顔を上げた。
「なんだって……？」
「あかねがカズ嬢のことをすごく嫌いなのは知ってるけどさ。ゆきははあかねとこれ以上ケンカしたくないんだよ。あかねを慰めてやりたくても、ゆきは、カズ嬢のぶっちうしか知らないし……」
　暁音は沈黙した。雪葉との喧嘩はむろん暁音も望んではいなかった。久々に泣いたことで少しは素直になる気も起きていたが、キスによって夜な夜なキスをしていたことを勘づかれてしまうと思うと、迂闊に頷くこともできなかった。
　だが。
「……だめか？　あかねのキス知りたかったんだけどな」
　すがるように顔を覗き込まれ、暁音はごくりと唾を呑み込んだ。幼馴染の誘うような顔の愛らしさときたら。辛うじて理性を保ち、これ以上みっともない姿を晒すまいと覚悟を決めた。
　胡座を解いて膝立ちになると、雪葉の暖かな頬に手をやり、指と表情を震わせながら、ゆっくりと唇どうしの距離を埋めていく。
　触れた質感以上のぬくもりが暁音の心に広がった。その温かさは少女の強情を溶かし、その結果が熱い涙となって黒い瞳からしたたり落ちる。
「あかね……」
　雪葉が鳶色の瞳を見開かせているうちに、暁音は顔を離し、幼馴染の少女に対してぽつりと呟いた。
「……ごめん、雪葉」
「いいって」
「そうじゃない。実は、雪葉が寝てる間に……こっそり、キスしてた。キスにトラウマがあるのを知ってたのに……」
　幻滅されるかもしれない秘密が、この時はすんなりと口にできた。望んでいた口づけを果たせて、思い残すことはないという心地になったのかもしれない。
　それを聞いた雪葉は幻滅などしなかったが、まったく自覚がなかったために率直に驚きをあらわにしたものだ。
「そんなことしてたのか。全然気付かなかったぞ」
「だって、バレたら大問題だし……」
　応じつつも、暁音は本当にただ雪葉が驚いているだけなのかと、彼女の表情を念入りに確かめた。落ち着きなく身じろぎする雪葉に他意がないと実感できると、暁音は安堵でまた泣きそうになった。もし嫌われてそのまま離れてしまったらと考えると、とても生きていける気がしない。
　安心すると、欲張りの気持ちが暁音の心の中で膨張した。あの高揚感を一度きりで終わりにしてしまうのはあまりにも切なかった。
　乙女の顔にでもなっているだろうかと自問しつつ、暁音は黒い瞳を上目遣いにしておねだりした。
「なあ、雪葉……」
「うん？」
「その……もっと、したい……」
「うん、ゆきはも、もっと知りたい……」
　言い終えると、二人とも湯気が立つ勢いで顔を赤く染めていた。このまま向き合っても気恥ずかしいと感じたらしく、続いての口づけは、二人同時に顔を近づけて始まった。
「…………んっ」
　キスが、ただの唇どうしの接触で片付けられない理由はなんだろう。
　その行為の最中でありながら暁音は柄にもないことを考えた。唇を通じて雪葉の唇のかすかな震えが伝わっているのがわかり、自分と同じく緊張しているのかと思うと、愛おしくてたまらなかった。
　最初よりも長い時間の口づけが果たされると、二人は同時に顔を離し、雪葉が熱っぽい顔色のまま感想を漏らした。
「……ぶっちうって言うより『ちう』って感じだけど、すごく……どきどきした」
「そっか」
「ゆきはのちう、よかったか……？」
「ああ、すっごくいい……」
　暁音の目つきは優しかった。
　こそばゆい空気が去りきらぬうちに、素直さを表明できた短髪少女は幼馴染に対する今までの非礼をすべて詫びた。
「ごめんな、雪葉。これからも仲良くしてくれると嬉しい」
　瞬時に雪葉の顔がぱあっと明るくなり、そのまま勢いよく暁音に抱きついた。
「やっとその言葉が聞けたな！　おそいぞ、あかね……」
　幼馴染の実直さをまぶしく感じながら、暁音は彼女をしっかりと抱き締める。二人の人生の間で最も長引いた諍いは、こうして終わりを迎えたのだった。
　亜麻色の髪を撫でながら、暁音は自分の強情による最初の被害者を思い返した。
「円珠にもきちんと謝っておかなきゃな」
「ああ、えんじゅ、死にそうなくらい心配してたからな。気合を入れて謝んなきゃダメだぞ」
「わかってる。どんな償いでもするつもりだ」
　奇しくも一条和佐が円珠に言ったのと同じ言葉を口にしたが、この時その場にいなかった幼馴染二人がそのことを知る由がなかったのである。

　そして夕食後、さっそく円珠に『償い』を果たすために暁音は彼女のいる一号棟の４１０号室まで訪れた。
　あいにく円珠は席を外しており、代わりに彼女のルームメイトが応対し、部屋で待つことを許可してくれた。やがて本命の円珠が部屋に戻ってくると、待ち構えていた暁音を見て思わず立ち尽くした。
「円珠、散々迷惑かけて、悪かったな。仲直りしてくれると、嬉しい」
「は、はい。もちろん。あの、先輩、その格好は……？」
　質問に答えたのは暁音の隣にいた雪葉だった。円珠のベッドの上でニーソックスに包まれた脚を組みながら実に楽しげな顔で言ってのける。
「気合いを入れて謝れって言ったからな。だからあかねにキノコアザラシの格好をさせた」
　というわけで、暁音はキノコアザラシの着ぐるみという格好で円珠の寮部屋までやってきたのだった。足の部分はご丁寧にヒレまで付けており、フードをかぶっているため、ちょうど暁音の頭部がデカい赤ちゃんアザラシに食われる構図となる。迷惑をかけた自覚は多大にあったため、雪葉の要望を無下に断ることもできなかったのである。
　唖然とする円珠を尻目に、彼女のルームメイトが笑いを噛み殺しながら「ごゆるりと〜」と告げて退散してしまう。
　扉が閉まると、円珠は改めて東野先輩の顔を見つめた。
　わずかに日に焼けている暁音の顔は、羞恥心で火が通っているような有様だった。それでいて表情だけは無感情を貫いており、狼狽える円珠に気づかないふりをしてフードに包まれた頭を再度下げた。
「円珠、散々迷惑かけて、悪かったな。仲直りしてくれると、嬉しい」
「さっきと同じこと言ってんじゃん。一体どうしたってんだよ、あかねー」
「恥ずかしいからに決まってんだろ！　蒸し暑いし、歩きにくし、おまけに来るまでの視線が物凄かったし……」
「でも、あかねによく似合ってるぞ？　水泳部だし、もしかしたら泳ぎが速くなるかも」
　暁音は憤然と、ヒレの付いた足を突き出した。
「速くなるわけないだろ！　アザラシと人間じゃ泳ぎ方が全然違うし……。だいたい、水泳部だから似合うってなんだよ！」
「ケンカ腰はやめてくれよ。えんじゅの償いに来たんだからさー」
　暁音はハッとなって、呆気に取られている後輩の存在を思い出した。せっかく空気を平穏なものに戻したというのに、こんなつまらない理由で彼女を不安にさせたくはない。
　暁音はアザラシの前ヒレと化した両手をばたつかせた。
「円珠、くれぐれも気にしないでくれよ。雪葉とのこういうやり取りはいつものことなんだ」
「はい。わかってます……」
　円珠は泣き笑いのような表情を浮かべた。息が詰まるような友人どうしの確執が幕を閉じ、楽しく笑い合える日々が戻ってきたと確信できたからだ。
　またしても、岬姉様はやってくれたのだ。うまくいくか到底信じられなかった作戦だが、あの方がこの作戦を口にしなければ、この明るい日常が再び訪れることがなかったかもしれない。
　岬姉様には借りが増える一方だと思いつつ、円珠はまず久しぶりの和気藹々な空気を堪能したくて、にこやかに二人の先輩に歩み寄った。
「ふふ……東野先輩、春山先輩、ありがとうございます。これからもどうかよろしくお願いいたしますね」
「おう。三人でやりたいことは山ほどあるんだ。まずゴールデンウィークにキノコアザラシのコラボカフェに寄って……」
　こうして、入浴時間終了が迫るまで一号棟の４１０号室では華やげな笑い声が響き渡っていたのだった。





外伝１　沙織子おねーさん奮闘記



　　　　　Ⅰ

　今年の聖黎女学園のゴールデンウィークは九連休だ。
　世間は平日を二日挟んだ飛び石連休のところも多いが、そうはならなかったのは、ひとえに生徒たちの欲求に学校側が配慮した結果であった。
　当然、そこに乙女たちを怠けさせる意図はない。生徒たちは連休期間に課題をこなさなければならず、加えて、期間中の行動をタイムスケジュール表に記入して提出しなければならないのだ。
　別に事細かに書く必要はなく、よほどのことがない限り深く追求されることもないため、ひどい話、捏造をしても構わないというわけだ。それでも寮母に詮索されることを恐れて、自分から学びと実りのある過ごし方を選ぶ生徒も少なくなかった。
　高等科二年の都丸千佳とまるちかの場合、予定の大半が『依頼』で埋まるものと思われた。
『ルチカ』の愛称で親しまれている彼女は、弱冠十六歳にして、すでにプロのイラストレーターとして活躍していた。友人から希望されて合同誌の挿絵を手がけたり、インターネットを通じて有償の仕事を引き受けたりもする。学業に影響を及ぼさない範囲で、ということで学校側の了承もすでに取得済だ。
　都丸千佳は年頃の少女にしては背は低く、凹凸の緩やかな肢体を濃紫色のシュミーズ風の寝間着で包んでいる。肩にかかる柔らかな髪は、寝間着の色をそのまま暗くさせたような黒。普段はツインテールにすることが多いが、休みということもあり、今は流した状態のままになっている。
　気の強そうな光を放つ赤銅色の瞳も、目覚めたばかりということで本来の鋭さは失われている。加えて睡眠時間の短さもあって、だいぶ疲弊感がたたっていた。
　これは依頼をこなしていたからではなく、前日からほぼ徹夜でゲームをしたのが理由である。もっとも、その事実が外部に漏れることはない。タイムスケジュールでその部分は『睡眠』として置き換えられることになるのだから。
　さらにゲームを進めたい欲求を抑えて、ベッドから離れた千佳は自分のデスクにしがみついた。ゲーミングチェアにどさりと腰かけ、液晶タブレットに向き合う。
　今回の依頼は、千佳にとって特に大きな意義があった。
　報酬の問題ではない。今回は千佳の尊敬してやまない人物からの依頼だったのである。
　依頼人の名前は一条黎明いちじょうれいめい。聖黎女学園のＯＧであり、生徒から最も敬愛を受けた乙女として『聖花せいか』の称号を賜っている。現在は二十歳だが、聖花の名声は今も健在で、千佳も彼女のことを「お姉様」と呼び慕い、心をときめかせていたのであった。
　そのお姉様から直々の依頼だ。クオリティの妥協は許されない。否が応でもモチベーションが上がる展開にも関わらず、千佳の表情は寝不足以上の険しさがあった。
（うぎぎぎ、お姉様はなぜうちにこんなイラストを……）
　イラスト制作にあたり、千佳は事前に黎明から資料をもらっていた。それにすべて目を通すのはイラストレーターとしての当然の業務であるが、それを確かめるたびに彼女はげんなりとした気分にさせられるのだ。
　届けられた資料はすべて同じ人物の写真だった。それも五〇枚以上。そんなにいらんやろ……と思いつつもお姉様からの頂き物とあれば断れるはずもない。写っているのは硬質な雰囲気を誇る白髪の美少女であり、名前は一条和佐。黎明は和佐の五歳上の実姉なのである。
　黎明もまた美しい白髪の持ち主で、和佐と違い髪を腰まで波打たせて流している。瞳は柔らかな金色で、表情は温和で優しい。あの妹とは雲泥の差だわ……というのが千佳の率直な評価である。
　他の生徒と同様、千佳は人嫌いの和佐に対して好意を抱いていない。たとえそれがお姉様の妹であっても、だ。むしろ不機嫌な態度がお姉様の名声を下げることになるのではないかと、千佳は愛らしい歯をきしらせる思いであった。
　どうせならお姉様のイラストを描きたかったなーと思いつつ、千佳はタブレットペンを握りしめたが、すぐに集中力は潰えた。初めからやる気が十分に発揮される状態でなく、心のモヤモヤが高じて、ついに千佳は大好きなアニメソングのプレイリストの再生を切ってしまった。
　ゲーミングチェアの背を傾け、そのまま大きく伸びをする。
「あーあ、気晴らしにどっか出かけたいわね……」
　戻ったところで依頼がどうにかなるわけではないと思うと気が滅入るが、気分転換の必要性は確かに感じていた。掘り出し物のアニメグッズでもあればと思いつつ立ち上がると、ジャストのタイミングでデスクに置いてあった携帯端末が震え出した。
　着信画面を見ると、千佳にとってなじみの名前がそこにあった。
（リコ？）
　表示された名前は、ルームメイトの赤城沙織子あかぎさおりこのものだ。
　千佳と同じく高等科二年の少女であり、周囲に『沙織子おねーさん』呼びを（半ば強引に）推奨している。千佳としては辟易したくなる思いであるが、その千佳もまた「ルチカ様とお呼びッ」としつこく宣伝しているものだから、実にどっちもどっちな二人なのである。
　似た者どうしゆえか、出会えばしょっちゅう口喧嘩するような仲であるが、着信を拒否する気は千佳にはなかった。
　物珍しさを感じつつ、通話に応じる。
「リコ？　どったのよ。休みの日にかけてくるなんて」
「あ、都丸さん……」
『気さくなおねーさん』を気取っている割には、端末越しの沙織子の声は随分と堅かった。
　シリアスな予兆に居心地の悪さを感じつつも千佳は再度「どったのよ？」と尋ねると、沙織子の回答はこうであった。
「私ね……女の子どうしの絡みを克服しようと思うの！」
　眠気は一瞬で吹き飛んだが、代わりに訪れたのは虚無だった。
　五秒ほど硬直し、沙織子の不安げな「ど、どうしたのよ」の呼びかけを受けると、千佳はわざとらしく大きな溜息を吐き、真面目くさった声でルームメイトにさとした。
「……あのねえ、リコ。一言、いい？」
「え、ええ。いいけど」
「今ね、世界では輸血用の血液が大量に不足してるの。わかるでしょ？」
「聞いたことはあるわ。……それが？」
「あんたに提供できる血液なんて一滴たりともないっての‼」
　ぴりぴりと甲高い声を放つと、端末の向こうから明らかに不安を誘う声が返ってきた。
「だ、だいじょうぶよ。大量出血の事態にはならないと思うから。……たぶん」
「はあぁぁ……」
　再度、溜息である。
　沙織子が大浴場の湯船で鼻血を出して運ばれたのは記憶に新しい。原因は洗い場での一条和佐と日生円珠の絡みを見たからであるが、正直、あれを絡みと呼んでいいのか、千佳は今でも疑問である。ともあれ、沙織子が耐性のなさを自覚するには申し分なく、おねーさんの威厳を取り戻すためにも克服したいと望む気持ちはよくわかる。
　だとしても、随分と面倒なことを考えたな……と、千佳は痛感した。
「まあ、沙織子が恥じらい癖を治したいなら止めやしないわよ。それで、どうやって克服するつもり？」
「それが……どうすればいいか、よくわからなくて。こうして都丸さんに相談したの。都丸さんならサブカルチャーの文化にかなり詳しいと思うし……」
「『都丸さん』って呼ぶな、ルチカ様と呼びッ」
　毒づくも、沙織子の相談に乗ることに千佳は悪い気はしなかった。
　ちょうど気分も冴えなかったところだし、口うるさい彼女でも多少の気晴らしにはなるだろうと判断したのである。
「とにかくわかったわ。ルチカもちょうど出かけようって思ってたところだし、リコもついてくる？　一時間後に紅金あかがね駅前に集合ね」
「わかったわ。ありがとう、都丸さん」
「だからルチカ様と呼べってのッ」
　再度アピールしてから通話を切る。沙織子は理想のおねーさん像に固執するあまり、気さくな性格の割に妙に堅苦しい一面も持ち合わせていた。『都丸さん』呼びも今後改まるかどうかはきわめて怪しいものである。
　ともあれ、今は待ち合わせを遵守する方が肝心だ。今から一時間後だと、待ち合わせ時刻はだいたい正午。食事は現地で摂ることにし、残るは身だしなみを整えるだけだ。
　身に着けているものをすべて脱ぎ捨て、シャワーで寝汗と眠気を洗い落とす。赤銅色の瞳に生気がよみがえり、思わずアニメソングの鼻唄が出たとき、浴室の扉がふいに開かれた。
「あらあらルチカちゃん。これから女の子とデート？　いいわね若いわね青春よね—」
「うげぇっ、ママ⁉」
　産みの親に向ける声ではとてもないが、当の母親は気にする様子もなかった。
　女優顔負けの美貌と体型を持つ若き母親に、娘は声を尖らせる。
「今の電話、聞いてたの⁉　ていうか、別にリコとはそういうんじゃなくて……！」
「まあまあまあ、隠さなくていいの。今どき女の子どうしで恋愛なんて珍しくも何ともないんだから」
　母というより姉のような親しげな笑みに、千佳はこれ以上は応えようとしなかった。意図的にこちらの関係性を曲解する相手に抗議をしてもむなしいだけだ。
　別に千佳は母親のことを嫌っているわけではない。欲しいものをおねだりすれば何でも与えてくれるし、自分のしたいことに反対することもない。ただ少し……もう少しだけお節介なところを治してくれれば娘としてはありがたいと思うわけだが、今後もおねだりを果たすためには我慢もやむを得ない。
　その母親は、なおも愛娘に対してお節介を働こうとしていた。
「あ、そうそう！　せっかくおデートするんならママの使った髪飾りも付けていったらどう？　それに女友達相手にいつも付けてるとっておきのコロンも……」
「リコ相手にそんなものいらないの！　てか、いい加減ドアしめて！　風邪ひくから！」
　しつこいママをどうにか退け（というか自分から『あらあら』と退散して）、千佳は湯煙の空間に可憐な溜息を落とした。まったく、しつこさで言えば、おねーさんを気取る堅苦しいルームメイトにも劣らない。
（はあ……こうなったら、たっぷりたまった鬱憤をまとめてリコにぶつけてやるし。イチャイチャを克服したいっていうならルチカ様特製スペシャルプランを提供してやるわよ。ふふふふふ、果たして何分もつかしらねえ……！）
　母親が聞けば「デートプランね」と言いそうなことを嬉々として考えながら、千佳は柔肌を湯に当てて、中断されたアニメソングの鼻唄を再開させた。

　　　　　Ⅱ

　紅金市は聖黎女学園を擁した箱谷山が存在するものの、広義的に見ればごくごく普通の地方都市に過ぎない。市内最大規模の紅金駅も、都心に通じているとは言え、一路線しか存在しないのだ。
　先に駅を訪れた千佳は、待ち合わせによく使われる女神像の前でたたずんでいた。紫がかった黒髪をツインテールにし、全身を漆黒のゴシックロリータで包んでいる。フリルの付いた日傘を手持ち無沙汰に回転させながら、自分の前髪をしきりに気にしていた。紫とピンクの入り交じった蝶の髪留めをしており、それは母親がくれた（押し付けた）ものである。さらにコロンも結局、ママの勢いに負けて身につけることになってしまった。
　慣れない芳香に千佳がちんまい鼻をひくひくさせていると、やがて手を振りながらこちらに駆け寄ってくる少女の姿が見えた。ルームメイトの赤城沙織子だ。
　沙織子は女子の平均よりは背が高く、身長だけに関しては『おねーさん』を自称するには申し分ない。紅茶色の長いポニーテールを高い位置で結わえ、鹿毛色かげいろの瞳は活力と愛嬌にみなぎっていた。格好は七分丈のパンツとおしゃれなサンダル、そしてボーダーのカットソーというもので、五月の清涼感の中を歩くと、それなりに絵になるものであった。
　その沙織子はゴスロリ姿のルームメイトに対して、呆れ交じりの苦笑を表明した。
「お待たせ。相変わらず目立つ格好ね。おかげですぐにわかったけど……」
「ねえ、リコ。これ変じゃない？」
　千佳が前髪の蝶の髪留めを示した。千佳のゴスロリのコンセプトは、十字架や天使などが主流であり、けばけばしい色の蝶の髪留めは不釣り合いではないかと問いたかったのである。
　だが、髪留めよりゴスロリの全容にしか目のいかなかった沙織子にとっては「何を今さら」という心情である。感想も正直なものだ。
「私にとっては見慣れた格好だからね。今さら驚かないけど、周りから不用意に目立ちたくないのなら避けたほうがいいわ」
「……リコに聞いたのが野暮だったわ。そっちこそ、その格好じゃあ、これから向かう先じゃ浮いちゃうかもよ？」
「これが浮く場所ってどこよ？」
　沙織子はカットソーとジーンズ姿の自分の格好を見回した。そのたびにタスキ掛けしたバックの紐が揺れ動き、千佳は自分の胸との差を思い知らされてわずかに屈辱感をおぼえる。
　憮然として、千佳は沙織子の質問に応じた。
「秋ヶ原あきがはらよ」
　秋ヶ原は東京都内に存在し『アキガ』や『ガハラ』の愛称で親しまれている。元々は電気街であったのをサブカルチャーの聖地として変貌を遂げた場所らしい。沙織子は一度も訪れたことはないが、情報で知る限り、アンダーグラウンド風味の街を極彩色の表層で魔改造したという印象しか持てなかった。
「平たく言えばオタク都市よね？　そ、そんなところへ連れてくっていうの？」
「おうおう、せっかくリコの恥じらい癖を治すためだってのに随分な物言いだこと」
　物騒な雰囲気のルームメイトに、沙織子は偏見丸出しの発言を素直に謝罪した。
「ごめんなさい。でも、いい場所とは言えないのは確かでしょう？　変なニュースもいっぱい聞くし……」
「ったく、これだから素人は。後で全国のガハラ—に泣いて詫びることになっても知らないからねッ」
「お、お手柔らかに頼むわね……」
　やがてホームに電車が到着し、空いている座席に隣どうしで座った二人は、まずは当たり障りのない話題から入った。
「そう言えば、都丸さんは連休中は何してるの？」
「絵描いてたに決まってるでしょ。大事な案件がきちゃったから手は抜けないわ」
「すごいわね。一体どこから？」
「お姉様よ」
　彼女が学園ＯＧの聖花さまをそう呼ぶのを、沙織子は何度も聞いていた。
　だが、千佳の態度にルームメイトのおねーさんは首を傾げた。
「憧れの黎明さまの依頼にしてはテンション低くない？」
「こんな時だけ目ざといわね。……一条和佐のイラストを頼まれたのよ」
「ああ〜……」
　沙織子は納得した。お姉様の妹に好意を抱けない気持ちは沙織子も理解できるから、その作品を最高に仕上げなければならない千佳の境遇に同情を示すことができた。それにしても黎明さまも妹のイラストを手に入れて何をするおつもりなのだろう。
「まったく、お姉様からの頼みとはいえ、なんだって一条和佐の写真と丸一日にらめっこしなけりゃならないんだか……」
「まあ、一条さんは美人だからイラストレーター的にはやりがいがあるんじゃない？　黎明さまなら依頼料の払い渋りもないと思うし」
　途端、千佳の表情がさっと変わった。
　驚きというより恐怖の感情で沙織子の顔をまっすぐ見て、声を震わせる。
「リコ……あんたまさか、お姉様からお金をせしめろとか言わないでしょうね……？」
「当たり前でしょう」
　沙織子は沙織子で鹿毛色の瞳を見開かせている。
「いくら憧れのお姉様とは言え、依頼した以上は一人の客と同じ扱いを受けるべきだわ。報酬を受け取る権利は都丸さんにはあるのよ」
「なんだとぉッ⁉」
　千佳が掴みかかる。いちおう他の乗客に配慮して声は抑えてあるが、物々しい殺気を放つゴスロリ少女に、見る者は大いに驚いたに違いない。
　お姉様の崇拝者は次第に興奮が高まり、沙織子の肩をがくがくと揺らしていた。
「お姉様から金ふんだくるなんてリコはどんだけがめついのよ⁉　お姉様が喜んでくださるならそれだけで十分なんだから！」
　揺さぶられつつも、沙織子は自分の主張を曲げなかった。
「そ、そうはいっても、都丸さんも時間を犠牲にして描いてるわけだし、それだけの対価は最低限受け取るべきじゃない？　都丸さんの態度は立派だけど、そういう考え方は……」
「うっさい！　うちの方針に口出しするなッ」
　千佳の本気の怒りをさとって、沙織子は口をつぐんだ。以前も似たようなことで喧嘩をし、それはお互いにとっていまだ苦い記憶として心に刻みつけられている。
　気まずそうに沙織子は正面に向き直った。
「……ごめん。悪かったわ」
「だったら最初から言うなっての……」
　息苦しい沈黙が二人の少女を覆い尽くす。
　不本意な結果に見舞われたのは千佳も同じだった。口喧嘩をするだけなら多少の容認はできるが、このような後味の悪さは千佳にとっても好ましいものではなかった。沙織子に目をやることもできず、行き場のない視線を携帯端末の液晶画面に注ぐしかない。
　もっとも、秋ヶ原に到着すると、お互いの空気のぎこちなさにこだわってばかりもいられなかった。
　沙織子は最初、人の混み具合とアニメキャラの広告看板の多さに辟易していたが、祭りのような活気自体は嫌いではなかった。精神もだんだんと前向きになっていく。
　完全にお上りさんの感覚で、見どころの多すぎる都会の空間を眺めていたが、ある一点においてだけは沙織子は不満を言わずにはいられなかった。
「……この淀んだ空気はどうにかならないのかしら」
「すぐに慣れるわよ。ところでリコ、お昼はまだよね？」
　確認というより断定の口調で問われたが、沙織子としては勝手に決めつけないでと言いたげに首を振るしかない。
「都丸さんが何も言わないから食べてきちゃったわよ。おにぎり三つ」
「はあ……。とにかくうちは腹ペコだから、意地でもリコには付き合ってもらうし。これが第一の試練よ」
「飲食店に入るのが修行なの？」
　沙織子はいまだに新天地の常識についていけていなったが、そんなリコの心を置いてけぼりに、ゴスロリのルームメイトは日傘を軽やかに回転させながら目的地へと向かっていった。
　二人がたどり着いたのは、秋ヶ原にしては比較的閑静な通りにある店だった。
　こぢんまりとした建物だが、作り自体は瀟洒で、飲食店という説明がなければ英国の雑貨屋あたりを連想したかもしれない。白い漆喰の壁に西洋瓦の屋根、建物の前に手入れの行き届いた中庭まで広がっている。
「へえ、いい感じの店じゃない。何の料理店なの？」
「これが店の名前よ」
　庭の石畳を通った千佳が、入り口前に立てられた看板を指し示す。『filles de lys』と書かれてあったが、沙織子の中で咄嗟に訳やくが出てこない。
「これ……英語？　なんて読むのかしら？」
「フランス語よ。フィール・ド・リス、って読むの」
　フランス語であれば、未修学の沙織子にとってはお手上げである。意味を知るにはルームメイトのさらなる助言を得る必要があったが、そのゴスロリ少女はツインテールを揺らしながら、さっさと店の中へ入ってしまった。

　　　　　Ⅲ

　沙織子も慌てて千佳の後に続き、扉についたカウベルが鳴り止むと同時に、熱烈な歓迎の挨拶が響き渡った。
「お帰りなさいませ、お嬢様がた！」
　華やかすぎる乙女の声に、沙織子は完全に圧倒された。声だけでない。応対した彼女はスカート丈の短いメイド服を身に着けており、細くて長い脚にレース付きの白のガーターベルトを履いていたのだ。身長は一六五センチ前後で沙織子と同等、年齢は二十代前半と思われた。
　平然としているのは隣にいるルチカだけだ。目の前のメイドと顔見知りらしく、実に気さくげに談笑に花を咲かせていた。
「マリー、ご無沙汰ね。うちのこと覚えてくれてた？」
「むろんですとも。我々を懇意にしてくださるルチカお嬢様のことを忘れられるはずがございません。再びお目にかかれてとても嬉しく思います」
「フフン、そうでしょうとも。あ、こっちは学校のルームメイトで、名前は赤城沙織子。この手の店は初めてだから色々とヨロシクしてやって」
「かしこまりました」
　鄭重に一礼すると、マリーと呼ばれたメイドは棒立ちの沙織子に改めて会釈をした。
「沙織子お嬢様、お初にお目にかかります。私はここのメイド長をつとめる安城あんじょうマリーと申します。メイド長といっても、役どころは店長と変わりはありませんがね。どうか他のメイドともども、よしなにお願いいたします」
「こ、こちらこそよろしゅう……」
　思わず気取った挨拶を返してしまい、『お嬢様』呼びにむず痒さを感じたおねーさんはメイド長マリーの顔を見直した。
　ホワイトブリムを乗せた髪も、切れ長の瞳も深い緑色だ。髪は先端をカールにしており、顔のつくりだけで言えば女優でも食べていけそうである。微笑は楚々としているが、それ以上に艶麗であり、『大人の女』という使い古された表現が沙織子の脳裏をよぎった。
　その大人の女性な店長が沙織子の視線に気づくと、意味ありげに瞳を細め、頬を赤くしてみせた。
「ふふ……そんなまっすぐ見られると、マリー、照れてしまいます」
「ふわぁっ⁉　べ、別にそんなつもりじゃ……失礼しました！」
（あーあ、さっそくヨロシクされちゃってるよ）
　のっけから派手に赤面するリコに、思わずルチカは額を押さえる。食事前からノックダウンされても困るため、半ばせっつくように新規客をからかうマリーに席の案内をうながした。
「はいはい、それでは席にご案内いたしますね」
　メイド喫茶『フィール・ド・リス』は各テーブルを衝立で仕切られ、他の客に食事光景を見られることはない。内装は華やかだが落ち着いており、案内されたテーブルも、シミ一つない純白のクロスが見事だった。
　マリー店長が離れると、さっそくメニューを開いた沙織子が値段を見て凍りつく。
「……高いわ。これ一歩間違えたらぼったくり罪として訴えられるんじゃないの？」
「クオリティは保証するわ。お金が不安だっていうならルチカが払ってあげてもいいけど？」
「そんな、悪いわよ。タダでご馳走にありつくなんて……」
「誰がタダなんて言った？　見返りは金以外でがっつり請求するつもりだし。ここではうちが主導権」
　その『主導権』を発揮させて、千佳は沙織子の料理を勝手に頼み始めた。沙織子としてはこの場ではむしろありがたく、「これオススメだから！」というルームメイトの言葉をひとまず信じることにする。
　やがてマリー店長が二人分の料理を運んで現れた。
「お待たせいたしました。こちらオムライスとスイーツセットになります」
　沙織子の目の前に、とろとろ風味のオムライスが置かれる。一方、千佳の頼んだスイーツセットは、大量のシロップをかけられたパンケーキを始め、刻みチョコをまぶしたアイスクリーム、ベリー入りのデニッシュなど、甘党でなければ胸焼け必至のシロモノである。
　沙織子は礼を述べ、さっそくフォークで黄身に切れ込みを入れようとしたそのとき。
「ちょ、ちょっとちょっと！　何さっそく食べようとしちゃってるのさ⁉」
　テーブルを勢いよく叩く千佳に、沙織子は驚いて手が止まった。
「ケチャップかかってないでしょ⁉　あれがないとせっかくのご馳走もただのオムライスになっちゃうんだから！」
「そ、そこまで重要なことだったの……？」
　鬼気迫るゴスロリ少女の雰囲気に、沙織子はただただ呑まれるばかり。
　テーブル前に控えていたマリー店長も、にこやかにルチカお嬢様に加勢する。
「僭越ながら、当店ではオムライスにケチャップサービスを仕上げるが流儀でして。初めての機会でありましょうし、是非ともご堪能いただければ幸いです」
　そこまで言われては、沙織子も大人しく郷に従うしかない。
　メイド長はケチャップを取り出し、艶やかな黄身の皮にハートのケチャップアートを描き出した。実に慣れた手つきである。
　まあ、そこまでなら沙織子も素直に感心できたものだが。
「それでは仕上げに入ります。おいしくなーれ、おいしくなーれ……♪」
　ケチャップアートを済ませると、マリー店長はしなやかな指をハート型にし、甘ったるい作り声で何やら呪文めいたものを唱え始めたのである。
　沙織子の反応は、ブードゥー教の怪しげな儀式を見せつけられたときのそれと変わらなかった。むろん、ブードゥー教について沙織子は何一つ知らないわけだが、それだけ意味不明だったというわけである。
　呪術の効果は確かにあり、沙織子はメイド長が立ち去った後もしばらく呆然自失で、食事に取りかかるどころではなかった。
「ったくリコったら。オムライスが冷める前にさっさと食べちゃいなさいよ」
　おあずけを口にした千佳が同じ口で食事をするように急かす。彼女はすでにパンケーキを切り分けて口に運んでおり、沙織子も改めて食事に差しかかった。
　呪文のくだりはともかく、ケチャップアート自体は大したもので、それに切れ込みを入れることが申し訳ないと感じたほどだ。味も、千佳が豪語したとおり、文句のつけようがなかった。
「どうよ。人生初のメイド喫茶の感想は？」
　沙織子は表情に迷った。
「そ、そうね。私の知ってるメイドさんとは少し違うような……」
「そりゃまあ、風月ふうげつ様はメイド喫茶でなくて本職のメイドさんだし」
　ルチカが崇拝してやまない一条黎明お姉様には、現在も同い年の専属メイドが付き従っている。名前は子夜風月しやふうげつと言い、在学時代の二人のお姿を、千佳も沙織子も見たことがあった。
　彼女は制服以外はクラシカルなメイド服しか持っていないのではないかと、沙織子は思うことがある。とにかく寮内でも外出時でも黒のワンピースと白のエプロン姿を徹底させており、ご主人様である黎明を鄭重にサポートし続けていた。厳しい一面もあるが、人格者で優しい女性なのである。聖花さま同様、ＯＧとなった今でもファンの数は多い。
　スプーンでアイスクリームを掬いながら千佳はさらに解説をする。
「まあ風月様とマリーでは同じメイドでも全然勝手は違うけど、マリー達もメイド喫茶の仕事に誇りを持ってるからね。偏見を持っちゃダメよ」
「そんなことはしないわ」
　毅然と胸を張った沙織子である。品行方正を志す彼女にとって、理由なく他者をけなすという行為は許されざることであった。
　とはいえ、相手の外見で偏った見方をする悪癖を、沙織子は自覚していた。メイド服の風月もそうであったし、彼女の主人である黎明に対してもそうだった。
　彼女は裾長の白のフリルドレスを着ることが多く、千佳の黒のゴスロリはお姉様の服装から影響されたものだという。黎明さまは成績優秀で、誰に対しても柔和な笑みを絶やさない女性であるが、場をわきまえないフリフリの衣装のせいで、沙織子は聖花さまにあまり関心が持てず、彼女への解釈で千佳とはよく言い争いになる。マリー店長の件も、千佳の指摘がなかったら、果たして公正な目で見ることができただろうか。
「そもそも、男性禁制のメイド喫茶を作りたいと言い出したのがマリーだからね。最初はかなり経営も苦しかったみたいだけど、今ではだいぶ軌道に乗ってるみたいね」
　メイド喫茶にも歴史あり、と言ったところだろうか。大人の美貌を秘めたメイド長のほろ苦い道程を想像すると、短いスカートのメイド服など、もはや問題にならないように思える。おにぎりなんか食べずにここの料理を味わうべきだったかしらと、沙織子が考えていると。
「あ！　マリーさん、すみません。スペシャルコースのミドルをお願いしたいのですが」
　衝立の向こうで別の客からの注文が響き渡る。
　沙織子は、メニューにあった謎の項目の存在を思い返した。
「スペシャルコースって？」
「『フィール・ド・リス』の人気メニューのことよ。ノーマル・ミドル・ハードでレベルを選べるのよ」
「レベルって何の……」
「まあ、すぐにわかることよ」
　千佳はいかにも意味ありげな笑い方をした。
　いったん客席から離れた店長が別のメイドを連れて戻ってくる。もう一人のメイドの容姿は現時点では不明だ。沙織子も千佳も声と音を介してでしか情報を知ることができない。
「……聞いたことない声ね。新人かしら？」
　千佳が首を傾げる。初めて訪れた沙織子にもその人物が新人であることは理解できた。声は愛らしいが、現場慣れしていないのが丸わかりだったからだ。
「は、はわわわわ。ここ、このたびはスペシャルコースを注文していただき、ままま誠にありがとうございまふっ！」
「お客様の前で舌噛まないの。……ま、そういう初々しいところも可愛いのだけど」
　もう一人の声はマリー店長だ。沙織子たちに見せた接客のプロのものとは違い、気品を自然に滲ませたお姉さまのような声音である。
　まるで先の展開を予期したかのように、沙織子の顔はすでに熱を帯び始める。予知能力者としては天啓の才能があったが、自身のの醜態を防ぐうえでは何の役にも立たない。
「っ……くふぅ……ア、はぁぅ……っ」
（！？！？！？！？！？）
　新入りの少女が熱い息遣いを奏で、そこに衣擦れの音がかすかに衝立を貫く。
「ふふ、知ってるのよ。あなたがここを触られると悦ぶってことを……」
　マリー店長の声にも熱がこもっている。千佳のスイーツセットよりも遥かに甘く、危うさを感じずにはいられない響きがそこにはあった。
　沙織子はパニックにおちいり、小声で向かい席のルームメイトに問い詰めた。
「な、なななななな、何なのよ、これは一体……⁉」
「ホントはうちが注文する予定だったけど、声だけでも十分にそそるわよね〜」
　千佳も食事の手を止め、衝立の先のやり取りに聞き入っている。さすがに頬が紅潮しているが、沙織子ほどの重症ではない。
　そして当の沙織子の顔色と来たら、自身のポニーテールに負けないほどの紅茶色と化していた。
「ふぁ……あぁン！　だめぇ、おねえさま、これ以上は……！」
　衣擦れの音が大きくなる。新人メイドも声を抑えるのが困難になっており、何が起きているかは不明だが、快感が声に露骨に現れていた。
　ここでついに、沙織子たちの席でも事件が発生した。
　沙織子の食べかけのオムライスに新たなケチャップアートがかかった。水で溶かしたような薄いケチャップ色の液体は、沙織子の鼻から流れ出たものだ。
「うげエッ⁉」
　千佳が奇声を上げた。だがリコは完全に羞恥心が限界を超えてしまい、ゴスロリ少女の呼びかけにも気づかぬまま鼻血を流し続けている。
「こら、バカリコ！　店のオムライスを台無しにしやがって！　早く鼻をふけっての‼」
　慌ててティッシュを差し出すも、沙織子は痴呆の世界に意識を根ざしたままであった。苛立ちながら千佳が席を立つと、衝立の向こうでも千佳たちの異常事態に気づいたらしい。
　マリー店長がサービスを中断し、接客のプロの声で呼びかける。
「お嬢様がた、どうかなさいました⁉」
　メイド長が駆けつけると同時に、別席でドサリと何かが崩れる音が響く。客たちの「大丈夫ですか⁉」の声を聞く限り、新人メイドが快楽のあまり立ってられなくなったのだろう。
『フィール・ド・リス』は今や、てんやわんやの見本市となっていた。

　　　　　Ⅳ

「ホントにもう、散々だわ」
　自分で仕掛けたことなのに、店を出てもなおルチカ様はご立腹だ。
　メイド喫茶『フィール・ド・リス』を後にした沙織子は、今やゴスロリ千佳よりも目立っていた。鼻にガーゼを二本詰められ、七部丈のパンツに包まれた脚をふらつかせている。あれだけ鼻血を出した後だから貧血状態におちいるのも無理もない。
　その沙織子は面目次第もないと言いたげに顔をうつむかせていた。
「ごめんなさい。まさか姿も見えてないのに鼻血が出るとは思わなかったわ」
「まったくもう。出禁されるのも覚悟してたけど、マリーの優しさに感謝しかないわね」
　沙織子としては、新人メイドと情事をはぐくむ美人の店長に感謝しづらいところがあるが、対応自体は迅速かつ的確で、その献身ぶりを無下にすることもできない。
　店長に詰めてもらったガーゼを調整しながら、沙織子は惨状の原因について尋ねずにはいられなかった。
「いったい店長さんは何をしてたというの？」
「スペシャルコース・ミドルは、メイドどうしが抱き合いながら相手のスカートの裾をつまみ合うサービスなの。でもあの様子じゃ、新人の子はマリーのスカートをまくるどころじゃなかったでしょうよ」
　千佳の解説に、沙織子は絶望的な反応を示す。
「それでミドルならハードは何なの⁉」
「ミドルのサービスのついでにバードキス……つまり、ついばむような口づけが追加されるの。断っておくけど、きちんと風営法ふうえいほうは突破してるから……って、リコ⁉」
　沙織子のガーゼが赤く染まった。うずくまるポニーテールの彼女に千佳が大急ぎで予備のガーゼに詰め替える。まったく、マリーが「念のため」と用意した大量のガーゼがこんなに早く役立つことになろうとは。
　どうにか沙織子を落ち着かせると、千佳は両腕を組んで彼女に凄んだ。
「あのさあリコ。言っちゃあ何だけど、このまま段階を踏んで克服させようとしても埒が明かないような気がするの。だから一気に最高クラスのものをぶつけることにしたわ。それさえ耐え抜けば、後のものは全部かすんで見えるはずだから」
「ま、まだ続けるつもりなの……？」
　すっかり及び腰の沙織子だが、千佳は容赦がない。
「リコが言い出したんでしょうがッ。それとも何？　リコのおねーさんとしての覚悟はその程度しかないってわけ？」
「ううッ……」
　言葉を詰まらせる。『おねーさん』の単語を出されると、沙織子としても引き下がるのに抵抗があった。「まあ、死にはしないでしょう……」と自分に言い聞かせ、悄然とポニーテールを揺らしながら千佳の足取りについていく。
　次に訪れた店は古い書房のようだった。清潔感に欠け、窓ガラスも薄汚れたままである。だが、そんな場所にも関わらず、出入りする人間は先ほどのメイド喫茶よりも多い。
「本屋じゃないわよ。『とらのあと』は同人作品を取り扱っているところなの。薄い本、って聞いたことあるでしょ？」
「聞いたことあると言うか、教えてくれたの、都丸さんのような……」
『とらのあと』が取り扱っているのは薄い本だけではなかった。非公式のフィギュアやキャラクターグッズ、同人ゲームなどもガラスケースに収められていて、独特の空気感に沙織子だけがついていけなかった。二次元のイラストがひしめくこの空間が、まるで雰囲気の明るいお化け屋敷のようにしか見えない。
「うえっ、こんな表紙で成人向けじゃないわけ？　ねえ、ちょっとリコ見なさいよ！」
　平積みされた同人誌を手にして、嬉々として沙織子に表紙をつきつける。
　騒ぐだけの価値はあるかもしれない。描かれていたのは二人の少女で、ともに体操着とブルマ姿であった。場所は体育倉庫のようだ。一人が相手の背後に回り込んで体操着をまくり上げ、ブルマの方は下着ごと引き下げている。おへそとくびれどころか、上部はほのかなふくらみの下半分、下部は鼠径部そけいぶの先端まであらわにされていた。
　脱がせている少女は小悪魔的な微笑を浮かべ、頬は染めているものの、脱がされている少女には遠く及ばない。その相方の紅潮ぶりは、メイド喫茶での沙織子を彷彿とさせ、表情は沙織子よりも遥かに色っぽい。平たく言えば、マリー店長と新人メイドの掛け合いがそのまま再現されそうな表紙ということだ。
　この時のゴスロリ娘の表情は、相手の服を脱がすブルマ少女のそれに酷似していた。沙織子がオムライスの上に鼻血を垂らした時はさすがに驚いたが、基本的におねーさん気取りのルームメイトをうろたえさせることが好きなのだ。滑稽なことを志しているルームメイトをさらに滑稽な目に遭わせることこそ、千佳の人生における潤いになるわけだが、ここでも沙織子は千佳の予想きたいを裏切る反応に出た。
　沙織子が呆然と立ち尽くす。またしても鼻血を垂らすのかと、千佳はマリーからサービスでもらった厚手のハンドタオルをすかさず同人誌にかぶせたが、このとき沙織子がこぼしたのは鼻血ではなかった。
「……うっ、ぐずっ、ひぐ……っ」
「え？　ちょっと……リコ⁉」
「ううっ……ひ、ひどい……ひどすぎるわッ。うぐっ、都丸さんのバカぁ……っ」
　厚手のハンドタオルに大粒の透明な雫が何度も落ちる。
　ガーゼをしっかり赤く染めながら、沙織子は茫然と突っ立ったまま泣きじゃくっていたのだった。
　千佳は焦った。メイド喫茶の件でも十分まずいと感じていたが、それを遥かにしのぐ異常事態のように思われ、慌ててリコの肩をさすった。
「ちょ、ちょっと、他の人のいるところで泣くんじゃないわよッ」
　ちょっとからかい過ぎたかしら……と後悔しつつ、長身のルームメイトの身体を支えながら千佳は急いで店を出た。
　無我夢中に人込みをかき分け、ようやく公園のベンチで一息つくと、ゴスロリ少女はぜえぜえと喘ぎながら、隣のくしゃくしゃ顔の沙織子に毒づいた。
「はぁッ……まったく、どうしたってのよ。死ぬほどびっくりしたじゃない」
「私も死ぬほど恥ずかしかったわ。あれを見つめていたら、なんだかいきなり頭が真っ白になっちゃって……」
「それで涙が出たっての？　こりゃ新しいパターンだわ……」
　呆れながら千佳は白いタイツに包まれた脚を交互に突き出している。
「だいたいさー。リコはいつから女の子どうしの絡みがダメになったわけよ？」
「きっかけ……？　ううッ、それを思い出そうとすると、また鼻血が……！」
「ああもう、世話が焼けるッ」
　いっそのこと顔面ごとハンドタオルを被せてやろうかと思った千佳だが、今度は沙織子が自分でガーゼの詰め替えをおこなった。
　うめくように沙織子は質問に応じる。
「きっかけは中等科一年のとき、部活の練習が終わった後のことだわ」
　当時はまだ「おねーさん」でなかった沙織子は、入部してからすぐにソフトテニス部の希望の星として活躍していた。もっとも、先輩方が「希望の星」とたたえたのは才覚を見出したというより退部しないための方便であったが、持ち上げられた沙織子はスッカリ気をよくし、新入部員の中でひときわ熱心に部活に打ち込んでいた。
　運命の日も、沙織子は部員が去った後も一人練習に励んでいた。後片付けをして夕暮れのテニスコートを去って、部室棟に戻る。
　異変を感じたのは、ロッカーからライラック色の制服を取り出した直後のことだ。
（……誰かいるの？）
　かすかな物音は部室棟の裏から響き渡った。裏側はコンクリートの塀に挟まれた狭い空間で、まともな動機でここを訪れるものは存在しない。
　まさか不審者か⁉　沙織子は息を呑んで窓からそっと様子をうかがったが、光景を見て少し緊張がほぐれた。そこにいたのは聖黎女学園の二人の生徒だったのだ。
　二人とも沙織子にとって知らない人物だが、雰囲気からして先輩だろう。一人は体操着、そしてもう一人はあろうことか競泳水着のままであった。聖黎女学園のプールは屋内にあるため、その格好で外にいると違和感がはなはだしいのである。
　二人のやり取りが窓ガラスを通して聞こえてくる。体操着の先輩が憤慨し、競泳水着の先輩がそれをなだめるかたちに見えた。
「もう、ばかばかばかばか！　こんなところでおっぱじめようなんて信じられない……！」
「へへへ、このスリリングさがたまらないでしょ〜？　それに、最後に離してくれないのは、いつだって氷魚美ひおみちんだし〜」
「そ、それは翔子しょーこがそうさせてきたんでしょうがッ」
　甲高い声は怒りだけでなく強い焦りも表れているようだ。一方で翔子と呼ばれた競泳水着の先輩は最後まで間延びした口調を崩さない。
「はいはい。誰かに気づかれる前にさっさと終わらせよ〜ね〜」
　すでに沙織子によって気づかれているわけだが、それは念頭にない様子で二人の先輩は次の行動に移った。
　繰り広げられた光景は、沙織子にとってあまりにも刺激が強すぎた。
　二人の少女が抱擁して熱いキスを交わしている。水音と荒い息遣いは窓ガラスに阻まれてほとんど聞こえなかったが、質感豊かな胸どうしが押し付け合うのが見えた瞬間、沙織子は壁にもたれて座り込んでしまった。
（何、今の……今の、いったい何よ、今の！）
　沙織子は恐慌状態におちいった。顔の体温が一気に上昇し、脳に危険信号がほとばしっていたが、それでも艶っぽい光景の顛末を気にせずにはいられなかった。初めて見た光景というのもあって、このときはまだ情事に対する好奇心があったのだ。
　頭をぐらぐらさせながら沙織子は再び窓を覗き込む。それほど時間は経っていないはずだが、二人のキスは続いているどころか激しさを増していた。
　最初は渋々だった氷魚美の方が、今では熱心に翔子の唇をむさぼっている。
「はぁ、っ……しょーこ、しょーこ……っ！」
　切なげに翔子の名を繰り返し、そのまま部室棟の壁に彼女を押しつける。そして乱暴にしがみつきながら競泳水着の肩紐をずり下ろした瞬間、沙織子の脳は一気に沸騰した。
「ふ、ふいいぃぃぃー……っ‼」
　まるで火花を散らしたように鼻から血しぶきが舞いあがり、ソフトテニス部の希望の星は床の真ん中にひっくり返った。
　その後、巡回の教師によって白目を剥いて伸びていた沙織子は介抱されたが、この出来事は『赤城沙織子・謎の襲撃事件』として、本人のいないところでしばらく語り継がれていたのだった。

　　　　　Ⅴ

　恥じらい伝説の真相を聞いた千佳は、呆れ果てた表情でルームメイトを見た。
　情事を覗き見していたことは沙織子当人が語らなかったため、鼻血の件は、随分と色々な憶測が飛び交ったものだ。最終的には『時間差で生じた熱中症』という結論で（強引に）落ち着いたのだが、さすがに野外でおっ始める生徒がいるとは千佳でさえ思わなかったわけだ。
「はー、それが沙織子伝説の真相だったか。変態編入生のシャワー室の件といい、とことん間の悪い場面に出くわすもんだわ」
「……本当にそうね」
　始業式前の入寮期間中に、沙織子は屋内プールのシャワー室で寮生を襲う全裸の変態淑女を目撃したことがあった。まったく、どうして耐性のない自分に限って、それを試されるような場面ばかり出くわしてしまうのか。
　沙織子は盛大にうなだれて涙ぐんだ。
「あーあ、お姉ちゃんの時にはそんな色沙汰は聞かなかったのになあ。今さらだけど共学に移った方がよかったかしら……？」
「ダメよ、リコ！」
　千佳の声に沙織子はびっくりして頭を上げた。
　ゴスロリ少女の赤銅色の瞳に真剣な光が宿っている。
「共学に転校したところで変態がいないと言い切れないでしょ。しかも女子とも限らないし。転校なんて軽はずみなこと言うもんじゃないわ」
「も、もちろん冗談よ。都丸さんが必死に止めてくれるとは思わなかったけど……」
「別に……逃げに走っても無意味だと思っただけだし」
　千佳は勢いよくベンチから立ち上がり、沙織子に向かって手を差し伸べた。
「もう、とにかく今日の試練はおしまい！　こっから先はそういうの抜きで秋ヶ原を散策しましょ」
　沙織子はまじまじと千佳の顔を見つめ、ルームメイトの不器用な優しさを感じ取って、ようやくその顔に微笑が戻ってきた。
「ありがとう……都丸さん」
　鼻に詰めたガーゼを捨て、手を取って立ち上がる。
　途中で流行のタピオカ入りのドリンクを購入して、未知の味と食感を堪能しながら二人の少女は秋ヶ原の喧噪を練り歩いた。
「あ、これアニメ化するんだ。リコ、知ってる？」
　千佳がビルの広告看板を指差す。アニメの情報把握能力について沙織子は千佳の足元にも及ばないが、広告のイラストを見て段々と過去の記憶がよみがえってきた。
「昔、児童書で読んだことがあるような……」
「そう、それよ。うちもずいぶん昔に読んだ気がするけど、アニメ化するなんてね」
　千佳も懐かしむような口調で言った。
　描かれていたのは白髪の少女であった。少女と言っても、一条和佐と違って小学校高学年ていどの女の子で、表情は明るさと前向きさで満ちていた。お供として黒猫と白フクロウも描かれており、この三名が怪物と戦うストーリーであることを沙織子は思い出した。
「もうすっかり内容も忘れたからね。アニメで振り返るのも悪くない気がしてきたわ」
「なら今度一緒に見てみる？　そのうち動画配信されるだろうし」
　和気あいあいの空気である。途中でオシャレなファッションビルに立ち寄ったり、ゲームセンターでクレーンゲームに熱中したりと、千佳のママが聞けば「まさしくデートね〜」と微笑んできそうなことを二人は心から楽しんだ。
　心地よい疲労感のもと秋ヶ原駅に引き返すと、沙織子はルームメイトに対して素直に謝意の言葉を述べた。
「ありがとうね都丸さん。そして、ごめんなさい。私のために克服案を色々考えてくれたというのに……」
「べ、別にいいし。そんなお礼を言われると……」
　リコをからかうためだしとも言いにくく、歯がゆさをおぼえながら千佳は駅の改札に向かったのである。
　紅金駅行きの電車に揺られながら、沙織子は黒猫のキーホルダーをぶら下げて眺めた。クレーンゲームの唯一の戦利品である。
「あーあ、それにしてもどうすれば私のあがり症は改善されるのかしら……」
「別に無理して克服しなくてもよくない？」
　と思うものの、千佳の中では着実に沙織子の問題に対する策が構築されつつあった。
　千佳はイラストレーターだ。依頼以外でも趣味で絵を描くことも多々ある。特に沙織子をモデルにしたイラストは、ストレス発散の際に恥ずかしいシーンを何枚も描いたものだ。
（そういや、リコと他の女の子の絡みの絵は描いたことないかも……）
　濡れ透けのワンピースやバニーガールの格好は手がけたことはあるが、沙織子が最も恥ずかしがる場面に関しては未履修であった。別に避けていたつもりはないが、せっかくだから取りかかってみようか。
（さて、シチュエーションはどうしようかしら）
　ウブの極み乙女のルームメイトを慣らすには軽めのシチュエーションがいいかもしれないが、このとき千佳の頭に思い浮かんだのは『フィール・ド・リス』のメイド服を着て豪華なソファーに腰かけているリコの姿であった。相手は特に決めていないから、暫定的にマリー店長を据えておくとしよう。
　艶麗なメイド長を思い浮かべるだけで、濃厚な絡みに困ることはない。短いスカートの裾をつまみながら、もう片方の手で沙織子の顎をさすっている。耳元で熱いささやきをこぼし、沙織子はソファーの背にもたれかかるしかなくなる。表情をとろかせ、湯気が出る勢いで頬を火照らせ（鼻血は映えないのでカット）、「あン、そこはダメです、おねーさまぁン……」と平時の彼女らしからぬ甘い吐息を漏らす。当初の慣らす目的からはかなりかけ離れてしまったが、創作意欲はむんむんと掻き立てられてくる。
　唐突に、沙織子の呼びかけが脳に響いた。
「……ちょ、ちょっと都丸さん、あなたも鼻血が出てるわよ」
「えっ、うちが⁉　うそっ⁉」
　まったく身に覚えのなかった千佳であった。急いで手鏡で確認すると、沙織子ほど大袈裟ではなかったが、確かに右の方からひょっこり血を覗かせている。
（ぐうっ！　まさか、このルチカ様が、あろうことか鼻血なんて‼）
　千佳の顔が熱くなった。これは恥ずかしさよりも屈辱の表れである。リコの鼻血を散々馬鹿にしておきながら、自分がこんな醜態を見せるなんて！
　そんな千佳の悔しさにまったく気づかぬ様子で、沙織子が心配そうに問いかけた。
「大丈夫？　店長さんのガーゼが余ってるなら使ったほうが……」
「いいし！　この格好で鼻にガーゼ突っ込むとか信じらんない！」
　ムキになった千佳である。ちり紙で急いで鼻血を拭き取り、それ以降新たに鼻血が垂れることはなかったが、それでもショックは隠しきれない。
　ふくれっ面で唇を引き結び、しばらく沙織子の声など聞くまいと固く決意する。まったくメイド喫茶の件といい、同人ショップの件といい、想定外の事態に見舞われたのは沙織子ばかりではなかった。
（うぎぎ……もしかして今回振り回されてるのうちの方なんじゃ……？）
　恐るべき事実に気づいた千佳であるが、それを口にする勇気もなく、紅金駅に到着するまでひたすらと悶々とするしかなかった。





第三章　姉妹の距離（前編）



　　　　　Ⅰ

　一方、一条和佐の大型連休も「勉強」「睡眠」「食事」のみのタイムスケジュールでは終わらなかった。
　九連休の真ん中に位置する五月二日。この日の夕方、一条邸の玄関ロビーには三人の美女が集っていた。
「それではエミリー、準備はよろしくて？」
「風月に任せきりだからって、随分と気楽に言ってくれるわね」
　エミリーと呼ばれた一条和佐は、自身の髪色よりも白けた視線を、同じ色の髪を持つ姉に投げかけた。
　このときの和佐は、いつものブラウスとハイウエスト・ロングスカート姿ではなかった。グレーのパーティドレスを身につけ、スカートは膝丈、上部はオフショルダーとなっている。ドレスよりも濃いグレーのタイツをしなやかな脚に張りつけ、その足先をドレスと同じ色のシューズで飾っている。
　和佐の姉である一条黎明は、長身な妹よりも背が高く、普段は全身をすっぽり覆う白のフリルなドレスを着込むことが多い。だが、今は違った。衣装の色はそのままで、フリルを一切使われていないタイトなロングドレスという格好である。妹と違って脚の露出は少ないが、代わりに上部はオフショルダーを通り越して背中まで大胆に見せつけるものとなっており、妹の端麗な肢体に艶めきを上乗せさせたような曲線美が余すところなく晒されている。
　さらに黎明の白髪は、普段は腰の部分まで緩やかに波打たせているが、今はそれを頭の後ろにまとめており、仕上げに象牙色アイボリーの薔薇のコサージュを飾っている。容量の多い髪だが、重たげな印象を一切感じさせないのは、ひとえにまとめ上げた人の妙技があったからであろう。
　その妙技の持ち主が、この場にいる三人目の女性であった。
　名は子夜風月。一条邸に住み込みで働く黎明の専属メイドである。
　風月は主人の黎明と同い年で、背丈もほとんど変わらない。ただ雰囲気は大きく異なり、白髪のご主人様が柔和で包容力のある女性であるのに対して、青みがかった黒髪の風月は怜悧な印象が強い。黎明の瞳が金色の垂れ目で、風月が切れ長の藍色であることも対照性を浮き彫りにさせている。和佐の排他的な態度はないにせよ、微笑みの中でさえ敏腕上司を連想させるような鋭さがうかがえた。
　その風月は、このときクラシカルなメイド服姿ではなかった。
　黎明と同様、タイトのロングドレスを纏っており、色は濃藍。背中は開けておらず、袖はレースのシースルーになっている。彼女の髪にも薔薇のコサージュがあしらわれており、こちらは深淵から切り取ったような色合いをしている。
　全身を宵闇で包んだかのような格好をしている風月は、珍しく持ち前の鋭気に翳りを見せていた。この美しい衣装を纏うことが本意でないことは明らかで、荷物係を押し付けようとする主人に対して慇懃な毒を吐いた。
「恐れながらご主人様、今の私はメイドではないのです。お荷物の管理はご自身でお願いいたします」
「もう、ふうちゃんったら、さっきからずっとその調子。それではせっかくの美しさが勿体ないですわよ」
　そのまま頬ほっぺたを突っつきかねないような言い方で、白いドレスの美女がのたまう。
　青いドレスの美女は、なおも苦々しげに言い放った。
「やれやれ、このようなドレスを着るくらいなら、ホールで給仕をしていた方が気は楽なのですがね……」
「そうは参りませんわ。今日のふうちゃんはあくまで招待客。『白黎会はくれいかい』のメンバーとして、式の欠席は許されませんもの」
　白黎会は聖黎女学園のＯＧのみで構成され、黎明と風月は前々年度の卒業生の代表格であった。今回は七年前の聖花さまが結婚式を挙げるということで両名にも招待状が届けられたということだ。こうなると在校生の一条和佐がこの中では唯一の部外者に当たるわけだが、彼女は聖花の妹枠として特別に許可が下りたのだった。
　そこには黎明の推奨もあったわけだが、喧騒嫌いの和佐がそれに素直に応じるのは珍しい。
　出立の刻限が迫ったため、ドレスに着飾ったメイドは恨みつらみを中断し、ピンクのアルトラパンに白髪姉妹の二人を後部座席に座らせた。風月自身は運転席に乗り込む。
　黎明は隣の妹に自分の艶やかなドレス姿を見せつけた。
「ねっ、ねっ、エミリー。わたくしのドレスはどう？　よく似合っているかしら？」
「今さら聞かれてもね……。まあ、何を着たところで花嫁より目立つのは確かではないかしら」
「ふふ、そうかもしれませんわね。ですがエミリーに気に入ってもらえて何よりですわ」
　黎明にとっては、あの嫌味が誉め言葉に聞こえるらしい。
　和佐は呆れて視線を正面に向き直した。
　先ほどから黎明は妹のことを『エミリー』と呼んでいるが、どういう経緯でこの愛称が決まったのか、和佐にもわからない。ただ、今となっては姉がそう呼ぶのはすでに自然のような気がして、むしろ急に「和佐」で呼ばれる方が違和感をおぼえるほどである。
　白髪姉妹のやり取りをフロントミラー越しで見やりながら、青いドレス姿の敏腕メイドは車を会場の地下駐車場に搬入させた。
　会場は十六階建てのホテルになっており、そこに立ち入れられるものは総じて社会的地位ステータスの高い者たちである。シャンデリアに照らされた広いロビーに三人が訪れると、和佐は煌びやかな人混みの中から見知った顔を発見した。
「やっと会えたわね。円珠」
「姉様！」
　和佐の忠実な『妹』の声は歓喜に満ちあふれていた。
　円珠は白黎会経由での参加ではない。新郎が円珠の父親の秘書を務めており、その父が祝辞の一人として出席することになっていたため、無理を言って同伴を頼んだのだ。むろん、姉様が参加すると聞いたからだ。
　円珠のドレスは和佐たちのような大人びたものではなかったが、代わりに楚々とした愛らしさに満ちあふれていた。淡い青緑色のワンピースドレスを身につけ、クリーム色の厚手のボレロが腕の包帯をうまく隠していた。
　その円珠は、一瞬で姉様のドレス姿の虜になった。あらわになった肩や鎖骨、タイツに包まれた膝から下の脚線美まで、変態淑女さながらに目に焼き付け、円珠は胸に手を当てて暖かな吐息をこぼす。
「はあ……姉様ったら、なんてこんなに麗しいのでしょう……。いつもの姉様のお姿も素敵ですが、このようなお召し物をされると、ときめき収まることを知りません……」
　感涙でむせび泣くかと思われた円珠の反応。和佐は「大げさね」と返しつつも、相手が変態淑女でないため、彼女の恍惚に対しては寛容であった。
「あらまあ、円珠ちゃん。あなたもいらしたのね」
「れ、黎明様……！」
　姉様の「お姉様」からの呼びかけに、円珠の心臓はトランポリンを乗せたかのように跳び上がった。聖花さまの傍らには仏頂面の風月先輩もおられる。彼女たちの美しさについては今さら語るまでもないが、彼女たちの美貌は円珠にとっては恍惚を通り越して畏怖と呼ぶべき代物であった。
　柔らかな金の瞳で見つめられた円珠は、緊張をそのまま声に乗せた。
「は、は、はい！　社会勉強ということで父にお願いして参加させていただきました……」
「ふふ、そうですの」
　意味ありげに微笑む黎明である。
「確かに円珠ちゃんの仰るとおりね。このような機会、滅多にありませんもの。わたくしも今からどのようなご馳走が出るのか楽しみで仕方がありませんわ」
　ここにきて食い気が勝るのか。それとも単にこちらの緊張をほぐそうとしてくれているのだろうか。白い髪とドレスのお姉様の態度に、円珠は真剣に思い悩んでしまった。
　だが、結論を出す前に、聖花のＯＧに対して不穏な声をかけるものが存在した。
「おやおや、それではまるで私が普段から残飯まがいのものを押し付けているかのような物言いではないですか」
「そ、そんなわけありませんでしょう⁉　ふうちゃんのお料理も絶品ですし……」
　予想外の攻撃に、黎明は本気でたじろいだ。だが風月の方はドレスを着せられた恨みもあってか、鄭重な態度に毒々しさを込めてさらに言い返す。
「取ってつけたように仰ってくれて感謝いたします。それでは失礼」
「わーん！　ふうちゃん待ってくださいまし〜！」
　そっぽを向いて歩み去る風月に、黎明が子供じみた悲鳴を上げて追いかける。
　青いドレスの美女の肩に手を乗せて必死に説得を試みる白髪の美女を見つめながら、円珠は緊張を解くように息を吐いた。
「ふう……あのお二人、いつ見ても圧倒されちゃいますね……」
「本当にそうね」
　和佐は無意識に声を固くさせ、姉のなめらかな背中を目で追い続けた。
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　結婚式は夜景の見える最上階の大ホールで開催された。
　新郎新婦に熱烈な拍手と祝福の言葉が捧げられたが、白黎会でない和佐と円珠にとっては、それらのものに対して強い関心はもたらさなかった。
　晩餐会に移ると、ほどほどに腹を満たして二人は会場を後にした。
　エレベーター前のロビーはちょっとした休憩所になっており、抜け出した二人は円形のソファーに並んで腰を下ろした。
「こういう場所に来ると姉様と初めて会った日のことを思い返しますね」
　両膝にちょこんと手を乗せながら、円珠は懐かしむような口調で言う。
　円珠が初めて白髪の姉様に出会ったのは小学校六年生のときだ。社交パーティに繰り出された円珠は、親の自慢のタネにされることにうんざりし、具合が悪いと言い訳してそそくさと会場を抜け出したのである。そして、ちょうど同じくパーティに出席していた和佐も喧噪に嫌気がさしてロビーにあった椅子に腰を下ろしていたのだった。
　物憂げにたたずむ白髪の美少女の姿に、円珠は仮病から一転して本物の恋の病に落ちた。臆病な自分からは信じられないくらいに積極的に彼女へ近づき、この先もお付き合いしたいと願い、そのために進学先も聖黎女学園に変更した。編入試験は簡単ではなかったが、乗り越えることができたのはひとえに愛に後押しされた彼女自身の努力があったからこそだ。
　円珠の言葉に刺激されて、和佐もここにいたるまでの遍歴を振り返る。
「まさかあの出会いによって私たちは今もこうして話しているのだから、運命というのはわからないものね」
「ですが、わたしは今、姉様のおそばにいられてとても幸せです。運命の神様がおられるのであれば、わたしはその方に心からの感謝の言葉を述べたい気分です……」
　胡桃色の瞳を輝かせる円珠だが、白髪少女としては運命の女神に対する感情は複雑であった。変態淑女を遣わせたのがもしその女神様だとしたら、是非とも責任の有無について問いただしたいものである。
「あ……あの、姉様ッ」
　控えめだが緊張と覚悟をはらんだ呼びかけを円珠はした。
「どうかしたの、円珠」
「その、手をつないでもよろしいでしょうか……？」
　和佐は意外そうな表情でおずおずと差し出された小さな手を見つめた。
　悪い癖で、白髪の才智の美少女はこういうときでさえ手をつなぐことに対する意義や必要性を考えてしまうのだったが、妹であり友人でもある後輩少女に目算を立てることも愚かしい。
　同じく腕を差し出し、ソファーの上で少女どうしの手による橋が架けられた。
「……意外とむず痒いわね」
「はい」
　円珠から伝わるぬくもりを、和佐はこれまた理知的な頭でどのように結論づけようか考えた。彼女の好意が精神と共鳴している……と素直に受け取るには少女の精神は気高すぎた。
　しばらく甘酸っぱいムードが続いていたが、その空気は思いがけない方面から破られることとなった。
「あ、セレナだあ！」
　少女より幼女というべき声だった。五歳くらいの女の子が、無邪気な視線をまっすぐ和佐に向けている。出席者の子供が会場から抜け出したのだろうか。
　呆気にとられて二人は無意識に手を離す。そこにさらに別の声が響いた。
「マナ、よしなさい！」
　続けて現れたのは少女の母親と思しき人物で、フォーマルなドレスを着た四十がらみの女性であった。奔放な我が子をたしなめようとするも、マナは和佐に向かって無遠慮に指を突きつけている。
「だって、このおねーちゃん。かみの毛白いもん！　かみがたはちがうけど、ぜったいにセレナにちがいないわ！」
「もう、マナったら！　すみません、うちの娘が失礼を……」
　深々と何度も頭を下げ、娘の手を掴む。和佐の白髪に面食らう余裕もないようだ。
　マナは「ばいばい、セレナ〜」という呼びかけを残して母親とともにこの場を去っていき、奇妙な沈黙にとらわれた円珠は、感情に困った様子で隣の姉様に問いかけた。
「今の子、姉様のことをセレナさんと仰ってましたが……」
「『月の魔女シリーズ』の主人公の名前よ」
　それは円珠にとっては未知の作品である。
　興味が湧いて身を乗り出すと、和佐は白髪をかき上げて応じてくれた。
「『月の魔女シリーズ』は児童文庫の作品よ。主人公の望月もちづきセレナが黒ネコと白フクロウをお供に従えて様々な怪物と立ち向かうの」
　望月セレナは物語開始時には十歳、ごく普通の小学四年生の女の子として生活していた。ところが怪物が突然現れ、セレナの目の前で親友が傷つけられ、そのまま連れ去れられてしまう。
　途方に暮れるセレナ。そこに現れたのは人語を話せる白フクロウと黒猫であり、セレナが月の魔女の末裔であることを告げる。魔法具によって力を得たセレナはどうにか怪物を倒して親友を救うが、さらに強力な怪物が各地に現れたため、セレナは討伐のために友と親の元を離れなくてはならなくなる。
　二体の使い魔と各地を渡り、セレナは徐々に力を付けていくが、そこに謎の少年が登場。少年はその強力な魔力こそが怪物を呼び寄せる原因であると訴え、セレナは自身の存在価値に思い悩みながらもさらに苛烈な闘いに巻き込まれることになる……。
　大まかなあらすじを聞いた円珠は知らないうちに固唾を呑み込んでいた。
「……児童書の設定にしてはハードじゃないですか？」
「まあ子供騙しよりはよほどいいわ。それにしても円珠がこの作品を知らなかったのは少し意外ね」
「姉様がご存知の方が意外な気がしますが……」
「確かにそうね」
　姉様の声からわずかな懐旧の念を、円珠は感じ取ったような気がする。今度自分も読んでみようかなあと思った次の瞬間、ハッとなって腰を浮かせかけた。
「あっ、そう言えば、前に岬姉様に見せてもらった白フクロウのブローチって……」
「あれは間違いなく白フクロウの使い魔・アルバをかたどったブローチよ」
　何事もないように姉様は応じた。
　始業式を終えて寮に戻った際、円珠と和佐は編入生の少女からそのブローチを見せてもらう機会があったのだ。あのとき岬は祖母からの大事な思い出の品だと言い、月の魔女のくだりは一切語られなかった。その時は姉様もブローチの詳細に関して触れようとはしなかった。
「姉様はあの時すでに、ブローチの正体をご存知だったのですか？」
「知っていたけれど、わざわざ語る必要もないでしょう。祖母からの思い出の品があいつの手元に戻れば、私たちがこれ以上首を突っ込む必要もないのだから」
　そうもいかないのだ。そもそも、そのブローチ祖母からの賜り物だという話自体が嘘であることを円珠は知っていた。
　岬姉様が自分にだけこっそりと教えてくださったのだ。
　これは『初めて』の相手からもらったものであると。
　どうやら姉様はまだ、その事実を知らされていないらしい。
「言ったら襲うかもね？」と岬姉様に警告された内容を、円珠は意を決して姉様に報告してみた。怒るのではないかと、報告してから円珠はなぜか戦々恐々となったが、姉様は怒ることはなかった。だが、やはり意外の念はあったようである。
「あの編入生、円珠にそんなことを話したの」
「はい……あの、ショックは受けられないのですか？」
「私が、なぜ？　あの変態淑女が未経験だという方がむしろ驚くわよ」
「た、確かに……」
　未経験、という言葉に円珠はわずかに頬を赤くさせる。目の前の姉様も春山先輩に嫌がらせのキスをした過去を持っているが、そこに踏み込む勇気はない。それに円珠自身も見よう見まねで熱烈なキスをしたことがあったため、あまり偉そうなことは言えなかった。
　和佐が白髪をかき上げながら立ち上がる。
「もういいでしょう。ここに来てわざわざ編入生の話をするのも野暮よ。喉も乾いたし、いったん飲み物を取りに戻りましょう」
「あの、わたしが持ってきましょうか？」
「いいの？　では水でお願い」
　円珠は頷き、座り直す和佐と入れ替わるかたちでソファーから立った。円珠がこう言ったのは久々に姉様に尽くしたい気持ちが湧き上がったのもあるし、少し一人で考える時間が欲しかったからでもあった。
（姉様は岬姉様のことをどのようにお考えなのだろう……）
　円珠としては、二人には是非とも仲睦まじくなってほしいと願っている。姉様はいまだに認めていないが、これほど息の合う二人はいないだろうと確信していたのだった。
　それにしても、岬姉様も岬姉様だ。『昔の女』の秘密を、あの方はどこまで隠し通すおつもりだろう。そして、その過去の相手に対して現在はどのような想いを抱いておられるのか。
　氷水と自分用のりんごジュースを手に持って円珠がロビーに戻ると、そこにいたのは姉様一人ではなかった。見たことのない女性と向き合っており、姉様の美しいかんばせから緊迫した空気をただよわせていた。
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　その人物は、円珠が会場に戻ったのとほぼ入れ違いでやってきた。
　エレベーターのドアが開くと同時に現れた女性は、絵に描いたような金髪碧眼の美女で、ワインレッドのミニドレスがひたすら眩しかった。髪はパーティ用に後方でまとめており、背は和佐と同等だが、年齢はむしろ姉の方に近い。
　明らかに異邦人と思しき女性は、まず最初に和佐の姿に目を留めた。金髪より浮いた白髪に目を引くのは自然なことであるが、彼女の反応は明らかにそれだけではなかった。ネイティブ特有の気さくさを超えた友好ぶりで少女に迫る。
「Ｏｈ！　アナタ、レイの親戚なのですか⁉」
　和佐の美しいかんばせは一瞬にして敵意と警戒心に染まった。この女性と今まで面識はないが、初対面でもそうでなくても、このような態度は和佐の最も嫌うところである。そのような馴れ馴れしさは編入生の変態淑女一人いればたくさんだ。
　最低限の慇懃さを保って言い放つ。
「レイなんて親戚はいません」
「ですがそのカミ色、レイのと同じ色です。アナタはレイの親戚、違いありません」
『レイ』のことが、姉の一条黎明であることは和佐にはすでにわかっていたが、わざわざそれを教えてやる筋合いはない。
　視線と同じくらい硬質な空気を醸し出していると、ちょうどそこに飲み物を持った円珠が戻ってきた。赤ドレスの美女の話が聞こえてきて、姉様が沈黙する代わりにその質問に真面目に回答してしまう。
「あの……それってもしかして、一条黎明様のことでしょうか？」
「Ｓｏ　Ｃｕｔｅ！　アナタ、よくわかってらっしゃる！」
　英語の使い方が明らかに間違っているが、わざとであることは金髪美女の表情から見ても明らかだ。面倒臭い女であることは登場した時点でわかっていたため、和佐は勝手に答えた円珠のことを責めようとは思わなかった。
「ワタシ、イギリスから来ましたサエグサ・キャリー言います。サエグサ、漢字で三枝スリー・ブランチ、書きます」
「あ、わたしは日生円珠です。よろしくお願いいたします」
「一条和佐よ。……姉とは一体どこで？」
　敬語を使う気には、もはやなれない。名乗っただけでもありがたく思いなさいとばかりに和佐の口調は冷ややかである。
　三枝キャリーはそれに気づかない様子で、大げさに両手を広げて応じた。
「ワタシ、レイがイギリス来たとき、知り合ったです。メイドのフウも一緒でした」
　黎明が訪英したのは短期大学時代のことだ。彼女は二年の在学の間、講義を受けるよりも海外に飛び立っている方が多く、その内容は親の仕事の手伝いもあれば、単なる旅行であることもある。優秀な成績で聖黎女学園を卒業した黎明だが、特に語学の能力が凄まじく、異文化コミュニケーションや通訳などはわけもないことであった。もともと日本人離れした容姿の彼女なので、何語を話したところで十分さまになるのは疑いない。
　レイの妹が自分のことを知らなかった点に、キャリーはやや気落ちした様子だった。
「それにしてもレイもフウも、ワタシのことカズサに話さなかったですか？　それはＳｏ　Ｓｈｏｃｋです……。楽しい思い出、たくさん作りましたのに」
　背中を丸め、人差し指をモジモジさせる仕草をとるも、すぐに立ち直る。
「まあよい。これから思い出たくさん作ればいいでしょう。ところで会って早々申し訳ないですが、レイとフウ、こちらへ呼んでいただけないですか？　この先たぶん招待状ないと入るの難しいはずですので」
「……それなら、あなたはこのホテルにどうやって入ってきたというの」
　完全に不審人物を見るときの目つきで和佐は問いただす。
　ホテルの正面玄関にも受付があり、それを無視してエレベーターに乗り込むことができないはずだ。招待客でないキャリーがどのような名目で受付を突破したのか、白髪少女は興味もとい疑念を感じていたのだった。
　赤ドレスの異邦美女の回答は実に軽やかだった。
「Ｏｈ！　実はワタシ、たまたま隣のビルのパーティ会場いたのです。それで何気なーく窓の外眺めたら……ホ、ホワーット⁉　まばゆい白いカミ見えちゃったではないですか！　コウシチャオレン！　ワタシすごくレイに会いたくて会場すぐさま抜け出し、ここのホテルの宿泊決めたのです。レイに会えなきゃ、せっかくのホテル代もったいなくなります」
「……さすが黎明の知り合いね。つくづく行動がまともでないわ」
　思わず額を押さえた和佐である。彼女のホテル代のことなどどうでもいいが、これ以上無為なおしゃべりに付き合う気にもなれず、彼女は赤ドレスの外国人の要望を素直に受けることにした。
　円珠から水を受け取り、彼女とともに会場へ引き返す。
「あの、姉様……」
「なに？」
「もしかしなくても、怒ってらっしゃいますでしょうか……？」
「それはそうよ」
　氷水よりも冷えた声で応じ、和佐は歩きながらその冷たい水をあおった。
「三枝キャリーの存在も不愉快だけれど、さらに不愉快なのは、黎明が今まで彼女のことを隠していたということよ。海外旅行の土産話は嫌というほど聞かされたけれど、こんな友人の名前など一言も聞かなかったわ」
「それは……確かに変ですね」
　正直な感想を述べながら、白と青のドレスの美女に向かう姉様を目で追う。姉様に連れられて現れた二人は、美しいかんばせにそれぞれ驚きの表情をたたえていた。
　倍の人数でロビーに戻ると、赤ドレスの美女に対して黎明は声を張り上げた。
「キャリー！　いつの間にこちらにいらしたの⁉」
　彼女の声は再会の喜びより驚きの方が強かった。
　一方、キャリーはストレートな喜びを表現しており、白いドレスの美女に向かって勢いよく抱きついた。円珠が咄嗟に姉様のかんばせをうかがい、その姉様は二人の抱擁を見て表情をこわばらせていた。
「Ｏｈ！　レイ、アナタのこと驚かせたくて、来日したこと隠してました」
　そして、肩越しからもう一人の知人に対して青い視線を送る。
「フウ、アナタにもお会いできて、嬉しく思います。また手料理、ふるまってください」
「キャリー様。ええ、もちろんでございますとも」
　完全にメイドとしての対応である。それ自体に和佐は驚きを感じなかったが、彼女の態度は黎明と違って含みは小さい。主従の態度の差を、白髪少女は考えずにはいられなかった。
　黎明が「そろそろいいでしょ」とばかりに抱擁を解き、金髪碧眼の知人は名残惜しそうにしながらも素直に彼女から離れた。青い瞳を輝かせながら話題を変える。
「ところでレイ、本日は一体どちらで寝泊まりを？　ワタシこのホテルの部屋、予約してるのです。もしよろしければ皆さんで思い出話、花咲かせません？」
　和佐はさらに美しいかんばせをしかめさせた。キャリー嬢が黎明に抱きついた時点ですでに表情は不快の坩堝にとらわれていたというのに、それでは済まないほどの激情が、怒涛のごとくうごめき回るかのようだった。
　黎明は真顔にわずかな苦笑を乗せた表情で、乗り気な友人に指摘をする。
「あなた、シングルで予約を取ったのではないかしら？　だとすれば他の客を泊まらせるのは規約違反になりますわよ？」
「Ｓｏ　Ｗｈａｔ⁉　言うなればナンテコッタイ！」
　青い目を丸くして盛大にのけぞるキャリー。
「むむー……ですが口を開かなければバレないのでは？　それにレイと一緒に過ごせるなら違約金、まったく惜しくありません」
「誠におそれ多いですが……」
　今度は風月がなだめるように言う。
「この後、ご主人様は部屋で溜め込んだお仕事をこなさなければなりません。自業自得と言えばそれまでですが、ゆっくりと話す機会はいずれ必ずお作りいたしますので……」
　二人がかりで説得され、食い気味だったキャリーもさすがに誘いの無為をさとった。日本人特有のふんわりとした拒絶を理解してくれたのは、それを望むものとっては幸いであった。
「Ｏｈ　Ｎｏ！　からのＳｏ　Ｂａｄ！　ですがレイの事情、わかりました。今日はレイに会えただけでも、ワタシ嬉しい。またお話しできること楽しみにしています」
　内面のショックはどうあれ、キャリーの去り際は潔かった。
　悲しみを感じさせない様子でエレベーターに再び乗り込むと、残された和佐は白ドレスの姉を睨んだ。
「あなたにこんな友達がいるとは知らなかったわ。追い返してもよかったの？」
　風月の言う仕事うんぬんの件が真っ赤な嘘であることを、和佐はむろん理解していた。同時に金髪美女のために二人のごまかしをわざわざ暴き立てるつもりもこれっぽっちもなかった。
　黎明のかんばせは、せっかく着飾ったドレスが気の毒になるくらい硬かった。
「構いませんわ。休暇はエミリーたちと心置きなく過ごすと決めているのだから。キャリーには悪いけど、水を差すような真似は控えていただかないと」
「心置きなく、ね……」
　冷ややかに皮肉を言い放つと、残りの水をすべて飲み干して姉に対して背を向けた。
「とにかく私は先に部屋に戻らせてもらうわ。賑やかすぎて疲れちゃった。円珠、後で部屋に寄らせて」
「え⁉　も、もちろん構いませんが……」
　思いがけない幸運であったが、状況の変化に翻弄されて円珠の声は喜びを表すどころではなかった。ほとんど宴もたけなわと化した会場にグラスを戻し、円珠は父に会うということで、いったん姉様のもとから離れる。
　一人、和佐がエレベーターに乗り込むと、それを見届けた風月が主人に対して、一連の出来事の感想を述べた。
「思いがけない方が現れたものですね。いかがなさいます？」
「……ある意味、これはいい機会かもしれませんわ」
　精彩の欠いた主人の決意の意図を、ドレス姿のメイドは即座に把握しかねた。
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　ホテルの自室に戻ると、和佐はドレスからネグリジェに着替えて円珠の部屋を訪れた。備え付けのバスルームで身綺麗を済ませたうえでのことである。
　話題は特に決めていなかった。意義のない行動は和佐は好まないが、この時は妹であり友人でもある後輩と何かしら話しておかないと落ち着かない気分であったのだ。
　自身の心境の変化に驚きつつも、人嫌いと称された白髪美少女は円珠の部屋の呼び鈴を鳴らした。すぐに出迎えてくれたが、その時の円珠の緊張は、姉様のそれとは比較にならなかった。
「ね、姉様！　お、お待ちしておりました……！」
「そこまで緊張しなくてもいいでしょう。図書館裏で何度も二人きりになっているのに」
「ででですが、夜にこうしてお会いするのは初めてなものですから……！」
「そう言えば、そうだったかしら」
　指摘されて、ネグリジェの姉様は意外そうな反応をとる。確かに連休前に雪葉と一緒に現れたこともあったが、そのときは確かに楽しい時間とは言えなかった。
　まさか自分が「パジャマパーティ」なるものを体験をするとは思いもよらず、何だか円珠の胸騒ぎが移ったかのような心地になった。
　円珠に促されて室内に入る。二人がとっていたのはともにシングルの部屋だった。和佐は姉やメイドと相部屋になる気はなかったし、円珠の場合、この日は母親が同伴しておらず、父と一緒に泊まるのは年頃の娘としてさすがに抵抗があったのだ。
　広くはないが落ち着いた調度品に囲まれた空間の中、二人は備え付けの椅子に腰を下ろした。カーテンの開いた窓からは大都心の夜景が一望でき、高速道路を走る車の群れが光のアートのように見える。
　風流とは言いがたいが、胸を打たれる光景ではあったため、硬派と名高い和佐もしみじみとなってこんな言葉が出たものだ。
「まさか円珠とこんな風にのびのびと会話できるとはね。運命というのもわからないものだわ」
「ふふ……姉様、先ほどロビーで休んだ際も同じことを仰ってましたよ」
　虚を突かれたように、和佐は灰色の瞳を丸くさせる。
「そうだったかしら」
「そうですよ。でも、嬉しいです……。こうして姉様と親しげにお話しできるのも岬姉様のおかげなのでしょうね」
　思わず和佐は閉口した。正直、あの変態編入生を褒めそやすことはしたくないが、なまじ事実であるだけに非常に厄介である。
　白髪少女の感情の機微に気づかぬ様子で、円珠は編入生の先輩に思いを馳せていた。
「岬姉様は今、どうしておられるのでしょう……」
「知らないわ。せいぜい手が後ろに回ることのないよう祈るしかないわね」
「連絡は取り合わないのですか？」
　尋ねてから「なぜ？」という冷めた反応が来ることを円珠は予想していた。
　だが、姉様は肩をすくめて予想とは違う答えを返してきた。
「あの編入生、携帯端末を持っていないのよ」
「えっ？」
「このご時世で信じられないけれど、フクロウのブローチと違ってこっちは本当の話みたいね。実家へ連絡するために寮の電話を拝借する人を私は初めて見たわ」
「そ、そうですか。うーん、岬姉様が何されているか、気になります……」
　和佐は呆れた表情で白髪をかき上げた。
「ここに来てわざわざ彼女の話をする必要もないでしょう。それにしても円珠、その包帯はまだ取れないの？」
「え⁉　それは、その、外すことはできるのですが……」
　円珠も和佐同様、湯浴みとパジャマへの着替えを済ませており、剥き出しになった腕から巻かれた包帯が見えるのだ。
　彼女の反応は、驚きに加えて強いためらいが見てとれた。姉様でなければ拒絶感をあらわにしたに違いない。
　だが姉様は妹の希望を押しのけてさらに告げた。
「傷の具合を確かめたいの。嫌かもしれないけれど、傷を負わせたものとして知らないわけにはいかないわ」
「は、はい……」
　姉様に逆らえまいという心境もあったのだろう。早々に観念した円珠は自分の包帯をほどこうとしたが、それを制するように和佐は円珠の包帯に指を重ねた。
「ねえさまっ……⁉」
　円珠はうろたえた。目の前に姉様の白い髪があり、シャンプーの残り香が鼻腔をかすかにくすぐってくる。
　さらに視点を落とし込むと、うつむきがちの姉様のかんばせが目の前にあった。見る角度のせいか、顔立ちは物憂げな印象が濃く出ており、灰色の瞳には光がないようにさえ錯覚される。身動きはとれず、包帯がほどかれる間、なぜか姉様に服を脱がされているような感覚におちいり、円珠の頬が一気に加熱した。
　包帯がすべてほどかれ、円珠の白い肌に傷があらわになる。
　かすれた赤のボールペンで引かれたような傷は、改めて和佐の心に深い傷を負わせたが、先に正視に耐えられなかったのは円珠の方だった。
　自身の傷口を押さえ、尋常ならざる様子で息を荒げる。
「や……やっぱりダメですッ！」
「円珠？」
　目を見張る和佐に、円珠は呼吸を整えながら返答した。
「も、申し訳ございません。ですが、この傷を見つめていると、どうしてもあの時のことを思い出してしまって……」
「なるほどね……。あなたが今も傷を隠す理由はこれだったの」
　和佐は腑に落ちた。納得はしたが、彼女の心は重く湿ったままである。
　姉様の気を引こうと自分の腕に傷をつけた円珠の行動は、まさに狂気の沙汰と言うべきものであったが、それをなじる資格が和佐にあるはずがなかった。この先も後輩少女が傷によって心が苛まれるようなことが続けば、自分の妹に対する罪は表面的な事象よりずっと深いものになるだろう。
　円珠は自分の腕と同じくらい声を震わせた。
「わたし……今でも自分が信じられないんです。わたしの中にこんな残酷な面があったなんて。それが受け入れられなくて、痛みがなくなってもずっと傷を隠してきてたんです。申し訳、ございません……」
「謝る必要などどこにもないわ」
　和佐は目を伏せ、傷痕を押さえる円珠の左手にそっと自分の両手を乗せた。そして円珠の手をさりげなく押しのけると、驚く妹に、和佐はさらに言葉を重ねた。
「初めからその一面があったかはともかく、それを引きずり出して苦しめたのは間違いなく私なのよ。あなたがこの傷で悩み続けているのなら、私がそれを払いのけてやりたい……」
　姉様の決意に円珠は感激に打ち震えたが、ここからの行動が問題であった。
　和佐はさらに深々と傷口に顔を埋めると、柔らかな白の短髪をうごめかしながら、その傷を舐めとったのである。
「ね、ねねねねえさま……⁉」
　脳味噌ごと色艶のよい舌で舐め上げられた気分だ。
　思考が停止し、姉様が頭を上げてからもしばらく放心状態になる。
　どうにか正気に戻ったのを見計らって、和佐は唐突な行為について説明した。
「……あなたのトラウマを私の舌の触感で塗り替えるつもりだったけれど、やはりそう単純な問題ではないわよね」
　とんでもないことを思いつくものである。変態淑女のルームメイトのことを悪く言えないのではないかと思いつつ、円珠は上目遣いでそっと姉様を仰ぎ見た。
「あの、申し訳ございません……。姉様のお気持ちはとても嬉しいのですが、でも、あの時わたしが行なったのは自傷行為だけではないので」
「そうだったわ。じゃあ、何も考えられないようなキスも無理そうね……」
　力なく円珠は頷く。狂気に駆り立てられ、自分の傷口から流れ出た血を口に含ませた状態で白髪美少女と濃密なキスをしたこともあったのだ。その時の興奮は今でも円珠の身体に深く刻まれており、その甘美な感触を覚えている限り、自身の狂気の記憶も消し去ることはできない。
「姉様とのキスは一方的とは言え、すごく気持ちよかった。ですがもう二度と、あのようなことはしたくないのです。次やったら今度こそ、姉様をむさぼり尽くしたいという思いに歯止めが利かなくなりそうで……」
「……黎明と同じことを言うのね」
　予想外の姉様の言葉に、円珠はしばらく胡桃色の瞳をしばたたかせた。
「あいつは五年前から私に触ることができないの。私のことを滅茶苦茶にしそうだからという理由でね。やりきれない話よ。私がここまで美しくなったのは、あいつに受け入れてもらうためだったというのに……」
　仲の良い姉妹と今まで思っていただけに、この情報は円珠には結構衝撃的だった。だが言われてみれば確かに、白ドレスの聖花さまが妹に触れようとした場面は一度もない気がする。
「いちおう言葉では大好きだの愛しているだのを繰り返してくれているわけだけれどね。けれど、私が望んでいるのはそんな社交辞令なんかじゃない。お姉ちゃんの美しい肢体と交わらないと、私の気持ちは収まらない……」
「姉様……」
　白髪少女に秘められた情念に、後輩は恥じらうやら畏怖するやらの有様である。
　和佐は自身のネグリジェの裾を掴んでさらに続けた。
「こんなつまらない式場についてきたのは、円珠に会うためでもあったけれど、何より色っぽいドレスを着た黎明を拝む狙いもあったのよ。せめて視覚だけでも満たされようと思ったのだけれど……いい加減、それも卒業すべきかしら」
「ど、どういうことです？」
「三枝キャリーとかいう女のせいで……」
　灰色の瞳に冷たい雷火がほとばしった。
「まさか、黎明の昔の女が出てくるとは思いもよらなかったわ。あいつの海外の友人は他にも色々と紹介されたことがあるけれど、あのキャリーとの交際だけは隠していた……。まともな理由であるはずがないでしょう」
「それは……」
　円珠も姉様の憤りに感化されて憮然となる。
　交際を隠す理由など、円珠には浮気目的しか存在しえないのではないか。聖花様の事情はどうあれ、その行為は姉様の想いを踏みにじったも同然の所業である。そう考えると、姉様の忠実な妹としても過去最高と謳われた聖花さまに軽蔑の念を抱かざるを得ない。
　一方、和佐は物騒な気配を消し、軽やかな息を吐いていた。
「まあ、私に触れられない寂しさを三枝キャリーで紛らわしていたとしても、そこまで驚かないけれどね。あの異邦人の再会は黎明にとっても予想外のことでしょうし、これからどうするつもりなのかしら。いっそ、あの金髪女に乗り換えてもしてくれれば、こちらとしても完全に吹っ切れることができるというのに……」
　この独白にどう返すのが適切なのか、円珠はまったく見当もつかない。
　あれだけ好いていたお姉様を簡単に諦められるのか、吹っ切れた後はどうなさるのか。勇気を出して聞くことも、姉様の静かなかんばせから洞察することも、円珠には難しすぎる注文だった。
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　一方、黎明と風月は和佐たちと比べてかなり遅い時刻に帰還した。白黎会のメンバーとして、そそくさと会場を後にするわけにはいかなかったのである。
　先輩ＯＧの方々と社交的な話を交わし、ようやく解放されてホテルの部屋に戻ったときは、風月でさえも安堵したものであった。
　二人は和佐と違ってツインルームを予約していた。風月としてはさっさといつものメイド服に着替えたい心境であったが、その前に白髪をほどこうとする主人に呼びかける。
「ご主人様、一体キャリー様を利用して何をなさるおつもりです？」
　黎明の手が止まった。あの独白を聞かれたとは思わなかったと言いたげな反応である。
　振り返った黎明だが、風月の冷ややかな藍色の視線を受けて、慌てて目を逸らす。
「……わたくし、再びキャリーとお付き合いしようと思いますの」
「おや。それはつまりお嬢様のことは捨て置くと解釈してもよろしいのでしょうか？」
「違いますわ！　エミリーのためにキャリーとよりを戻す必要がありますの」
　傍から聞けば意味不明な理屈であるが、それで優秀なメイドは即座に腑に落ちた。おそらく主人の事情に精通している彼女にしか理解できなかったことであろう。
「なるほど、ご主人様の魂胆は読めました。キャリー様に心酔することができれば、お嬢様への過剰な愛欲も薄れるとお考えですね？」
　黎明は無言だったが、表情に否定の色はなかった。
　風月の静かな表情に冷ややかさが増した。
「よくもまあ、そんなあくどいことを思いつけるものです。それに、キャリー様と一番の関係になる意味を今一度お考えいただきたい。それはつまり、彼女も火影ほかげと同じ目に遭わせる可能性が高いということですよ？」
　黎明のかんばせが髪色に負けないくらい白くなった。
　夕霧火影ゆうぎりほかげは五年前まで黎明の専属メイドだった女性で、凄惨な事件によって今はメイド職を辞している。一条邸を去った後は遠方の実家に帰ったとされているが、音信不通のため、彼女が現在何をしているかは不明であり、風月は火影が辞める原因を作ったご主人様を今でも責めている。
　礼儀正しいメイドの風月が他人を呼び捨てにすることは極めて珍しい。夕霧火影は風月にとって唯一の同僚であり、心から親友と呼べる人物だったのだ。
　その親友が黎明の手によって悲惨な目に遭い、失意のまま姿を消したのだ。そして、その加害者たるご主人様は今も美しい姿のまま、のうのうと表舞台に立っている。
　風月の声は、もはや主従関係をかなぐり捨てた剣呑さまでうかがえた。
「まあ、ご自身のためなら他人がどれだけ傷つこうがお構いなしというのが貴女の信条でございますからね。とはいえ、あのキャリー様と言えど、美しい身体に傷なり欠損なり入るのはさすがにお気の毒でございましょう」
　黎明は絶望的な表情で沈黙する。毒にまみれたメイドの舌鋒を咎める権利は彼女にはなかった。
　火影が一条邸を去った理由は、一般人が聞けば身の毛がよだつようなものだった。何といっても、主人が自分の愛するメイドの耳を食い破ってしまったのだから。
　そこに黎明の害意はなかった。愛し合っていた二人は初めてベッドの上で身体を重ね、そこで黎明は愛欲を暴発させ、一糸纏わぬメイドの肢体を押し付けて無意識に右耳にかじりついてしまったのである。むろん、悪意はないとは言え、その惨劇が帳消しにされるわけがなく、火影の友である風月の恨みを買う原因となっていた。
　黎明が我を忘れる勢いで愛欲を暴走させる可能性があるのは、過去の夕霧火影を除けば、エミリーこと一条和佐だけだろう。美しい妹を火影と同じ目にさせないため、黎明は五年間、彼女に触れるのを避けてきたのである。なお当の和佐は黎明が避けていた理由をつい最近まで知らされておらず、長らく姉に対して悶々とした想いを抱えながら生きていたのだった。
「まあ、その点、私は安心でしょう。どれだけ愛したところでご主人様が私に夢中になることは決してないのですから……」
　風月の声音が変わったことに、黎明は即座に気づいた。反射的に後ずさる。
「ふうちゃん、まさか、ここで……？」
　顔を引きつらせる黎明に、風月は動き出した。ドレス姿とは思えないほどの軽快さで距離を詰め、主人の首根っこを掴んで壁に叩きつけた。
　黎明は咄嗟に壁に手をつけた。そうしなければ彼女の豊かな胸は壁に向かって圧縮されていたに違いない。
　主人を押さえつけた風月は、手を首から肩に移して耳元で物騒にささやきかけた。
「どうせ私が名を出すまで火影の存在も忘れていたのでしょう？　薄情な方だ。ドレスを着せられた鬱憤もありますし、今ここであなたへの復讐を果たして差し上げましょう」
「ふ、ふうちゃ……ンぅ⁉」
　背を向けて哀願の視線を送ろうとした黎明が即座に正面へ向き直る。起こった事態と訪れた触感によって、メイドの姿を正視することができなくなってしまったのだ。
　清雅なたたずまいを良しとしていたはずのメイドは、肩を掴んだまま姿勢を低くすると、剥き出しになっていた主人の背中をいやらしく舐め始めたのである。
　粘着的な水音とくぐもった息遣いが、背後からわざとらしく響き渡る。主人を快楽の坩堝に引きずり下ろそうと、風月が意図的に音を抑えるのをやめたからであった。
　効果はあり、黎明は壁に手をやったまま姿勢を崩しそうになる。
「ン、あぅ……やめ、ふうちゃ、そんな、きたないところ……っ」
「おやおや、そんなに気持ちがいいのですか？　こんなに憎しみを込めて舐めて差し上げているというのに」
　言葉と行動がとことん一致しない。
　広範囲にわたって露出された黎明の背中を、風月は丹念に舐め取った。滲み出た薄汗をすすって唾液に塗り替え、黎明の白い背中にはしたない光沢を張りつける。
「ずずっ、むぱ……ッ」
　舌をうごめかすごとに黎明は嬌声を押し殺しつつ肢体をくねらせた。それでも聖花さまは逃げ出そうとしない。逃げようとしても無駄と判断したせいもあるが、メイドの艶かしい舌遣いに理性が蝕まれつつあるのも大きな理由であろう。まるでおねだりするかのように無意識に腰と尻とをひくつかせる。
　唾液の糸を引きながら、青いドレスの美女は冷笑した。
「そんなに気持ち良くよがっていては復讐にならないではないですか。身体の線がはっきり見えるドレスですから、悦んでいるさまが丸わかりです」
「ふ、ふうちゃん、もう、だめッ、ゆるして……」
　振り返って哀願する黎明。美しい横顔は薄桃色にとろけ、金の瞳に透明色の快楽のヴェールが降り立っている。弱々しい吐息の韻律に風月が嗜虐的な笑みをちらつかせていると。
「レイ、フウー。こちらにいらっしゃるですかー？」
　ノックに混じった異邦人の日本語に、黎明は心臓に冷や汗を浮かべた。
（キャリー⁉　どうしてここに……⁉）
　この闖入には風月でさえ唖然としたものだ。部屋番号を教えたおぼえはないのである。まさか手当たり次第に部屋を訪ねたのかと呆れ果てたが、メイドの疑問はドアの向こうのキャリーが独り言のかたちで教えてくれた。
「おかしいですね。カズサ、教えてくれた部屋違うですか？　あるいは、レイたちすでに寝てしまったでしょうか？　仕事立て込んでる言ってましたが……」
　なるほど。風月は合点がいった。まず最初にお嬢様のところを当たり、そこでお嬢様はご主人様の部屋番号を話したのだろう。彼女がキャリーのような性格を歓迎するとは考えにくく、姉の友人を姉にさっさと押し付けたいと思っていても不思議ではない。
　こうなると、そもそもなぜキャリーが和佐の部屋（本当は円珠の部屋だが）に辿り着けたかという疑問が残るが、風月はこれ以上深く考え込むつもりはなかった。
　悪戯っぽい微笑みをたたえ、再び意識を主人の方に向ける。
「いひン⁉」
　嬌声とともに黎明は顎をのけぞらせた。金の瞳から蛍光ピンクの火花を散らし、快楽の余韻で息が荒くなる。
　風月は主人の不意を突いて後ろ首に顔をうずめ、そのうなじを色っぽく舐め上げたのであった。
　黎明は普段は白髪を下ろしているため、彼女がうなじを見せること自体が稀である。そのせいというべきか、未知の触感に対して彼女は極端に脆弱だった。
　ぬめった舌と水音で責め立てられ、黎明は声を抑えるのが困難になりつつあった。
　その主人を、メイドは優雅に嘲弄する。
「おやおや、そんなに声を上げてしまうとキャリー様に聞かれてしまいますよ」
　ドアから黎明たちまでの距離はそこそこあり、黎明が声を抑制しなければドアの向こうのキャリーにも情事に気づけるだろうという絶妙さがあった。
「それとも、キャリー様に助けをお求めになりますか？　まあ、そうなると見返りは背中やうなじだけでは済まなくなりそうですが……」
　こんな状況にも関わらず、ドレス姿のメイドの声は楽しげに弾んでいた。主人の唇からさらに嬌声を響かせようと、質感に富んだ胸を、前身ごと勢いよく押しつける。手の自由が利かないくらい、白い髪とドレスの美女は壁とメイドによって圧縮されてしまった。
　肢体をさらに押しつけて、風月はさらに黎明の首筋を舐め続ける。黎明の口から甘い息の塊が吐き出され、それが風月の息遣いと絡みつく。メイドの場合は主人を興奮させるため、わざとそれっぽい音を奏でていたのであるが、黎明の耳にはもはや本気と演技の区別がつかない。だいたい平時のときでさえも、風月の本心を見抜くのは困難なのに。
　黎明の理性が限界を迎えつつあったとき、風月がふいに真面目な調子でささやいた。
「ご主人様、いかがなさいます？　キャリー様を部屋にお招きいたしますか？」
　力なく黎明は首を振った。妹は自分と彼女との肉体関係を疑っている。むろん彼女を招き入れたことを表沙汰にしなければ、あくまで疑惑として片付けられるのだが、最愛の妹に対してこれ以上後ろ暗いことはしたくなかった。
　だが、彼女のメイドは違う考えがあった。
「ご主人様、よくお考えください。もしこのままキャリー様を帰してしまったらどうなると思います？　引き下がると宣言しておきながら乗り込む彼女です。素直に部屋で泣き寝入りするとは思えません」
「…………」
「最悪、お嬢様のところまで引き返し、持て余した情動を代わりにぶつけるやもしれません。お嬢様にそのような重荷を押し付けるのはあまりにも酷だと思われますが？」
　これが効いた。黎明は酩酊のような状態で頷くと、風月から解放されて舐められた跡もそのままによろよろとドアへと駆け寄った。
　開けると、キャリーは顔から声まで喜色を全開にさせた。彼女はドレスから白のガウンに着替えており、まとめていた金髪は腰まで流していた。
「Ｏｈ！　レイ、やはりこちらでしたか！　よかったワタシ、あと少しで帰るところでした」
「キャリー……」
　白髪の友人の異変に、金髪美女はすぐに気づいたようだ。そして背後に控えていた青ドレスのもう一人の知人に気づき、ドアを閉めてから再度喜びの声を上げた。
「もしかして、お取り込み中でした？　しかもお相手は……まさかのフウですか⁉　Ｗｏｗ！　それは知らなかったでした！　ワタシ加わってよいのですか？」
　愛らしい様子で黎明の顔を覗き込むキャリー。しかし溌剌とした英国美女の表情には見るものを引きずり込むような婀娜っぽさがあった。
　風月は硬質の微笑で主人を差し置いて回答した。
「私が押し倒されるのは御免被りたいところですが……ご主人様に関しましては、すべて当人のご随意のままに」
　判断を委ねられた（押しつけられた）黎明は、まともな対応をするのは不可能な有様となっていた。風月に散々もてあそばれ、その予熱が今も彼女の体内でくすぶっている。
　黎明はぼやけた視界でキャリーを見つめた。妹のかんばせが脳裏をよぎったが、抗いがたい欲情が、ガウン姿のキャリーによって破裂しそうになる。このまま何もせずに終わってしまうのは、あまりにもつれなかった。
　そもそも、そもそもである。目の前の金髪美女は、妹エミリーのためにお付き合いすると決めた相手ではないか。今さら、何をためらう必要があろうか。
　このようにして自分の欲望を正当化してしまった黎明は、残されたわずかなためらいを放り出して、キャリーに飛びかかった。息を荒くしながらガウンを引き剥がし、その中身はほとんど無抵抗にあらわにされた。
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　翌朝、一同は自室で身支度を済ませると、ホテルのロビーでそれぞれ落ち合った。
　この場にいなかったのは部屋の予約を急遽とった三枝キャリーだけであるが、誰も彼女のことは気に留めなかった。招かれざる来客に和佐も円珠も好感をおぼえなかったし、風月としては今後のご主人様の動向の方に関心が強く、当のご主人様は異邦の友人に会う覚悟を決めかねていたのであった。
　ブラウスとハイウエスト・ロングスカート姿に着替えた和佐は、一足お先にホテルを出ようとする円珠を見送った。彼女は若草色のチェックのワンピースを身に纏い、脇にキノコアザラシのポーチを提げている。円珠はこの後、父親とショッピングを堪能し、それから暁音と雪葉と合流して、そのアザラシのコラボカフェを訪ねる予定らしい。
　妹からの「また学校で」の言葉を受けたとき、和佐の胸の内に妙なむず痒さをおぼえた。決して悪い感触ではないが、このような気恥ずかしさにも似た感覚をおぼえたのはいつ以来のことであろう。
　父親とともに後輩の友人がホテルを出るのを、白髪の姉様は穏やかな表情で見届けたが、そのかんばせも長くは保たなかった。円珠の姿が見えなくなると同時に、エレベーターの扉が開き、異邦人の賑やかな日本語が響いたからである。
「Ｏｈ！　レイ、フウ、カズサ。おはようございます！　ワタシ寝坊して、危うくチェックアウトの時間、過ぎるところでした」
　そう言う割には、三枝キャリーの身なりは綺麗に整えられていた。
　彼女は水色のストライプシャツに黒のパンツスーツという格好であった。ネクタイはしておらず、一番上のボタンを外した胸元は魅力的な谷間の線を描いている。大きさで言えば一条和佐に引けを取らず、黎明としては昨日の情事を思い返され、この場から逃げ出したい衝動に駆られるのだった。
　もっとも、実際に逃亡するわけにもいかず、露出を抑えた白のロリータドレスに着替えた聖花さまは、一呼吸おいてキャリーと向き合って挨拶した。
「そう言えば、キャリーはどちらへ向かわれますの？」
　表情は友好的だが、社交辞令な空気は隠しきれていない。
　一方で英国美女の反応は、いたって気さくであった。
「もちろんレイの行くとこまで！　……と言いたいのですが、今日は撮影の時間があるのでした。イギリスの雑誌見た日本の出版社さんが、ワタシのことぜひを使いたいと」
「まあ、素晴らしいではありませんの！」
　このときの黎明の驚きは正直であった。
「キャリーならさぞいい画えが撮れるのでしょうね。おめでとうございます」
「Ｏｈ、ワタシもです！　完成した暁には百部でも千部でも贈って差し上げますですよ」
　それは在庫処理と言うのではないかしら……と和佐が呆れたのも束の間、キャリーが感極まった様子で黎明に抱擁しようとする。和佐の中で憎悪と殺意が瞬時によみがえったが、最悪の光景が実現される前に、メイド服の風月が飛びかかるキャリーを制していた。
「……キャリー様」
　普段のクラシカルなメイド服に着替えられた喜びもあるのだろう。風月の動作は、心なしか軽やかに見えた。それでいて一切の隙がない。
「昨夜の忠告、もはやお忘れではございますまい？」
「お、Ｏｈ……もちろん心得てますですよ」
　引きつった笑みでキャリーは一歩退く。その忠告が何なのか、和佐は聞く気にもなれなかった。
　彼女は最初から、自分の姉がこの英国美女と肉体関係を結んでいると確信していた。昨晩もそうだったのだろう。円珠の部屋に突如として現れた彼女を姉のもとへ追いやったのは、他ならぬ自分自身なのだから。何もなしで終わったとは考えにくい。
　平淡なやり取りを経てキャリーがようやく去ってくれると、黎明は追い払ってくれたメイドに対して礼を述べた。
「ふうちゃん、感謝いたしますわ」
「いえ。ご主人様のお気持ちを汲んで行動するのがメイドの務めですから」
　そのご主人様は限りなく疑わしい目つきでメイドを見つめた。お気持ちを汲んだのなら、昨晩背中やうなじを舐め上げたのは何だったのかとよほど言いたかったが、妹の前でそんなことを打ち明けるわけにもいかない。
　その風月にうながされてご主人様は妹とともにピンクのアルトラパンに乗り込む。昨日と異なり、黎明は今度は助手席に収まっている。後部座席に座ろうとしたのを妹に拒否されたからであった。
「黎明は助手席まえにして。窮屈でたまらないわ」
　その時の妹の灰色の瞳にほとばしった敵意に、黎明はたじろいだ。妹が抱いているであろう疑惑が、この時は紛れもない事実であったからである。だがそれを打ち明ける勇気を、黎明は持ち合わせていなかった。
　車を発進させてすぐに、和佐は初めて知った異邦美女について姉に問いただした。
「それで、あの女は一体何者なのよ。先ほど撮影とか言っていたけれど」
「キャリーは大学に通いつつ、モデルとしても活動してますの」
　黎明の口調は過剰に慎重だった。
「短期大学時代の知り合いということは、彼女の大学はハーグリーヴス？」
「ええ、ええ。まさにそうですわ」
「妹相手に極端に身構えてどうするのよ」
　冷然と和佐は姉の態度に毒づいた。
　和佐にとってハーグリーヴス大学は関連の薄い場所であるが、その附属校であるハーグリーヴス女学院となると、事情は異なる。聖黎女学園の姉妹校の一つであり、女学院からエスカレーター式に大学に進学できるシステムは、狙ったわけではないだろうが聖黎女学園を彷彿とさせる。和佐は姉ほどではないが流暢に英語を話せたため、女学院から来日した留学生の相手を任されることがあったのだ。
　黎明と風月は短期大学在籍中、ハーグリーヴス大学に半年間留学していた。最初の一ヶ月は寮で過ごしていたが、キャリーと知り合ってからは双方の希望により、彼女のところにホームステイするようになったという。
　黎明の留学事情に関して、和佐はあまり詳しく把握していない。姉が触ってくれないことで不信感が募っていた時期でもあったため、英国滞在記に関して進んで耳を傾けようと思わなかったのだ。
　自業自得と言えばそれまでだが、こちらが詮索しないのをいいことに、姉が他の女と懇ろになって、それを隠していたのかと思うと、和佐の中に、ふさぎ込んでいた当時の鬱屈さがよみがえるかのようであった。
　ぎらつかせた灰色の双眸をフロントガラスに反射させながら、和佐はさらに直接的な質問を投げかけた。
「それで、あなたは昨晩キャリーと関係を結び直したわけ？」
　黎明は全神経を集中させて、衝撃と動揺を内面のみに留めた。少しでも不穏な反応を示したら、指摘が事実であるとさとられてしまう。だが、聡明な妹にとっては沈黙する姉の態度は無駄なあがき以外の何物でもなかった。
「どうせ私に触れられない寂しさを、他の女で紛らわせようと思ったのでしょう。入寮期間には編入生にも襲っておいて、何今さら清純ぶって隠そうとしているのよ」
　この指摘に興がったのは運転席のメイドの方であった。
「おや、岬様からそのことをうかがったのですか？」
「そうよ。いきなり襲いかかる点は問題だけれど、テクニックに関しては申し分ないと評価していたわ」
「……何とももはや、実に岬様らしいご感想ですね」
　風月は深い苦笑をたたえたが、黎明は笑うどころではなかった。岬のことを知られた以上、キャリーのこともひた隠しして何になるのかと判断し、彼女はシートの陰から後部座席を覗き込んで、固い声で呼びかける。
「ねえ、エミリー……どうか、わたくしの話を聞いてくださらない？」
「社交辞令として聞くわ。言ってごらんなさい」
「エミリーがお察しの通り、わたくしは昨晩、キャリーと一夜を共にいたしましたわ……」
「それは知っているわ。そもそも黎明の部屋の番号を教えたのは私だもの」
「でも、わたくしがキャリーと身体を重ねたのは彼女と愉しむためではありませんの。あの子と一番の関係になれば、エミリーへの過剰な愛情も薄まることになって、あなたに触れることができるのではないかと……」
　掛け値なしの本心であったが、意中の相手に触れるために他の女に浮気するなど、まさに狂人の理屈だ。主張のおかしさを自覚しているため、黎明の声は自然と弱々しいものになってしまい、妹の眼光が冷ややかになるのも無理からぬものだった。
「無理をしなくていいわ、黎明」
「エミリー……？」
「私に気を遣って変な言い訳しなくていいって言っているの。大体、本当に私のためと言うのなら、なぜそこまで自信のなさそうな口ぶりで話すのよ」
「そ、それは、エミリーが簡単には納得しないだろうと思って……」
「努力すれば納得させられると思っている時点で、あなたの甘さが透けて見えるというものだわ」
　すっかり気分を害してしまった和佐は、さらに言い募ろうとする姉をわざとらしく無視し、運転席のメイドに呼びかけた。
「そう言えば、風月にも聞きたいことがあるのだけれど」
「なんでございましょう？　お二人の情事をお止めにならなかったこととか？」
「違うわ。風月も黎明と同室だったわけでしょう。あなたはキャリーに襲われなかったの？」
「そのようなことを許すとでもお思いですか」
　楽しげに応じたが、それ以上に風月の口調は辛辣である。
「キャリー様には身体を重ねる意志はないという旨をきちんと説明いたしました。加えまして、ご主人様とお嬢様は姉妹水入らずで休暇を過ごすため、無用な接触はご遠慮いただくよう、併せてご忠告させていただきました」
「それで素直に応じるかしらね。引き上げる振りをして黎明の部屋に乗り込もうとした女でしょう」
「現に私は襲われませんでしたので、効果は期待できるかと。キャリー様は最後まで名残惜しそうにされておりましたが、納得させるすべは心得ておりますゆえ」
「黎明はそれを持っていなかったわけね。いえ、最初からあの女を誘いかける目的なら、あらがう必要もないということかしら……」
　毒刃を込めて言い放つ。それ以降、薄桃色のアルトラパンは曇天色の沈黙に覆われることとなり、白い髪とドレスの美女は見た目の華やかさとは裏腹に、苦悩に心が揉まれ続けている有様だった。
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　三人の目的地は、新原しんばらと呼ばれる街の中にあった。秋ヶ原同様、若者の間で絶大な人気を誇っており、流行とファッションの最先端の地として、メディアからたびたび取り上げられている場所である。
　繁華街の外れの駐車場に車を停めると、白髪姉妹とそのメイドは歩いて目的地まで向かった。裏通りの間にある、さらに細い道、普通の人ならばまず目を向けないであろうか細い通りの先に、彼女たちが懇意にしている店は存在した。
『クラウンアリス』の看板が立てられたその店は、一見すると、うらぶれた英国の古民家を連想させた。新原の街においては限りなく地味なたたずまいだが、『知る人ぞ知る名店』というものは得てして自らを外装で誇示したりしないものである。
　扉を開けると、内装は驚くほど洗練されていた。
　壁紙の配色は明るく、天井からはシャンデリアがぶら下がっていた。店内をぐるりと見回すと、華やかな意匠の来客用テーブルや裸のマネキンがうかがえ、ガラス棚の中にはレースや生地のサンプルが陳列されている。カウンターの向こうは別の場所に通じているらしく、扉の代わりに分厚いカーテンで隔てられている。
　三人がしばらく待っていると、そのカーテンが重々しく開かれ、店の人と思しき女性が前に姿を現した。
「おお、黎明か。よく来なすった」
　口調こそは完全に老婆のそれだが、外見は円珠と同い年くらいの少女に見えた。
　落ち着いた声の持ち主は、可憐だが独特な格好をしていた。何せ、全身をゴシックロリータで包み、頭には魔女のものと思しきとんがり帽子、手にはＲＰＧロールプレイングゲームに登場しそうな木の杖を持っているのだから。
　普通の人が見たら面食らうに違いないが、相手は白髪の美人姉妹とそのメイドである。魔女の格好ぐらいでは非現実感において押され気味というのだから恐ろしい話だ。
　ゴスロリ姿の小柄な魔女は、柔らかな髪を青銅色に染め、カラーコンタクトレンズで瞳を飴色に変えていた。見た目は幼いが、瞳に宿した知性は外見にとことんそぐわない。
　心身ともに神秘的な魔女になり切っているこの女性を、和佐は知っていた。中等科の少女並みの見た目だが、黎明や風月とともに聖黎女学園を同期で卒業した女性である。名前は栗乃凛くりのりん。
　凛はオーダーメイドの衣装店『クラウンアリス』の店長で、二十歳にして衣装製作の腕は卓絶したものがあった。専門はロリータ衣装であるが、リクエストに応じて風月のようなメイド服や和佐のようなシックな衣装も手がけてくれる。一条家の面々にとって、ゴスロリ魔女の店は揃いも揃ってお得意様というわけだ。
　カウンターを通り抜けた凛は、呆れた表情を浮かべて黎明の胸を杖で小突いた。
「おぬし、しばらく見ないうちにまた胸が育ったようじゃの？　まったく、その歳になってまだ膨らむか。今までわしがあつらえた衣装もそろそろきつくなっているであろう」
　白髪の優美な馴染み客は、自身の豊かな胸をさすりながらにこやかに返した。
「ふふ、まだまだ余裕ですわ。でも、凛ちゃんに新作のアイデアがおありなら是非試させていただきたいですわね」
「そうでなくてはの。それで、和佐、風月、おぬしらはどうする？　代わり映えのない衣装ばかり頼みおってつまらんぞ」
「誠に申し訳ありませんが……」
　風月はかつての学友に対して力強い笑みをほどこした。
「私にとって凛様の逸品はこのメイド服と確信しておりますので」
「むう、褒めてくれるのは嬉しいがのう……」
　不本意と言わんばかりに、凛は頬を膨らませる。とは言え、無理に衣装を勧めることは彼女の商業の道にもとった。加えて、回答する風月の意志の堅さを見ると、食い下がっても無駄なのは自明である。
　風月としては彼女のメイド服が至高というのは紛れもない本心であったが、同時に、彼女からコテコテの衣装を着せられる隙も与えなかった。夜会用のドレスでも辟易していたというのに、ご主人様のような甘ったるいフリルのドレス姿になると考えると気が滅入るどころでは済まない。
　今の和佐も、姉のような衣装は好かないはずであるが、なぜかその彼女は声、態度ともに拒絶の意を見せつけようとはしない。
　そこにつけ込むように、凛が飴色の流し目で問いかけた。
「和佐よ、おぬしはどうする？　見れば随分と浮かない顔をしておるではないか。華やかな衣装を着れば、多少は晴れやかな気分になれるかもしれんぞ？」
　和佐は美しいかんばせに緊張が走った。三人のＯＧから好奇の視線を受けながら、彼女は確かに迷っていた。苦悩の内容は衣装を着るか否かのみにとどまらなかったが、そこまでは周囲に知らせる必要はないだろう。
　かけられた質問に対してのみ、白髪少女は決断を下した。
「そうね……せっかくだからお願いしようかしら」
　黎明と風月は驚いた。和佐が凛好みの衣装を着たがるはずがないと、白髪の姉ですら予想していたからである。勝手に発注した妹向けの衣装も箪笥の肥やし状態だというのに、一体どういう風の吹き回しなのだろうか。
　一方、和佐が乗り気になったことで凛は手を叩いて喜んだ。
「よう決めた！　和佐の相手はわし自らがいたそう。黎明の採寸は優秀な使い魔に任せるのでの」
　つまりは『クラウンアリス』の従業員ということだ。ゴスロリ姿は店長の凛と共通しているが、フリルは控えめであり、とんがり帽子の代わりにローブを目深に被っている。
　話がまとまると、一同はカウンターを通り、分厚いカーテンをくぐり抜けた。
　カーテンの向こうは狭い通路になっており、扉がいくつも連なっていた。和佐は凛と、黎明と風月は使い魔……もといスタッフに連れられて、それぞれ別の部屋に入る。内装は小規模なドレスルームといった感じの風情だ。
　魔女の店長は巻尺を取り出すと、さっそく採寸に取りかかろうとした。
「ふむう、その服では正確なサイズは測れぬの。ちと脱いでくれんか」
　和佐の全身がこわばる。自分から希望しておきながら、服を脱がなくてはならない点を完全に失念していたのだ。
　初めから採寸されることがわかっていれば、あらかじめ服の下に無難なものを着込むことができたのだが、今回の採寸は場の勢いで決めたところが大きかった。
　なぜ凛の誘いに乗ったのか、和佐は今さらながら自分の決断に疑問を感じていたが、恐らくキャリーの登場によって最適な判断が下せない状態にあったのだろう。魔女の店長の言う通り、気分を変える必要があると自分に言い聞かせる。
　凛の職業意識の高さは知っていたが、それでも和佐がブラウスのボタンに手をかけるまで、随分と時間がかかったものだ。変態淑女の笑顔が思わず脳裏にちらついたが、即座に追い払うと、恥ずかしさをごまかすように一気に服を脱ぎ出した。
　そして、ついにタイツと下着のみの姿になると、凛の口から素直な感嘆の声が漏れた。
「ほう、これはこれは……」
　込み上がる喜びは、むろん、変態淑女のそれとは異なる。最高のモデルに巡り会えたこと、加えて彼女のために衣装をしつらえられる期待から生じたものだ。どのような布地で覆うかと同時に、この流麗な体躯の線をどのように活かすかという職業的せめぎ合いに、凛は心を躍らせている。
「さすがは黎明の妹だの。実に衣装の作り甲斐のある体躯をしておる。採寸の結果が楽しみだの」
　声をはずませつつ、凛は白髪少女の肢体に巻尺を当て始めた。平べったい細い蛇が、バストやウエスト、黒い繊維に包まれたヒップ、太ももに次々と這いつき、触感を受けるたびに和佐は神経をざわつかせた。風月の採寸はさすがに慣れているが、彼女以外の相手となると、どうあっても警戒心が鎌首をもたげずにはいられない。
「まさかこうしておぬしの身体を直に測る機会が得られるとはのう。今までは風月からもらったデータを基におぬしの服を直していたのでな。どれ、何かリクエストはあるか？　言ってみるが良い」
　警戒心を解きほぐそうとしているのか、凛の呼びかけは親身であった。だが、魔女の気遣いもむなしく、和佐の次の発言は勇気を極めた。
「リクエストと言うか……着ている姿を見せたい相手がいますので」
「なんと！」
　凛の巻尺を持つ手が止まった。
「おぬしの口からそんな言葉がでるとはのう。しかも、その口ぶりからして黎明ではないな？　ついに、おぬしにも親しい相手ができたということか！　ふむ……心を閉ざしてから、実に長い時間であった」
「……ええ」
　和佐が口にしたのは、それだけである。内心でいくつもの感情が踊り回っていたが、一つ確実に言えることがある。昔をやたらと懐かしむ店長の姿は、口調と同じく、年寄り臭いと言うほかない。
　その魔女は白髪少女の皮肉に気づかぬ様子で、飴色の瞳をきらめかせていた。
「では、その者について、さらにうかがわねばならぬの。相手の好みがわからねば理想の衣装を作ることはかなわぬ。決して野次馬根性から聞いているのではないぞ！」
『社交辞令』の単語が脳裏をかすめたが、口に出すことはできない。次に放つ言葉はさらに勇気を有したからであった。
「相手は……同い年の清楚の皮を被った変態の少女です」
「ヘンタイとな⁉」
　驚きのあまり、凛の声が裏返る。
　和佐としても、どうしてここで岬の名前を出したのか不思議でならなかった。見せつける相手なら円珠でも良かったはずなのに、この瞬間、和佐の候補に彼女の名前はなかった。円珠とは、恋人ではなく妹のような存在として親交を深めたいと思っていたのである。
　自身の判断の理由を、和佐は考えてみたた。岬の気を引こうと考えたのは、キャリーの存在を隠した姉に対する反発であることに間違いはない。そのために変態ルームメイトとくっ付こうという発想は、過去の和佐からすれば狂気の発想であるが、馴れ馴れしさと変態的な面を除けば、岬に対して和佐は角を立てることが少なくなっていた。こちらから誘いをかければ、篭絡させることはたやすいだろう。
　驚きと好奇心がひとまず落ち着くと、魔女の店長はたちまち職人の顔に戻った。
「なるほどのう。ただの変態娘であれば、ひたすら扇情的な衣装に仕上げれば済むものだが、その者は自身の清楚さで性癖を隠すすべに長けておるのだろう？　ならば露骨なあざとさを見せるより、通な者にしかわからぬような色香を見せた方が有効であろうな。おぬしにも色々意見を聞かせてもらうぞ」
「……わかりました」
　正直なところ、何を着たところであの編入生なら狂喜乱舞すると思うが、一度決めた以上、和佐も徹底した性格である。
　岬よりも自分自身のために、満足のいく衣装案をいくつか頭に思い描いた。
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　黎明は初めからクラウンアリスで採寸を受けるつもりであったため、白いドレスの下にキャミソールとズロースを着込んでいた。店に行く予定は妹エミリーにも告げてあったから、タイツと下着のみの姿を強いられた点で文句を言われる筋合いはないはずだ。恨まれるとすれば、もっと別の理由からであろう。
　ローブ姿のスタッフによる採寸が終わると、黎明はその格好のままで化粧台のスツールに座り込んでいた。いったん部屋を出たスタッフと入れ替わりに風月がハーブティをトレイに乗せて現れる。採寸中にいないと思えば、どうやらキッチンと茶葉を使わせてもらったらしい。
　化粧台のテーブルの上にトレイを乗せ、風月は主人にささやいた。
「今のご主人様の無防備な姿を見ると、昨晩キャリー様に犯された様子がまざまざと思い起こされますね。その格好でよくもまあ何も感じずにいられるものです」
「いきなり何言いますのふうちゃん⁉」
　黎明はうろたえた。動揺をごまかすように急いで茶器を手にする。絶妙な温度で保たれ、熱さで中身をこぼす醜態はなさそうだが、ハーブティの味を堪能する余裕はむろんない。
　舌はともかく、身体は淡い熱気が駆け巡り、黎明の精神にひとまずの落ち着きが戻りつつあった。だが、その落ち着きもメイドの次の宣告で無に帰すかと思われた。
「そのキャリー様の件ですが……ご主人様がお嬢様より愛せるとは到底思えません」
　黎明の美しいかんばせに衝撃がはしる。音を立てて茶器を置くと、睨むように手厳しいメイドに金の視線を向けた。
「なぜ……そんなことをおっしゃいますの？」
「見たままの印象を述べたまでです。キャリー様への愛はお嬢様や火影に対するそれとは異なります。身体を重ね合うことを愉しんでいるようでは、お二人の足元にも及ばないかと」
「べ、別にわたくしはキャリーと愉しんでなんか……」
　主人の狼狽を無視して、風月はさらに続ける。
「私が思うに、貴女様が火影やお嬢様に異常な執着を見せたのは、お二人を完全に支配できると確信しているからではないでしょうか？　その一方、キャリー様はどうあがいてもご主人様の思い通りになるような相手ではない……。ですが、身体の相性だけは良いため、ご主人様もあの方を心から愛せると錯覚しておられたのでしょう」
「聞き捨てなりませんわね。その発言」
　黎明のかんばせに殺意の気配がただよい始めた。彼女は過去にメイドと意見を衝突することが何度かあったが、これほどまで白髪の美女が怒りをあらわにすることはかつてなかった。
「わたくしがあの二人を支配、ですって？　まるでわたくしがエミリーとひいちゃんをただの玩具としか見ていないような物言いですわ」
　夕霧火影のことを黎明は今も変わらず「ひいちゃん」と呼び続けている。彼女への愛情は失踪されてなおも薄らぐことがない。その感情を支配のための道具と曲解されるのは、いくら風月相手でも腹が立った。
　もっとも、憎悪の感情は一方的なものではない。親友のメイドの耳を食いちぎっておきながら、なおも最愛の人ヅラする主人に、風月は改めて態度を冷ややかにさせた。火影に対する主人の贖罪はまだ一割も満たしていないと、復讐を誓ったメイドは思っている。
「ご主人様のいかなる言い分も、火影の耳を奪った現実の前ではささやかなこと。いずれにせよ、ご主人様の努力は無駄足に終わることでしょう。お嬢様が急に採寸を希望した理由を今一度お考えいただきたい」
　黎明もその点は気になっていた。キャリー登場の後でのこの判断だから、前向きな動機であるはずがない。衣装を新調してもらうにしても、それを見せつける相手は自分とは思えなかった。
「まさか……岬ちゃんのために？」
「そう考えるのが妥当でしょう。好都合ではないですか。ご主人様がお嬢様から離れようとするように、お嬢様もまたご主人様から距離を置こうとしているわけです。お二人が触れ合える日もそう遠くはございますまい」
　それは黎明にとっても本懐でもあるはずだが、悪意たっぷりに言われると素直に同調できなかった。
　やがて『クラウンアリス』のスタッフが衣装を持って戻ってきた。夏に着るものということで、白のワンピースの製作を凛に依頼していたのだ。むろん、依頼人の嗜好に合わせてフリルとレースがふんだんにあしらわれている。
　黎明は気力で表情を好意的なものに戻し、衣装を持ってきてくれたスタッフにねぎらいの言葉を投げかけた。着替え終わるまで待ってほしいとスタッフを下がらせると、黎明の方から風月に対して意見をした。
「エミリーがわたくしと心を同じくしているのでしたら願ってもないことですわ。わたくしは必ずあの子と身体を共にいたします」
「随分と都合のいい解釈をいたしますね。今のご主人様の横暴をお嬢様がお許しになると思いますか？　キャリー様の存在を黙っていたうえに、昨晩の情事までひた隠しになさっていた、貴女様を？」
　毒の塗られた氷刃となって、風月の言葉が黎明の肺腑はいふをえぐる。ズロース姿の白髪の美女はうなだれた。半ば自分が蒔いた種とは言え、あまりにも不利な事実が多すぎる。
　メイドは静かに怒りながら、さらに畳みかけた。
「いい加減ご自覚なさいませ。貴女はご自分の名誉のために他人を欺き続けている愚か者に過ぎないのです。聖花の名声も、姉としての羨望も、すべては醜い本性を隠すための偽りのもの。いずれすべての化けの皮が剝がれ、生徒たちの前で醜態を晒すことになるでしょう。そして、一同から失望と失笑を買うことになるのです」
　黎明はスツールから立ち上がった。事実がどうあれ、これ以上の侮辱は聞いていられなかったのである。
「ふうちゃん、やめて！　これ以上そのようなことを言うと……‼」
「許せないと仰いますか？　どうぞ、ご自由に。すでに勝負の決着はついていますし」
「え……？　っ⁉　うぅッ……⁉」
　事情を問いただす間もなく、突如として、黎明の身体に異変が生じた。
　肢体を大きくよろめかせ、かんばせに苦悶の表情を浮かべながら声を震わせる。
「ふ、ふうちゃん……ハーブティに一体何を……」
　メイドの美女は悠然としたたたずまいと口調で言い返した。
「断っておきますが、私が混入した量は規定の半分も満たしておりませんから。それでいてこの反応とは……やはり貴女は女体を重ね合わせることしか関心のない牝虎めすとらだ」
　決めつけられても、それに反論する余裕は黎明にはない。ハーブティの効用とは明らかに異なる微熱が身体の中で広がり、むず痒さに似た疼きに、ズロースに包まれた股座を無意識にこすり合わせた。
　風月は無情そのものの態度で言い放つ。
「それでは私はお嬢様の様子をうかがうため失礼いたしますよ。せいぜい、キャリー様と悦びあった夜でも思い出すことです」
　勝手にメイドが退室し、それから間もなく入れ替わるようにしてスタッフが戻ってきてしまった。ローブの下で驚きの表情を示している。すでにワンピースに着替え終えていると思っていたのであろう。部屋を出た風月から「お召し替えが終わりました」と吹き込まれたのかもしれない。
　黎明は慌ててワンピースを着込み、スタッフに対してぎこちない笑みを浮かべた。彼女からの賛美の言葉を、黎明は半ば聞いてはいなかった。風月に盛られた薬の効果は着実に黎明の理性を蝕み、全身がピンク色を帯びるのではないかと錯覚したほどだ。
　スタッフがワンピースの衣装を調整し、さらにミュールやらアンクレットやらを用意して、麗しの白髪美女を着飾っていく。唯一不釣り合いなのは、着た当人の心構えであるのだが、それに関して責任を取られるのは不本意極まりない。
　姿見の前に立たされると、黎明は思わず胸が騒いだ。薬の影響がかんばせなどに出ているのではないかと恐れていたからである。今のところ、その危惧は黎明の自意識過剰で終わっており、顔色も表情も十分に取り繕える余裕があるものだった。
　内心で胸を撫で下ろす。だが、その油断が彼女の崩落の始まりであった。
　空いた心の隙間にキャリーと繰り広げた情事が滑り込む。照明を消したベッドの上で、都心の夜の明かりが影に包まれた彼女の肢体を浮き彫りにさせた。パーティ用にまとめた金髪を腰まで流し、赤い下着を披露しながら小悪魔の笑みを浮かべる。
　平時の快活な笑顔との対比が黎明の様々なためらいを打ちのめした。夢中で金髪の友人をむさぼったが、火影の時のような狂気はなく、愉悦だけを残して情事は終了を迎えたのだった。
（……っ、うくぅぅ……ん、ダメぇ……ん）
　黎明は快楽の沼に引きずり込まれそうになって辛うじて踏みとどまった。人前でワンピースやズロースを濡らしてしまうなど冗談ではない。
　だが健闘もむなしく、それどころか昨夜の悦楽の記憶はさらに鮮明に黎明の理性に食い込んでくる。風月の言葉に乗せられたと思いたくないが、弁解しても優雅に嘲笑されるだけである。
　ついにスタッフも美しい顧客の異常を察し、職務を中断して声をかけた。
「お客様、どうかなされましたか……？」
「な、なんでもありませんわ。あ、いえ、そうですわ。少しおトイレを貸していただけませんこと？」
「は、はい、かしこまりました」
　当惑しつつも、店員として客の事情を詮索できるわけがない。まさか魔女の店長の助手も、セレブリティなお客様が自身のメイドに媚薬を盛られているとは思わないだろう。
　商品のワンピースを着たまま、黎明はトイレの個室に駆け込んだ。便座に腰を落ち着けたときには、すでに発情は破裂寸前までせり上がっていた。
　商品を濡らさぬよう、ワンピースのスカートをまくり上げ、ズロースもずり下ろす。そして可能な限り声を殺しながら、芯までくすぶっている欲情を発散させるため、黎明は自身の極上の肢体をこねくり回したのだった。

　　　　　Ⅳ

　幸運にも、黎明の痴態は『クラウンアリス』の面々に気づかれることはなかった。白髪美女は何食わぬ顔を装ってワンピースやアクセサリーを買い上げ、店長の凛に別れを告げた。和佐の希望した衣装は来月あたりに完成して届けられることになっている。
　ピンクのアルトラパンが都心を去り、紅金市の屋敷へと帰還した。
　時刻はすでに午後二時を過ぎており、遅めの昼食を済ませてから、白髪姉妹はそれぞれの部屋に戻った。その間、二人の間に交流はなく、静寂を平然と受け入れていたのはメイドの風月だけであった。
　動きが生じたのは、夕食を摂った後のことであった。
　妹に続くかたちで席を立った黎明は、急いで彼女に追いすがった。少なくとも、姉の方には妹をないがしろにするという意思は存在しない。ただ、不都合な事実を知ってしまった和佐にどう向き合えばいいか、判断がつきかねていたのである。
　呼びかけられて、和佐は陰気の強い表情で振り返り、硬質な灰色の瞳に改めて不信の光を宿らせた。意地でも口を開くまいという態度が明確で、必然的に黎明の方から話題を切り出すこととなった。
「ねえ、エミリー……」
「何よ」
「えっとね、凛ちゃんに一体どのような衣装を依頼したのか気になりまして」
「そんなことでいちいち声をかけてこないで」
　キャリーのことをどう思っているのか踏み込めない弱腰の姉に、妹は冷然な態度で突き放した。
「教えるつもりはないわ。あなたに見せるために着るのではないもの」
「……岬ちゃんですのね」
「いけない？」
　和佐は白髪をかき上げ、背を向けて部屋に戻ろうとする。
　黎明は声を張り上げた。
「待って！　岬ちゃんのためだと言うなら、もう少し他の服も見てみませんこと？　もしかしたらタンスに眠っている物の中に岬ちゃんの気に入りそうなものがあるかもしれませんし」
　意表を突かれて、和佐は改めて姉と向き合った。姉が勝手に依頼した服の存在などすっかり忘れ果てており、一度も見たことのない衣装もかなりあることだろう。黎明の態度は気に入らないが、一目見る価値ぐらいはあるかもしれない。
「わかったわ。とりあえず見てみる」
　和佐や黎明の部屋にもクローゼットは置かれてあるが、普段着ることのない服などは専用の衣装部屋に眠ってある。管理は風月が完璧に行なっているため、傷んでいる可能性については心配いらなかった。
　姉の視線がわずらわしいと感じつつも、和佐は一つ一つの衣装を丹念に観察した。もともと自分の好みではなく、黎明と凛のＯＧコンビが「着せたい」というコンセプトでこしらえたものだ。コテコテのフリルやレース、リボンのついた衣装ばかり見せつけられ、岬好みの代物を見つけるという目的も忘れ、和佐は検分を中断してしまった。
「駄目。どれもピンとこないわ。あいつなら私が何を着ても喜ぶでしょうけれど、いずれの服も、私を引き立たせるものとしてふさわしくない……」
　理想高き白髪乙女の嘆息に、黎明はおずおずと対応した。
「エミリーは岬ちゃんが一番喜びそうなものを凛ちゃんに依頼したのでしょう？　この中にそれと似ているような服はなかったのかしら？」
「ないわね」




　にべもなくエミリーは言い放った。




「そもそも、あなたたちが用意した衣装は私の要望を通してないものばかりでしょう。少しでも好みがあると踏んでいた私が浅はかだったわ」
　無駄足とばかりに苛立つと、白いドレスの美女はどちらが姉かわからないような態度で妹の反応をうかがった。
「……あの、もしかしてエミリー、わたくしのこと怒ってます？」
「もしかしなくても怒っているわよ。私というものがありながら、他の女にうつつを抜かして、それを黙っているとはね。火影の件と一緒じゃない。あなたは私の気持ちをどう見ていたの」
　黎明は身をすくませた。五年前の火影の耳の事件は、当時十歳の和佐に話すのは残酷すぎるということで打ち明けず、そのまま告白の機会を逸してしまったものだが、キャリーの件に関しては言い訳しようがない。和佐が円珠に語ったとおり、妹に触れられない寂しさを他の女で紛らわしていたのだから。いかなる弁解も、気難しい妹の機嫌を好転させるにはいたらないであろう。
　その気難しさを保ったまま、白髪少女は扉に目をやった。姉に背を向けるかたちとなり、その状態のまま和佐はぽつりとつぶやいた。
「……まあ、もう私に黎明を責める資格はないのでしょうけれど。これから私は岬に浮気することになるのだから。黎明がキャリーになびくように、私が岬にうつつを抜かせば、触ってもらえる可能性もずっと高くなる計算になるわけでしょう？」
　黎明の心は揺らいだ。妹の性格を熟知している彼女は、妹が完全にルームメイトの編入生に傾倒するとは思っていない。だがそれでも、和佐の口調はその可能性を感じさせるような何かがあったのだ。もしかしたら、妹エミリーが自分を見捨てて、彼女に心を完全にゆだねてしまうのではないか、と。
　自分の方から先にキャリーに心と身体を許したというのに、黎明は妹の心変わりを恐れた。まさに身勝手の極みであるが、このときの聖花さまは自己を省みる余裕などなかった。
「エミリー……っ！」
　妹が扉の取っ手を引いて外に出ようとしたとき、黎明は動いた。ドレスの裾をはためかせながら駆け寄って、無我夢中に手を伸ばす。
「…………ッ⁉」
　白髪少女は背後から姉の抱擁を受けた。すべすべとしたドレスの触感が背中と肩に当たる。
　黎明の動悸は、和佐のそれの比ではなかった。以前、和佐の方から触れてもらった際は、後になって抑えていた興奮が暴発してベッドで大いに悶えたものだ。覚悟を決めての接触は黎明の中で猶予もなく発情に直結した。
（ああっ……エミリーのからだ、わたくしの手が、エミリーの柔らかな肌に触れている……！）
　眩暈をおぼえそうなほどの興奮と葛藤に苛まれ、黎明は和佐から離れることを忘れた。一秒ごとに頬の色みが増し、妄想が理性に食い込んでいく。最愛の妹を壁に押し付け、ブラウスとスカートを剥ぐ光景まで幻視したが、それが実現されることはなかった。
　和佐が勢いよく黎明の抱擁を払いのけたからだ。
「触らないでよ‼」
「え、エミリー……？」
　妹のあまりの怒気に、あれだけの黎明の怒気が引いていった。
　和佐は背を向けたまま、決死の覚悟で触れた姉に対して吠えたてる。
「どうせ、触れれば私が何でも許してくれるとでも思っていたのでしょう⁉　そのような理由で触れられたって少しも嬉しくないわ‼」
　黎明は胸をえぐられる思いをした。和佐の痛烈な非難は、こちらの無意識に繰り出したご都合主義を正確に言い当ててみせたのである。
　和佐はさらに畳みかけた。かんばせと声が、激しい感情で揺れていた。
「それに、それにっ……。こんなに簡単に触れるのなら、どうして五年前からそうしてくれなかったの⁉　私が苦しみに耐えてきた五年間は何だったの⁉　どうしてキャリーで慰めてもらう必要があったの⁉　あなたはただ、心の弱さを言い訳に自分の都合のいいことをしたいだけじゃない！　私を避けていた理由も、愛しているという言葉も、まったくもって信用できないわ‼」
　どさり、と膝の突く音が聞こえた。白髪少女のまっすぐな怒りはついにドレスの姉を物理的に打ちのめしたのだった。
　黎明は肩で息をした。その肩を両手で抱き、指の震えは収まりそうにない。
　やがて激しい呼吸のみを繰り返していた唇から声があふれた。それは、言葉ではなく嗚咽の音であった。
　白髪の姉のすすり泣きは一秒ごとに大きくなり、妹が静かにたたずんでいる中、衣装部屋に弱々しい弁解の言葉を響かせた。
「うっ、ううっ……違います、違いますわっ……わたくし、本当にエミリーに触れるのが怖くてッ……それでも、覚悟を決めて、トラウマを押しのけて、ようやく抱き締めることができましたのに‼」
　勢いよく顔を上げる。金の瞳からは涙の線が新たに伝い落ちている。
　黎明は、妹の言葉の一切を否定することができなかった。それでも、勇気を振り絞って触れた行為に対して一切の共感を示してもらえないのは辛すぎた。
　再び黎明がうずくまる。それゆえ、妹がバツの悪そうな表情で視線を逸らしている事実を知らなかった。認識したのは、最愛の妹のかけた無情な言葉だけであった。
「……私は岬と親しくすることにする。それが何を意味するかはお姉ちゃんが勝手に決めればいいわ。けれど、予想が外れたからといって、くれぐれも私たちに当たり散らすような真似はしないで」
　扉の閉まる音が聞こえた。黎明はひとり、衣装部屋で取り残されるかたちになった。
　行動がすべて裏目に出た聖花さまはやがて泣くことへの無為さをさとると、立ち上がり、ドレスの裾をはたいて衣装部屋を後にしたのだった。
　白髪の姉妹は最後まで気づくことがなかった。二人のやり取りを一部始終聞いていた者がいたことを。
　一条家の優秀なメイドは衣装部屋に向かう途中、偶然、接触を拒絶する和佐の叫びを聞いた。扉の前に控えていたのは野次馬根性からではなく、万が一ご主人様が暴走した際に即座に対処できるようにするためであった。
　お嬢様が対話を打ち切りあそばすのを確認すると、廊下の物陰に移動し、ご主人様が現れるのを待った。会話はせず、気配を殺して彼女の後をつけたが、蹌踉そうろうとした足取りを見る限り、わざわざ精神を尖らせる必要もなさそうである。
　白髪の主人が自分の部屋にまっすぐに帰還するのを風月は見届けた。
　妹の部屋に襲撃しないことに密かに安堵し、盗み聞きのメイドはわずかに開けた扉の隙間から主人の様子をうかがった。大きな変化が訪れたのは、覗き込んでからわずか二分後のことであった。見目麗しいご主人様は身につけているものをすべて脱ぎ捨て、ベッドの上でやりきれない想いをほとばしらせていたのであった。
「ふぁん！　エミリー！　どうして、どうしてぇ！　せっかく、勇気を出して触ってあげたといいますのに、それに対して、あんな仕打ちなんてぇ！　あぁん！　やぁぁんっ！」
　あまりの苛烈さに、さすがの風月も面食らわずにはいられなかった。お嬢様に触れたこと、そのお嬢様に冷ややかにあしらわれたことが何よりも強力な媚薬となり、黎明の心身を蛍光ピンクに染め上げたようである。
　風月の呆然自失は時間にしてごくわずかなもので、後に続く感情は、主人の痴態に対する盛大な呆れのみであった。
（まさか、恨み言を述べながら致してしまうとは……）
　嘆息しつつ扉を閉めたが、お嬢様のもとに飛びかからないだけでも上々だと風月は思い直すことにした。残りの家事を済ませて再び部屋を訪ねると、白髪の美女はベッドの上で全裸姿で果てていた。切なげな寝息を立てており、風月が美しいかんばせを覗き込むと、これまた切なげな寝顔を浮かべながら新たな涙の筋が浮かんでいる。一糸纏わぬ白磁の肌に薄汗が張りついていたが、張りついていたのは、どうやらそれだけではなさそうである。
「やれやれ、相変わらず駄目なお姉ちゃんですねえ。これで、お嬢様に言えない秘密がまた一つ増えてしまったではないですか」
　おどけたように言い放つと、風月はあらかじめ用意していたカメラで、主人の痴態の痕跡を一つ残らずフィルムに焼きつけたのだった。

　　　　　Ⅴ

　翌朝、和佐は重苦しい心のまま寮に戻る準備を整え、風月の運転するアルトラパンに乗り込んだ。
　結局、衣装部屋の確執以降、和佐は黎明と会わなかった。朝食の時も姉は姿を現さなかったが、彼女の様子をメイドに聞こうともしなかった。腹も立っていたし、それ以上に気まずさをおぼえていたからだ。
　桃色の車体が早朝の紅金市の街並みを駆け抜ける。和佐は助手席に収まり、隣の風月から深刻げな呼びかけを受けていた。
「お嬢様、ご主人様にご挨拶をなさらなくて本当によろしかったのですか」
　風月としては主人のことを聞かれない方が無駄な嘘を吐く必要がなくてかえって都合が良かったのだが、頑ななお嬢様の態度を見て口を出さずにはいられなかった。果てた後のご主人様の確認は後ほど改めてするつもりだが、さすがに行為の後始末くらいは一人で済ませられるだろう。
　和佐は風月の問いに直接答えず、代わりに別の質問を投げかけた。
「風月……あなたは黎明の心をどこまで理解しているの？」
「突然何をおっしゃるのです、お嬢様？」
　実際、質問の内容が漠然としすぎていて、風月は即答することはできなかった。信号で停車したのを機にメイドはお嬢様の顔を覗き込んだが、なおも応じる素振りを見せなかったので、やれやれとばかりに質問に答えた。
「むろん、ご主人様のすべてを理解していると申すつもりはありません。ですが、ある程度はあの方の動きを把握しておかなければ、とてもメイドなど務まらないでしょう」
　その主人のあられもない写真を撮って、いざというときの切り札にしようと考えているのだから、自分の白々しさに風月は内心、苦笑を禁じ得なかった。風月は主人と違って和佐に対して特別敵意は持っていないが、あらゆる点において正直である必要はむろんなかった。
　風月の揺るぎない信念を見て、白髪少女は悔しげにうめいた。
「……私、黎明の妹なのに、またしても隠し事をされてしまったわ。キャリーの存在を黙っておきながら、まだ私のことを愛していると平然と言ってのけてくる……。私は一体何を信じればいいの？　黎明を愛するためならば不都合な事実もすべて受け入れなければならないというの？」
「別にすべてを許さねばならない道理はないでしょう。現に私も火影の件で、あの方を初めから許しておりませんので。まあ、私情で職務に支障をきたすわけにはいきませんが」
　ご主人様への復讐や嫌がらせなどについては、ここでも風月は意図的に無視してのけた。
　信号が青になり、車が発進する。風月は再びお嬢様に問いかけた。
「お嬢様はあれだけのことをされてなお、ご主人様のことを愛しておられるのですか？」
「そうよ。私もおかしいと思うけれどね。でも、幼い頃から私が頼りにできるのはあいつだけだから……」
「ですが今は違いましょう。日生家のお嬢様とも親しげに話しておられましたし、何より岬様がいらっしゃる」
「あれは、頼りになるとは違うような……」
　円珠はどちらかと言えば守るべき存在であるし、岬との関係性は名状しがたいものがあるが、少なくとも頼り頼られの関係ではないと思う。
　だが、お嬢様の疑念を年上のメイドは否定する。
「頼るに値するお二人だと私は考えておりますがね。お嬢様にとってご主人様は信頼よりも依存の対象のように思えますので……。今の貴女様は岬様と円珠様の手を借りて、その依存から脱却し、ようやく新たな一歩を踏み出そうとしているところなのです。その好機を決してふいにしてはなりません」
「…………」
「この先お嬢様のすべきことは明白です。とにもかくにも、今のご自身の学校生活を心ゆくまで堪能してくださいませ。姉妹間の距離が正されることで、いつかお望み通り、お二人で身体を重ね合える機会がございましょう」
　これに対しては和佐は極めて懐疑的な反応を示した。
「別にそのようなことをしなくても、あいつは昨日、あっけなく私に触ってきたわよ」
「誠でございますか？」
　すでに事態を把握しておきながら、あたかも初めて知ったふうを装って風月はお嬢様に視線を向けた。
　好奇に満ちた藍色の視線に、和佐は衣装部屋でのやり取りを長々とつづった。その場所にいた経緯は風月も初めて知ったが（そもそもその点について彼女はあまり関心がなかった）、一通り聞き終えてなお、メイドの態度は変わらなかった。
「仮にご主人様がお嬢様に振れられたとしても、私としては現時点でのお二人の接触を容認することはできません。火影の件もありますし、もし万が一にでもお嬢様に危害が及ぶようなことがあれば、私はお二人のご両親に顔向けができなくなります」
　和佐は再び押し黙った。一条姉妹の両親は共に海外に出ていて、本邸に戻るのも年に数回という状態であるが、それでも家族間の絆を意識しなかったことはない。姉によって肢体に傷が入れられたと知られるのは気まずいにもほどがあった。
　だがそれでも、姉と身体を重ねられたのではないかという期待は、和佐の中から完全に消し去ることができなかった。過去に姉の部屋に夜這いをしかけ、それを風月に止められてしまったことがある。あのような無茶はもう懲りたが、もし襲撃に成功したら……と、空想せずにはいられなかった。
　両眼を閉じ、試しに自分を別の世界観に落とし込んでみる。だが、すぐにやめた。
　思い描いた人物が、すぐさま編入生のルームメイトに取って代わったからだ。
　夜這いを失敗した後に待っていたのは、不名誉な結末だった。風月に止められた、もとい気絶させられた後、その身体を変態淑女の編入生にゆだねられてしまったのである。あれはとんだ辱めであったが、その屈辱的な夜からもうじき一ヶ月が経とうとしている。その短い間にさらに色々なことが起こり、変態淑女に対する害意は以前ほどではなくなっていた。
（上野岬、か……）
　和佐は灰色の瞳に謎めいた光をたたえると、ピンクのアルトラパンが聖黎女学園に到着するのをただひたすらに待っていた。

　三号棟の２１７号室に帰還した和佐は、そこでしばらくの平穏をむさぼった。円珠も寮に戻ってきて、二人で思い出話に花を咲かせつつ、淡い充足感に満ちた二日間が過ぎていった。
　そして大型連休の最終日、一条和佐のルームメイトである上野岬が戻ってきた。
　最初に彼女を出迎えたのは円珠だった。朝食後の散歩で偶然、正門を通り抜ける彼女を目撃したのである。
　敬愛する岬姉様に、円珠はぬいぐるみを抱えたまま嬉々として駆け寄ったが、近くで彼女を見た瞬間、円珠の笑顔は凍り付いた。
　黒い三つ編みの姉様は、平時の彼女からは想像もつかないくらい異様な雰囲気をただよわせていた。清楚な顔に覇気がなく、プルーン色の瞳は曇ったビー玉のようになっている。
　心臓がすーっと冷たくなっていくのを感じながら、円珠は勇気と声を振り絞って、ただならぬたたずまいの先輩に呼びかけた。
「み、岬姉様……？」
「何」
　その瞬間、円珠の息をするのも忘れた。岬の声は重く冷ややかであり、沈みきった響きは、明るく人懐っこかった以前の面影はどこにもない。後輩少女に対する拒絶感も露骨であった。
　動悸が激しくなるのを感じながら、円珠は再度問いかける。
「あ、あの、岬姉様。何かあったのでしょうか……？」
「別に何でもないよ」
　声の深部から強い苛立ちが込み上がっている。悪質な冗談を見せられているではないかと円珠は自分に問いかけるも、それがタチの悪い演技でない証拠に、岬は円珠を無視してさっさと本棟に向かおうとしていた。
「岬姉様！」
　アザラシのぬいぐるみを片手で持ち替えながら、円珠は必死に岬の服の袖を引っ張った。必要以上に力がこもったのは編入生の苛立ちが後輩少女に伝染した証左だった。
「待ってください！　わたしのことを冷たくあしらうのでしたら、せめてその理由を教えてください！　いたらぬ点があれば直しますから……！」
「しつこいよ‼」
　岬は円珠の手を乱暴に振り払った。あれだけ姉様と慕ってくれた後輩の手を。
　あまりにも勢いが強く、円珠は地面に放り出されてしまった。尻餅をついたまま呆然とし、ぬいぐるみから手を離したことにも気づいていない。
　円珠は茫然として、濁った氷のような光をたたえたプルーン色の瞳を見上げた。岬はすでに突き飛ばした際の激情を引っ込めていたが、陰惨とした雰囲気は一切変わっていない。
「別に円珠が悪いってわけじゃないよ。ただ、あたしはもう、誰かと関わるのにうんざりしてるんだよ。そばにいたって何もいいことはないし、これ以上鬱陶しく付きまとってくるのはやめて」
　信じられなかった。
　目の前の先輩は、本当にあの優しい岬姉様なのだろうか？
　大型連休中の間に悪霊に憑依されたと考えた方がまだマシと思っていると、無情に言い放った岬姉様は興味はなしとばかりに円珠を無視して、そのまま本棟に向かって歩いていった。
　円珠は追うことができなかった。我に返ると、彼女はキノコアザラシのぬいぐるみを拾い上げ、それをきつく抱き締めながらしばらく立ち尽くした。涙が一気にあふれ、袖でいくら拭っても収まる気配は見せなかった。
「うっ、ううっ……なんでっ、岬ねえさま……どうして、どうしてっ……！」
　円珠は声を熱く潤ませた。たとえ岬姉様に何かがあったとしても、その変貌を受け入れられるわけがなかった。どうにか敬愛する先輩の心を救いたいと願っても、自分一人の技量と知識ではたかが知れている。
　となると、頼れるのはもう一人の姉様しかいない。
　白髪の姉様はいつも通り、図書館の禁帯出資料室にいるはずだ。
　決意とともに涙が引いていくと、円珠は目を真っ赤にさせたまま白髪の姉様のもとへ一目散に駆け出した。







第五章　離別の刻



　　　　　Ⅰ

　図書館の禁帯出資料室は今も昔も、和佐にとって一人きりでいられる貴重な場所であった。
　一時期は変態淑女の闖入によって蹂躙されかけたこともあったが、今では彼女も一応こちらの内情を気にかけてくれているようで、入寮期間以降、襲われるという痴態は一度も発生していない。
　禁帯出資料室は図書館の裏口に通じており、人の気配のないその場所は、かつて和佐と円珠の秘密の逢瀬の場所として利用された。関係がばれないために、円珠は図書館の外壁と塀の隙間をつたって裏口の姉様に会いに行ったものだが、現在では従来の通路を使って堂々と彼女のもとまで訪れていた。
　和佐はいつものように椅子に腰かけて難しげな本を読んでいたが、円珠の慌ただしい到来を受けて怪訝そうに顔を上げる。事情を尋ねる前にミディアムボブの妹が息も荒く報告した。
「姉様、大変です！　岬姉様の様子がおかしいんです‼」
「何を今さら」
　変態淑女について散々思い知らされている和佐はそう口にしかけたが、円珠の様子こそが気がかりだったので、黙って彼女からの報告に耳を傾けた。
　岬の変容を聞いて、さすがに白髪少女も表情を変えたが、それでもルームメイトとまだ会っていないため、反応はまだ半信半疑といった状態である。
「あの変態娘が円珠を突き飛ばした？　押し倒されたの間違いじゃなくて」
「……正直、押し倒された方がずっとマシでした」
「その発言はどうかと思うわよ、円珠」
　思わず真顔でたしなめてしまったが、円珠は姉様の態度に構っている余裕はなかった。
　姉様のシルクブラウスの袖を引きながら、強く言う。
「とにかく、岬姉様にお会いになってください。異常さがわかるはずですから」
　気弱な円珠がここほどまでの押しの強さを見せるとなると、和佐としてもさすがに捨て置けなかった。
　やれやれと思いつつ書架に本を戻し、円珠とともに本棟へ向かった。
　三号棟に戻ると、シスター蒼山は１０１号室の前で別の寮生を見送っていたところであり、渡り廊下から駆けつけた新たな来訪者に対してすぐさま反応を示した。
「あら、一条さん。日生さん」
「シスター。岬には会ったのかしら」
　和佐の問いに、寮母は困った表情で首を傾げてみせた。
「まさにそのことについて尋ねたかったのよ。上野さん、一体何があったというの？」
「会ってもないのにわかるはずがないでしょう。一応タイムスケジュールは提出させたのではないの」
　寮生は大型連休中に、どのような活動をしたのかを大雑把でもいいから記録して、担当寮母に提出することになっていた。岬も例外ではなかったが、それを受け取った白衣の寮母の反応は芳しくなかった。
「きちんと書いてあったけれど、もし書いていた通りならば、上野さんはあんな態度を示す者かしら？　まあ、嘘を書くこと自体も問題だけれど、普段の上野さんなら嘘を吐いても、それを上手く引っくるめてくるものだと思うのよ」
　つまり、今の彼女は自身の状態を取り繕おうとすら思ってないわけだ。
　寮母の言葉に説得力を感じた和佐は頷き、次の質問を投げかけた。
「その嘘吐きは部屋に帰したの？」
「ええ。荷物を整理する都合もあるし、私も他の生徒の相手もあって長居はさせられなかったのよ」
　ここで別の寮生が白髪少女に気後れしつつ現れたので、二人は退散し、編入生がいるはずの２１７号室へと向かうことにした。
　二人は上野岬と出会った。寮部屋に突入する前に。
　彼女はちょうど寮部屋から出ようとしていたところだった。
「あ……一条さん……お元気そうですね……」
　岬はなぜかライラック色の制服を着ていた。
　だが、そのような事実は些細なもので、死相にも近い表情をたゆたわせているルームメイトに、和佐は美しいかんばせをしかめさせた。ここまで深刻なものだとは想像していなかったのである。
　灰色の瞳をきらめかせ、白髪をかき上げながら追及した。
「社交辞令ね。あれだけ懐いている円珠を突き飛ばすとは一体どういう了見なの」
「円珠……？」
　岬の瞳が虚ろげに白髪少女の隣の後輩に向けられた。その虚ろ具合に円珠は再び涙ぐみそうになり、ぬいぐるみをきつく抱き締めた。
　そして愛しの姉様から異様な口調から出た言葉を聞いたのだった。
「ああ……さっきのあれか。ごめんね、円珠。お詫びにいくらでも殴ったり蹴ったり刺したりしてもいいから」
「岬姉様っ……！」
　ほとんど悲鳴である。
　和佐も編入生の暴言にさらに表情を険しくさせた。
「よくもそんな態度で寮に戻ってこれたわね。制服なんか着て、どこへ向かうというの」
「別に言う必要ないじゃないですか」
　岬の顔に初めて不機嫌の影がよぎった。編入生の、ここまでぎらついた敵意は和佐は今まで見たことがない。
　心臓に霜が張りつくのを感じながら、和佐はなおも毅然と言い返した。
「刺される覚悟があるのなら行き先を告げることくらいたやすいでしょう。制服を着ているということは学者区のどこかなの」
　鋭い追及に、岬はわざとらしい大きな溜息を漏らす。その態度もまた、平時の溌剌とした彼女からかけ離れた倦怠さがあった。
「……学舎区の屋内プールです。わかったらさっさとそこを通してくださいよ」
　わずらわしげに言い放つと、二人を払いのける勢いで彼女は廊下を歩み去った。和佐の中に苛立ちは当然あったが、それ以上に、ルームメイトに対する戦慄がうずいていた。円珠相手と違って荒々しい態度を示さなかったのは、編入生なりの配慮といったところだろうか。そうなると、突き飛ばされた円珠があまりにもお気の毒である。
「ね、姉様ぁ……」
　円珠がすがりつくような声で呼びかける。シルクブラウスの袖を掴む仕草は子供じみているが、今の心理状況を思えば無理もない。
「岬姉様……プールに向かって何をなさるつもりでしょう？」
　和佐は重い溜息を吐いた。
「逃げ出すための嘘八百に決まっているでしょう。……それにしても、これは思ったよりも重症ね」
「追わなくてよいのですか？」
「寮部屋に荷物を置いたのだから逃げる心配はないでしょう。お腹を空かせたら勝手に戻ってくるわ」
　毒づいたが、後になって和佐の中に不安がよぎった。果たして編入生のルームメイトは空腹になってもきちんと帰ってきてくれるのだろうか。
　今の岬は、平時の彼女とは別の意味で行動が予測しがたい。「荷物を置いた」と自分で言っておきながらおかしなものだが、それでも彼女の動向を気にせずにはいられなかった。
　円珠が姉様に訴えかける。
「シスター蒼山さんから岬姉様のタイムスケジュールを見せてもらいましょうよ。たとえ嘘っぱちだとしても、何らかの手がかりがあるかもしれませんし……」
「……そうね。他の生徒の相手もあるでしょうけれど、ここは無理を通させてもらおうかしら」
　和佐が同調を示したのは、今にも崩れそうな円珠の心に配慮したものである。実際に手がかりがなかったとしても、とりあえず動かないと不安で仕方がないのだろう。
（それにしても、私があいつの心配することになるなんて……）
　厄介や面倒という思いは当然あったが、それよりも自身の心境の変化に意外さを感じた和佐である。もっとも、そのいずれもが彼女の足取りを緩めるものではなく、ミディアムボブの妹の顔つきをうかがいつつ、１０１号室へと再び引き返したのだった。

　　　　　Ⅱ

　和佐の予感は、悪い方に当たってしまったようだ。
　この日、寮を出た岬が戻ってきたのは午後七時過ぎのことだった。巡回の職員が学舎区の敷地の外れで呆然と立ち尽くす岬を発見し、半ば連行するかたちで寮棟区へ帰したのである。
　この時にはすでに、岬の豹変は寮内中で噂になっていた。
　円珠が寮内に噂を広めた効果もあったのだろう。特に衝撃が大きかったのは編入生の少女と浅からぬ関係を持つ東野暁音と春山雪葉の二人であった。
　日中に岬と会えずじまいだった１０８号室の二人は円珠からその情報を聞かされたとき、和佐同様、すぐにそれを信じることができなかった。そのため、岬が本棟に帰還したと知ると、真相を確かめるために真っ先に彼女のもとまで駆けつけた。
　決して憶病でないはずの暁音も、岬の凄絶な気配をさとった瞬間、二の句が継げなかった。
　雪葉も一瞬で表情が変わった。それだけ変態淑女の様子は尋常ではなかったのである。
「み、みさき、どうしたんだよ……何かぜんぜん、印象がちがうぞ」
「違う？　確かにそうかもね」
　震える声で尋ねた雪葉に対して、岬の返答は完全に投げやりであった。
　冷たくあしらわれるかたちとなって、雪葉はさらなる衝撃で棒立ちとなった。代わりに果敢に立ち向かったのが幼馴染である暁音である。
「お前なあ、いくら虫の居所が悪いからって雪葉に当たるのはやめろよな。何かあるってなら、とりあえず聞いてやっから」
　口は悪いが、暁音としても岬の態度は心配するには十分すぎるものだった。珍しく親切心を発揮させたというのに、編入生の頑固さは白髪少女のルームメイトを軽く凌いでいた。
「聞いたところで何にもならないんだよ。頼むからほっといて」
「み、みさきぃぃ……」
　雪葉は早くも半泣きの有様だ。一方で暁音は三つ編み少女の不遜な態度に喧嘩腰で詰め寄った。襟首を締め上げなかったのがほとんど奇跡の有様である。
「いい加減にしろよ、岬！　普段のお前なら、たとえ変態でも相手をコケにするような真似はしなかったはずだ！　数少ないお前のいいところも一つ残らず捨てちまうことになるんだぞ⁉」
「あたしのいいところなんて、何もないよ。わかったら、これ以上邪魔をしないで」
　プルーン色の瞳が物騒にきらめいた。鬱陶しいという態度が露骨で、殴り合いも辞さないという雰囲気。暁音としては「望むところだ」という展開であるはずだが、苛立ちが湧きつつも、不気味さの方が先立って暁音は舌打ちをしてその場から去ってしまった。雪葉は去就に迷ったが、岬の態度に現状手の打ちようがなく、最終的には慌てて幼馴染の後を追いかけた。
　渡り廊下を通って三号棟に戻ってきた岬だが、そのまま２１７号室に引き返すことはできなかった。途中で新たな障害に立ち向かう必要があったからだ。
　障害の名は赤城沙織子という。彼女も岬の異変はすでに聞いていたが、他の生徒の相談に乗っていたため、編入生の後輩との出会いは暁音や雪葉よりもだいぶ出遅れるかたちとなった。
　沙織子おねーさんの反応も、他の面々のそれと大差なかった。
　彼女は一月前の入寮期間中に、変態淑女の彼女が屋内プールのシャワーブースで全裸で暁音に襲いかかろうとした場面を目撃したことがあった。その時の編入生の様子と、今の彼女の様子は明らかにかけ離れていた。
「う、上野さん、一体何があったというの？　辛いことがあるなら相談に乗るわよ？」
「相談したって意味はありません。あたしは何でもないんです」
　矛盾した説明だが、岬は気にした様子もない。
　沙織子は眉をひそめた。後輩の意固地な態度に好感をおぼえていないのは明らかだった。
　この場には沙織子のルームメイトである都丸千佳もいた。彼女は明らかに野次馬根性で変態淑女の様子をうかがいに来たのであった。
　いちおう愛しの黎明おねえさまの恋敵に当たる存在であるが、今の彼女を見て喧嘩を売る気には千佳はとてもなれなかった。清楚を皮を被った変態淑女を間近で見たのはこれが初めてであるが、それでも今の岬はまともでないとさとるのには十分すぎた。
　沙織子の脇を通り過ぎようとした岬だが、その態度におねーさんの感情にスイッチが入ったらしい。
　勢いよく先回りして、岬の前で両腕を広げた。
「待ちなさい！　そんな態度で部屋に帰ることは許さないわ！」
「なんでですか？」
　辛うじて先輩に対する礼儀を保って岬は尋ねたが、沙織子はその問いかけに思わず狼狽してしまう。まさか勢い任せで口走ってしまったとも言えない。
「な……なんでもよ！　私は今の上野さんを見過ごすことができないと判断したの。そんな態度をとるくらいなら、まだ女の子を襲っていたときの方がマシよ」
　聞いていた千佳が「おいおいおい」と言いたげな表情をとるも、騒動を聞いて戻ってきた暁音や雪葉は、半ば以上おねーさんの発言に賛同であった。編入生の少女が元に戻るためなら、白髪少女も襲われる役目も喜んで引き受けてくれることであろう。
　だが、ここで一同を唖然とさせる出来事が生じた。何を血迷ったのか、沙織子おねーさんがその襲われる役目を演じると言い出したのである。
「う、上野さん、今すぐ私を押し倒しなさいッ。蒼山さんには私が後で話をつけておくから」
　おねーさんの顔は一瞬で耳まで赤くなった。
　声をうわずらせる先輩に、編入生の少女は当惑と呆れをない交ぜにした微笑で首を傾げた。
「あまり無理をしない方がいいですよ。おねーさん」
　生ぬるい岬の優しさを受けるも、ポニーテールのおねーさんは自分が犠牲になることこそが、気落ちする後輩への救済になると信じて疑っていなかった。
「む無理なんてしてないわよッ。これでもおねーさん、連休中は秋ヶ原のメイド喫茶に入ったこともあるんだからね！　修行の成果、ここで見せつけちゃってやるわよ！」
　あの秋ヶ原来訪記で一つでも身になるものがあったっけ？　と千佳は疑念を禁じ得なかったが、余計な口を挟む場面ではない。好奇心も相まって二人のやり取りをうかがっていると、リコがまたなんか、よくわからないことを言い出した。
「ほほほ、ほら！　私がいいって言うんだから早く襲いなさいよッ。それとも私の身体つきに魅力がないっていうの⁉　た確かに、一条さんに比べたら、へっ、へちゃむくれかもしれないけど……。これでもテニス部からは『いい身体してるわね』ってほほほ褒められてるのよ？　上野さんに、こここここの身体つきを気に入られないのは、心外だわ」
　岬でなくても「無理しない方がいいですよ」と言いたくなるような沙織子の狼狽ぶりであるが、当の編入生の回答はその沙織子の異常事態をも吹き飛ばすような代物であった。
「別に沙織子おねーさんが悪いわけじゃないです。ただ、そんなふしだらな真似をする気はもうなれないというだけなんです」
「ふしだらな真似をする気にはもうなれないですってえっ⁉」
　ご丁寧にも衝撃の内容を復唱した沙織子である。
　その反応を滑稽と思う寮生は、この場には誰も存在しなかった。雪葉はもちろん、シャワーブースで全裸で襲われかけた暁音も、それを目撃した沙織子も、変態淑女のこの発言には言葉がなかった。
　岬の同年代の少女に対する変態ぶりは、入寮した翌日に悔悟室に送られた事実からも明白であった。その彼女が変態行為を『ふしだら』と言ってのけたのだ。しかも岬の口ぶりや表情を見る限り、ふざけた冗談のようには到底見えなかった。
　編入生の少女をよく知らない千佳もこの事態には面食らい、リコの反応を確かめることにした。千佳のポニーテールのルームメイトは、最初は激しく驚いていたが、しだいに完全に岬の態度にムキになり始めたようである。寮生委員とかおねーさんの役目とかあまり意識せずに、態度のおかしい編入生に食ってかかる。
「ふ、フン！　あなたが心変わりしないなら私もここから動かないからッ。寮部屋に戻りたいなら、さっさと性癖をさらけ出して、この私を倒してからにしててててて……⁉」
「わかりましたよ、おねーさん」
　気だるげに応じると、岬はこれ以上の茶番はもう結構とばかりに沙織子の頬を引き寄せて唇を重ねた。
　これが人生を通しての、赤城沙織子のファーストキスとなったのだった。
　編入生の表情はムードの欠片もなかったが、ウブなおねーさんを過呼吸におちいらせるには十分であった。顔色も顔つきも水面から顔を出した金魚のそれになりつつあり、沙織子は健闘むなしく編入生の少女に敗れてしまった。
　鼻血の線が下に伸びると同時に、ポニーテールのおねーさんは奇声を上げてひっくり返った。
　さりげなく離れた岬は、ぐったりと横たわる寮生委員会の先輩をちらりと見やると、そのまま無情に歩み去った。無用な時間をとられたことに、特に感慨はないように見えた。
　状況は深刻の一途を辿っているというのに、なぜか滑稽な沈黙がただよう中、最初にその沈黙を破ったのは雪葉だった。
　ぽかんとした顔のまま、呆れたような声が漏れる。
「何しに出てきたんだ、あのねーさん……」
　彼女の言葉は、この場にいる全員の心境を代弁したものであった。

　　　　　Ⅲ

　沙織子が千佳を始めとする寮生たちによって「回収」された後、三号棟の１０１号室ではシスター蒼山を中心とした深刻な話し合いが行われた。
　集まったのは一条和佐、東野暁音、春山雪葉、そして一号棟からは日生円珠と、上野岬と関わりの深い少女たちが揃い踏みである。
　まず暁音と雪葉から、沙織子おねーさんの失態について手短に報告された。先輩の奇行よりも変態淑女が変態行為について『ふしだら』発言したことに、和佐と円珠は驚きを隠せずにいた。
　寮母の咳払いによって一同の意識はリセットされ、彼女は真摯な表情で切り出す。
「東野さん、春山さん、ご報告どうもありがとう。そして、あなたたちを呼んだのは他でもないわ。上野さんがご存知の通りの有様だから、内緒にと頼まれていたのだけれど、彼女の昔のことについて話しておこうと思ったのよ」
「いつの間に聞いていたの？」
　腕を組みながら和佐が偉そうに問う。このとき和佐は純白のネグリジェを身につけており、他の面々も寝間着姿であった。入浴後に集合となっていたのである。椅子に腰かけているのは雪葉と円珠の二人で、これは幼馴染と姉様が譲った結果であった。
　ネグリジェの美少女の質問に初老の寮母は答える。
「入寮期間に聞いたのよ。さらに詳しく言うならば東野さんと上野さんが喧嘩した後に呼びつけたの」
　そのことに心当たりがあるのは東野暁音だけである。このときも雪葉をめぐって激しく言い争いをしたものだが、今となってはすでに思い出話に近い。念願の幼馴染のキスを果たせたのも、ある意味で変態淑女が取り持ってくれたおかげであり、その立役者が精神の荒廃に打ちひしがれているのはさすがに見ていて辛かった。
「まず上野さんの性癖についてだけれど、さすがに彼女とて生まれつき変態ではなかったようね。彼女の『初めて』は中学二年生、生徒会長だった先輩に誘われてしてたみたい」
「世も末だわ」
　和佐が厳しく言い放つ。正論かもしれないが、嫌がらせのキスのした人間が言うことなのかと、ここにいる彼女以外の寮生たちは思わずにはいられなかった。
　シスターはさらに話を進めた。
「名前は熊谷瑠乃亜くまがいるのあさんと言ったわ。上野さんは肉体関係の前に、人生の先輩としても熊谷さんのことを慕っていたみたいね」
「結構な話じゃない。なぜその先輩のもとについていってやらなかったの」
　変態淑女のルームメイトはなおも苦々しく言ったが、それに対する寮母の回答は重く、同情的な響きがあった。
「彼女、第一志望校に落ちたみたいなのよ」
「…………」
「と、言っても、そのショックがわかるのは編入組の日生さんだけでしょうね。何にせよ、狙っていた志望校に行けなかったのを期に、熊谷さんは最終的な進路を明かさぬまま卒業してしまい、それきり音信不通となってしまったの。上野さんは何度も接触を試みたそうだけれど、何度も門前払いを食らった結果、ついに先輩との接触を断念したみたい。上野さんが遠くから聖黎女学園への編入を果たしたのは、先輩との想いを断ち切ろうとする意図もあったのかもしれないわね」
「大したものね。昔の女のことなど綺麗さっぱり忘れて色情人生を謳歌できるなんて」
　ぼやいてから、和佐は奥歯に物が挟まる思いをした。「昔の女」という言葉で、不愉快な三枝キャリーの存在を思い出してしまったからだ。
　円珠が白髪の姉様をなだめるように言う。
「ですが……岬姉様は完全に先輩のことを忘れたわけではないと思いますよ？　その証拠に白いフクロウのブローチを思い出の品として大事に持ってましたし」
「確かにそうね」
　様々な意味で思い出深いブローチの存在を思い返すと、ここで予想外なところから声が上がった。
「フクロウのブローチって、ゆきはが取った、あれか？」
「どういうことかしら、春山さん」
　唐突な発言についていけていないのは寮母と和佐の二人だけのようである。怪訝な表情をとるシスターに、暁音が変わりに説明をした。
「連休中、雪葉と円珠とでコラボカフェに行った後、秋ヶ原の大きなゲーセンに寄ったんです。円珠が気になってて、雪葉がその景品の台に挑戦したら一発でした」
　わずかに誇らしげな口調になるのは幼馴染ならではであろう。寮母としては「あら、すごいわね」としか言いようがなかったが、この些末な情報を白髪少女は無視できなかった。
「そのブローチは今、誰が持っているの」
「もうえんじゅにやったぜ。そもそも、えんじゅにせがまれたもんだしな」
　雪葉が白髪少女に応じる。かつて嫌がらせのキスを受けた相手であるが、岬の非常事態において過去を気にする余裕もないようであった。
　和佐は灰色の瞳を椅子上の妹に向けた。
「円珠」
「は、はい、姉様」
「一時的でもいい。それを預からせてもらえるかしら」
　円珠は胡桃色の瞳を見開かせたが、すぐに頷いた。
「もちろん構いません。……岬姉様のためですよね？」
「ええ。あいつのトラウマに昔の女が関わっているなら、これに何らかの反応を示すはずよ。むろん、原因を彼女と決めつけるのは早急かもしれないけれど……」
「でも、試してみる価値はありそうね」
　シスター蒼山がそう締めくくると、話し合いはそこでお開きとなった。
　１０１号室を出た後、和佐は円珠からフクロウのブローチを受け取った。年代物に見えるが、最初からそう映るように意匠デザインされているようだ。もっとも、岬が熊谷先輩とやらからそれを受け取ったのは最低でも二年は前であるはずだから、多少年季はあるのは確かなのだろう。
　あのルームメイトは『月の魔女セレナ』を知っているのかしら……と思いつつ寮部屋に戻ると、編入生の少女はいかなる質問も受け付けられる状態ではなかった。三つ編みを解かず、ライラック色の制服姿のまま机に突っ伏し、そのまま微動だにしない。巡回の教員に連れ戻されてから、ずっとこの調子であった。
　和佐は美しいかんばせをしかめさせながら言い放った。
「あなた、食事を摂らなかったのね。それどころか入浴すらしてないのではないの。そのような不潔な生き方を私が許すと思っているの？」
「……おせっかいですよ、一条さん」
　顔を動かさずに岬はうめいた。和佐の心にさざめきがはしった。その声が重く湿っているのは、不在中に散々泣いていたからではなかろうか。
「それに、あたしは別に一条さんに許してもらう気はありません。あたしの態度が気に入らないっていうなら、さっさと追い出してくださればいい」
　少しでも同情をおぼえた自分が愚かしく思えるくらい、この編入生の発言は和佐の不快感をあおった。熱を孕んだ口調で言い放った。
「本末転倒とはこのことね。そんなに私から離れたかったのなら、なぜこの寮部屋に戻ってきたの。なぜ聖黎女学園に帰ってきたの。誰とも関わりたくないというなら、退学でもなんでもして実家から出てこなければいいじゃない」
「そうですね。失敗したかもしれません」
　言葉の割に、岬の口調に後悔はなかった。ただひたすらに気だるげで、ルームメイトの指摘などどうでも良さげと言いたげだった。
　むろん、そのような態度を見逃す和佐ではなかった。さらに怒りを募らせて岬の耳元で机を手で叩いた。
「あなた、いい加減にしなさいよ。人嫌いを気取っているわけだけれど、ただ単に誰かに構ってほしいだけじゃない。助けを求める気があるなら多少なりとも身の振り方について心がけておくことね」
　何だか過去の自分にも向けられているような気がして、和佐は自分の言葉で美しいかんばせをしかめさせた。
　もっとも、その渋面も突っ伏したままのルームメイトに届くことはなく、そして黒髪の彼女は助けを求める気はまったくないようだった。返答に窮したのか、興味が失せたのか、それすらも判別がつかぬまま、身体を微動だにせず口も貝のように閉ざしてしまったようだ。机を叩いたときの音にも反応を示さず、完全に処置なしといった有様だ。
　和佐はついに苛立ちが爆ぜた。黒髪を引っ掴んで机に叩きつけたい衝動を語調に換え、去り際に怒りの言葉を叩きつけた。
「ああもう、何もかも気に食わないなら、一生そうしていればいいんだわ！」
　平手を与えるのと変わらない叫びにも、やはり今の岬には効果がなかった。和佐はルームメイトの意固地ぶりにさらに腹を立て、眠りに就くまで彼女と口を利くことはなかった。

　　　　　Ⅳ

　寝床に入った和佐は朝を迎える前に、実に冴え冴えとした意識で目を覚ました。
　時刻はわからないが、消灯時間内であることは間違いないだろう。血流の高ぶりがいまだ残っているのを実感し、編入生の少女に対する苛立ちと疑念の深さに和佐はやれやれと溜息が出るばかりである。
（まったく、岬はどうしているのかしら。さすがに今は眠っていると思うけれど……）
　和佐が最後に見た岬の姿は、制服姿のままで机に突っ伏したものだった。食事と入浴は果たせずじまいとは言え、せめて寝間着に着替えてベッドに入ることぐらいはしてほしいものである。
　ルームメイトへの意識が自然と膨らみ、和佐は夜目で岬の学習机を確認した。そこには誰もおらず、どうやら編入生の少女は机に突っ伏したまま一夜を明かすつもりはないようであった。
　思わず安堵してしまい、和佐はさらに彼女の寝姿を確かめるために隣のベッドに視線を向けようとした。
　その瞬間である。
「うわああぁぁッ‼　ごめんなさいごめんなさいごめんなさあいっ‼」
　和佐の心が一瞬で総毛立った。
　毛布を払いのけ、慌ててベッドから飛び降りる。
　上野岬は眠ってなどいなかったのだ。胸を締め付けられるような叫びは部屋の外から響いており、動悸を抑えながらネグリジェの少女は素早く行動に移った。玄関に駆けつける直前に握りしめたのは円珠からもらった白いフクロウのブローチだ。就寝前は感情が高ぶって示す機会を逸してしまったが、思い出の品と同じ意匠のブローチが彼女に対して何らかの効果を発揮すると白髪少女は信じていた。
　寮の玄関は洗面台とトイレにつながっており、この一帯は消灯時間の洗礼を受けていない。夜中に目を覚ました寮生が真っ暗闇で御手洗を使わせるのはさすがに気の毒であるからだ。
　扉の向こうでは岬の嗚咽が悲痛さをともないつつ流れており、和佐はドアノブを引っぱるだけの行為にかなりの勇気を費やした。
　洗面台の電気はついていない。照明をつけると、和佐はトイレの扉に鋭い視線を投げかけた。




　トイレには寮生が引きこもるのを警戒して、最初から鍵が設けられていない。代わりに全寮室に『空き／使用中』の札がドアノブにかかっており、不運な鉢合わせが生じないよう生徒たちの良識に呼びかけている。
　現在、その札が示していたのは『空き』の方であった。そんなはずはないのだが、暗がりのまま個室に突入したと考えると札を直す暇もないのだろう。
　心に薄ら寒さをおぼえながら、白髪少女はゆっくりと扉を開け、ついに暗がりの内部に立ち会うことになった。
　すすり泣きの主である少女は、トイレの床にうずくまっていた。ライラック色の制服を着たままで、体育座りの姿勢で顔を埋めている。物音とわずかでも漏れている光に気がつかないはずがないが、このときの岬の状態は正常ではなかった。息を殺しながらの「岬」の呼びかけで初めて顔を上げ、逆光から見下ろす白髪少女に悲鳴を呑み込む。
「ひっ⁉　一条さん、どうして……」
「どうして、ではないわ。あなたこそ、そんなところで何をしているの」
　ブローチを握りしめた手をさりげなく後ろに回しつつ、白髪少女は岬の表情を観察した。暗がりのため完璧に見透かせるわけではなかったが、少なくとも従来の変態性も犀利な少女の一面もうかがえなかった。
　詰問する和佐に、制服姿のルームメイトは泣き腫らした顔を再び膝の中にうずめた。
「……何でもないと言ったはずです」
「ならばせめて社交辞令でも普通の素振りをしてみせることね。大体、寮部屋の片隅で泣くという発想が甘ったれなのよ。本気だというなら、せめて敷地から出て山奥で泣き叫ぶことぐらいすればいいのに」
「もうほっといてよ‼」
　うなだれたまま岬はわめいた。変態淑女だが快活で聡明な少女が悲しみに打ちひしがれる姿は和佐としても痛ましさをおぼえる光景だが、変化を期待できない編入生の行為に反感がくすぶっていたのも、また事実であった。
　頑なな態度を取り続ける少女に荒療治が必要だと、このとき和佐は強く感じた。




　意を決し、ネグリジェに包まれた膝を床に着ける。フクロウのブローチをさりげなく背後に置いてから、四つん這いでルームメイトに肉薄した。
　岬が顔を上げたのは、至近距離にルームメイトの美しいかんばせがあったからではなかった。太ももの裏をさすられ、変態淑女は小尻を浮かせ、紺のハイソックスに包まれた両脚をきゅっとすぼめた。こぼれた悲鳴は驚きと甘さに満ちていた。
「ひあっ⁉　な、何するの……っ」
「あなたが望んでいたことよ。さあ喜びなさい」
　沙織子おねーさんの報告はすでに受けていたが、変態淑女が嫌がるさまを直に見てしまうと、改めてその衝撃が思い知らされる。
　岬は膝に置いた腕を解き、目の前にある和佐の身体を払いのけようとした。だが主導権を奪い取れず、逆に両手首を押さえつけられ、身体をさらに密着させられた。完全に自由を奪われた岬は、弱々しく全身を揺すりながら変態らしからぬ抗議の声を漏らした。
「や、いやだっ……こんなこと、したくない、は、はなして……っ」
「離したら嫌がらせにならないでしょう」
　最初に会った日の夜のことを思い返しながら、和佐は声に力を込めた。以前はこの娘にいいようにしてやられたが、今度はこちらから一方的に手玉に取ることができる。とはいえ、あのときと比べて心境にかなりの変化が生じているが。
　編入生を壁際で押さえつけながら、彼女の力のなさに和佐は改めて慄然とした。過去にこの少女に容赦なく押し倒されたこともあったのに、その彼女を、今は楽々にあしらうことができる。もしかしたら、実家にいる際もまともに食事を摂っていなかったのではないか。
「後で自分の姿を鏡で眺めるといいわ。どれだけひどい有様になっているか余すところなく晒してくれるでしょうよ」
　嘆きつつ、和佐は自身の美しいかんばせを編入生のそれに近づけた。岬は顔をそむけたが、抵抗もむなしく、ルームメイトの唇を受け入れるしかなかった。だが一体何の不都合があろうか。好意を寄せている白髪少女からキスされることは、変態淑女にとって何よりの喜びであったはずではないか。
「んんっ、んむぅ、はぅ、やぁ……ん」
　岬の吐息は苦悶を孕み、まるで和佐の妙技から逃れたいかのようであった。だが岬が微細な抵抗を続けている間にも、和佐は唇から水音を立てながら次の手を打っていた。胸元の臙脂色のリボンをほどき、腰のベルトをさらりと外す。そしてライラック色のワンピースに包まれた肢体を丹念に撫で回したのだった。
「ひぅッ⁉　やぁ、そ、そんなとこ……あンっ」
「腰をくねらせているのは自分の方じゃない。どうやら心は病んでいても、変態の本質は変わっていないようね」
　毒づいて、白髪少女は今度は紺のボレロをはだけさせ、変態淑女の体躯をさらにまさぐった。腰、脚、胸と、感度が高ぶるように執拗にさすり倒す。
　洗面台から光は入っているものの、トイレの個室は薄闇に閉ざされたままで、そこに衣擦れの音とキスの水音、少女たちの息遣いのみが響き合っていた。
　岬が実際に以前より痩せたかどうかは、白髪少女には断定できない。彼女から入念に触られたことはあっても、自分から編入生の体格を確かめる機会はなかったからだ。むろん、あったとしても好き好んで変態淑女の肢体を堪能しようとは思わなかったが。
　この時も例外でなかった。ルームメイトがぐったりとなるまで『嫌がらせ』を果たした白髪少女は、ぬめった唇を引き離すと、官能の余韻もなく問い詰めた。
「聞かせてもらおうかしら。あなたが強がっている理由を」
「ううっ……いやだっ、いやだあぁっ……」
　乱れた制服をそのままに、岬は腕で顔を隠しながら再び泣き崩れた。拒絶が漏れる口には唾液の跡がみっともなく張りついている。
（そろそろ切り札を出す頃合いかしら）
　そう判断した和佐は、背後に忍ばせていたフクロウのブローチを掴むと、それを勢いよく岬の前に突きつけた。
「ほら、あなたが口をつぐんでいるのはこれが理由なのでしょう⁉」
　声量に圧倒され、岬は顔を覆う手を解いた。
　そして逆光の中、網膜でそれを捉えた。自分が『大切な思い出の品』と謳っていた代物とまったく同じ意匠のブローチを。
　岬の受けた衝撃は、和佐の予想を遥かに上回った。プルーン色の瞳を極限まで見開かせ、可憐な顔は窒息寸前まで引きつられる。歯の隙間から漏れ出たうめき声が、少女のそれとはとても思えない。
「あ……ああ……あああ……ああああ‼」
　一秒ごとに、岬の悲鳴が禍々しい生き物の咆哮に変わりつつあった。和佐は息を呑んで事の成り行きに対処しようとしたが、突発的な事態に対する機転の欠如は和佐自身も自覚している。加えて、次いで発生した岬の取り乱しぶりは常人でさえ容易に受け止められるものではなかった。
「わあぁぁああッ‼　なんでナんでなんデなンで⁉　なんで埋めたはずのブローチを一条さんが持ってるんだよ⁉」
　岬はがむしゃらに和佐に掴みかかった。力が弱っているとはいえ、腕に食い込む指の痛みは、否が応でも緊張を抱かずにはいられない。
　悪鬼に取り憑かれたような岬の狂乱に、和佐はつとめて平静さを装って断じた。
「やはり熊谷瑠乃亜とかいう女が、あなたの変化に関わっているようね。音信不通だったはずの彼女とどのように連絡をとり、落ち合ってから一体何が起こったというの」
「黙れ黙レ黙れ捨てて捨テて捨てテ今すぐそれを捨てて‼」
　すでに編入生はいかなる言葉も質問も聞ける状態ではないようだ。
　戦慄の滝が背筋を駆け巡るのを感じながら、和佐は清楚な少女のかたちをした猛獣を押さえようと試みた。
　メイドの風月なら一発で編入生を昏倒させることもわけないだろうが、力なき白髪少女ができることは非常に限られていた。結局、自分らしいやり方でしか岬を落ち着かせる方法を思いつけなかった。すなわち嫌がらせの継続である。
　襲いかかってきた編入生の動きを逆に封じ、乱れた制服に包まれた肢体を抱きしめて接吻を浴びせかける。
　岬の反応は先ほどとは異なっていた。身体は確実に責めの悦びを受け入れているが、絶え絶えに吐き出された言葉の嫌悪感は尋常ではなかった。
「ぐうアあぁ……いやだッ、もうやだぁぁァ……‼」
　まともな泣き方ではない。涙をだらだら垂らしながら、理性を失った顔で現実をただひたすらに拒み続けている。
「…………ウウっ、ぐ、がぁぁぁぁッ‼」
　岬は最後の抵抗をおこなった。どこに残されていたのかと思えるほどの渾身の力で和佐を突き飛ばすと、そのまま両手の指を自分の首筋に食い込ませようとした。
「岬⁉　駄目ッ‼」
　焦りの悲鳴を和佐はほとばしらせた。突き飛ばした力のまま首を絞めるとなると無事で済むはずがない。死力をかけて彼女の手を引き剥がす覚悟であったが、その意気込みに反してルームメイトの指はあっさりと外すことができた。
　白髪少女は呼吸を整えつつ岬の様子をうかがった。彼女は指を奪われたことに憤る余裕もなく、ぐったりともたれかかって和佐よりも激しく胸を上下させている。
「はあ……はあッ……はぁ……っ」
（さ、さすがに死んでいないわよね……？）
　頭で否定したくても、そうとしか思えないほどの岬の気迫である。恐る恐る脈をとり、とりあえず命に別状がないことは確信できた。
　胸を撫で下ろし、和佐は大人しくなったルームメイトをさらに観察した。
　異常な混乱を示した少女はまぶたを閉ざし、悪夢にうなされているような表情で荒い呼吸を繰り返している。肌にびっしりと薄汗が張りついており、それをタオルで拭ってやると、和佐はルームメイトの身体を抱えてベッドまで運んだ。制服のままであるが、着替えさせるところまでは気が回らなかった。
（まさか、恐怖から逃れるためにトラウマでごまかすなんて……）
　和佐はかつて岬に陵辱されかけたとき、無我夢中で首を絞めかけたことがあった。あれは間違いなく彼女のトラウマになっていたに違いないが、まさか逆にそれを利用してしまうとは。弱っても彼女の機転は健在といったところか。
　そして、それを使わずにはいられないほどの絶望が、少女の精神の中核に巣食っているわけである。
　ようやく部屋に静けさが満ちると、和佐も身体を休めるために毛布をかぶった。目をつむるも胸騒ぎは収まらず、寝つく瞬間など永遠に来ないように思われた。

　　　　　Ⅴ

　連休明けの平日はほとんどの生徒を憂鬱にさせるが、三号棟の２１７号室の中にただよう空気は、そのような世俗的な次元では済まされなかった。
　一条和佐が意識を覚醒させた瞬間、ハッとなって上半身を起こした。
　寮部屋をぐるりと眺め回したが、ルームメイトの姿がどこにもない。
　五月とは思えぬ冷気が和佐の全身を襲った。自分から首を絞めようとして失神した岬が『本番』に及んだのかと思うと居ても立っても居られなかった。
　だが次の瞬間、その岬が玄関の扉から姿を現したので、白髪少女の安堵と脱力ぶりは相当なものであった。ベッドに沈み込むような真似はしなかったが、大きな息が出ることは避けられなかった。
「……おはよう、岬」
　何気に和佐の方から挨拶をするのは、これが初めてである。
　社交辞令でぼやいてから、和佐は灰色の瞳で編入生の状態を鋭く見据えた。
　彼女はライラック色の制服のままであったが、昨日丸一日着ていたものではなく、ちゃんと着替え直したらしい。今の時刻を考えると随分と朝早くに着替えたものである。
　最低限の身だしなみも整っているようである。三つ編みも結い直し、シャワーを浴びるのは無理だとしても、張りついた汗もおそらくタオルで拭いたのだろう。夜に触れられた痕跡を拭き取りたかった……と考えてしまうのはうがった見方なのか。
　もっとも、せっかく整えられた身だしなみも表情で台無しになっていた。人懐っこかった編入生の顔は虚ろげでプルーン色の瞳も光に乏しい。和佐はなおも油断は許されなかった。
　灰色の瞳に険しい光をたたえて言い放つ。
「挨拶ぐらい返したらどうなの」
　ルームメイトになった当初と立場が逆になってしまった。自分が偉そうに注意する資格はないのかもしれないが、態度を改めるのは、ひとまず目の前の少女を立ち直らせてからだ。
　岬はせっかくのルームメイトからの挨拶に応じるつもりはないようだ。音もなく和佐に一歩近づくと、暗い意志をたたえて切り出した。
「一条さん」
「何よ」
「あたしたち、ルームメイトをやめましょう」
　和佐の時間が凍結した。白髪少女もまた心が虚無にとらわれ、息の仕方さえ忘れてしまったかのようであった。始業式前の入寮期間の時期は自分からルームメイト解消を訴えかけたこともあったが、まさか彼女の方から言ってくるなんて。
　毛布を掴む指が震えていることに、和佐はまったく自覚がなかった。咎め立てる声も衝撃で無意識に揺れていた。
「何を言っているの……入寮期間はとっくに終わったのよ。今さらシスターが変更を認めるはずがないわ」
「たとえ無理だとしても」
　岬の声は静かだが、力と熱がこもっていた。
「あたしは必ず、一条さんとルームメイトを解消してみせます」
　編入生の決心にまたしても時間が凍結しそうになったが、それが氷解すると、和佐の中でためらいが吹き飛び、鬱憤が臨界まで跳ね上がった。
　彼女は勢いよく毛布を払いのけ、三つ編みの少女のもとまで詰め寄る。強く深い怒りが白髪少女の唇から絞り出された。
「……なによ」
　和佐は岬の腕にしがみついた。その力たるや、ボレロと制服の生地を通り越して岬の腕に跡がつくかと思われたほどだ。だが、岬は心身とも痛みを感じていないようだった。無情な視線が和佐の堪忍袋を破裂させ、暗い苛立ちの声を凄絶な怒号に変えた。
「なによなによなによッ‼　それなら私は一体何のためにあなたを助けたというの⁉　少なくとも、あなたからそんな言葉を聞くためではないわ‼」
　三つ編みが跳ねる勢いで和佐は岬の全身を揺らした。
　岬は逃げなかった。だが、ルームメイト解消に対する意識に変化もないようだ。
　白い歯をきしらせるルームメイトを見下ろしながら、深く静かな声で言う。
「たとえ一条さんが何を言おうと、あたしの気持ちは変わりませんから」
　雷に打たれたように和佐は動きを止める。そのかんばせに浮かび上がっていたのは、本人は自覚していないが、子供のように岬にすがりつくものであった。
「ねえあなた、本当に何があったというの？　こう見えても私、以前のあなたのことは、社交辞令抜きで評価していたのよ？　ようやく信じられそうな相手を見つけられたのに……ここにきてあなたは私を突き放すというつもりなの？」
　思いがけない心情が吐露されたものだが、このときの和佐は必死だった。言葉にも態度にも一切の虚飾はなかったが、返ってきた岬の言葉は、本心だろうが偽りだろうがどうでもいいと言いたげのものだった。
「そうです。あたしは一条さんを見捨てます」
　和佐の手から力が抜けた。
　その言葉だけは、編入生の口から聞きたくなかった。
　黎明との仲が険悪になり、姉から離れるために岬に近づこうという狙いも確かにある。だが、先ほど述べた想いもまた嘘偽りのないものであった。些細な下心だけで手痛い裏切りに遭う筋合いはどこにもないはずだった。
　和佐の心はさらに熱くなった。すでに怒りは限界まで達していたと思っていたが、それすら生ぬるい激情が彼女の精神すべてを掌握する。
　そして、心の何かが弾け飛んだ瞬間、気高き少女は勢いよく編入生目がけて繊手をひるがえらせていた。
「…………ッう」
　岬は顔を背けた。それは本人が意図したものでもあり、白髪少女の容赦のない平手を受けた結果でもあった。岬の左の頬に痛々しい桃色の手の跡が残り、それは決してやすやすと引いてくれるような腫れではなかった。
　だが、和佐の怒りは平手一本で収まらなかった。机に飛びつくと、その上にあったものを手当たり次第に岬にぶつけた。その中には円珠が渡してくれた白いフクロウのブローチもあった。
「この裏切り者‼　消えろ‼　出ていけ‼　二度と私の前に顔を見せるな‼」
　無我夢中にわめき散らしながら、和佐は机の上が空になるまで置いてあったものを投げ続けた。本の角が当たり、ペン立ての中身がぶちまけられても、ルームメイト解消を謳った少女は動じなかった。沈んだ態度を貫きつつ、罵声と異音と痛みに耐えている。
　やがて机に物がなくなり、和佐が呼吸を荒げて立ち尽くした。ぎらついた灰色の視線で岬を睨んだが、三つ編みの彼女の心を動かすことはついにかなわなかった。
　そして、暴虐をしのいだ岬は白髪のルームメイトにとどめとなるような一言を放った。
「さようなら、一条さん」
　扉の閉まる音がした。その瞬間、和佐の全身から一気に力が抜け、膝をついて座り込んだ。
　ルームメイトの意図がどこにあるのか、和佐には皆目見当もつかない。だが少なくとも確実に理解できたことはあった。
　自分は心を寄せようとした相手から、ことごとく裏切りを突きつけられてしまったのである。
　和佐は膝をついたまま身動きがとれなかった。衝撃で幾度となく打ちのめされた心に静寂が訪れたが、それは和佐の心を癒してはくれなかった。それどころか時間が流れるごとに傷は深くなっていき、哀れな少女はついに自身の惨めさと理不尽な現実に打ちのめされた。
「う、うああぁぁああっ……‼」
　壊れたように和佐は泣き崩れた。何もない空間を抱きながらうずくまり、少女は身寄りを失った子供のようにわめき続けた。ようやく人嫌いを克服できると信じていたのに、そのかけがえのない階きざはしが、何の前触れもなく失われてしまったのだ。
「どうして、どうしてなのよッ‼　私があなたに何をしたっていうのよ！　どうして何も告げずに私を見捨てたの⁉　あなたまで離れてしまったら、私、わたしッ……‼　うっ、うわあぁぁあん……っ‼」
　和佐の号泣は果てしなかった。喉も頭も痛くなっても止まらなかった。
　憎しみと疑惑と孤独感でここまで苦しむくらいなら、このまま心が破裂しまった方が遥かにましのように思われた。
　圧倒的な寂寞に襲われながら、ネグリジェの美少女はそのまま何十分も、何時間も泣き続けていた。

　その日の八時半過ぎ、シスター蒼山は高等科の一年二組の担任から一条和佐が登校していないという連絡を受けた。
　実情を確かめるために三号棟の寮母はすぐさま２１７号室に駆けつけたが、正直なところ意外の念を禁じ得なかった。昨日の様子を鑑みる限り、登校拒否をとるのは彼女のルームメイトの方だと思っていたからである。
　チャイムを鳴らす手間も惜しく、マスターキーを使って寮母は部屋に突入した。玄関を急いで通過して扉を開けると、即座に異様な光景がシスターの眼前に飛び込んだ。
　白髪少女が寝間着のまま、床の上で身体を丸くしている。
　眠ってはいなかった。その証拠に、少女は寮母の来訪に身じろぎをし、やがてゆっくりと身体を起こしたのだった。膝をついて座り込み、赤く泣き腫らした瞳がシスターの心を騒がせた。
　穏やかな表情を引き締めて問いかける。
「一条さん、どうしたの？　上野さんと何があったというの……？」
　この日は朝から所用に追われ、白髪少女と編入生の問題に携わる時間的余裕もなかったのだ。そのことに後悔はあるが、今は後悔で決断を鈍らせている場合ではない。
　いかにして事情を引き出すべきかを考えていたとき、茫然としていた和佐が突然、顔をくしゃくしゃにさせて新たな泣き声を上げた。
「捨てられたッ……岬に捨てられたあッ……！　あなたを信じていたのにッ、しんじてたのにいっ‼」
　シスターが立ち尽くす中、少女の嘆きは寮部屋の静寂にこだまのように繰り返された。

（【ライラック色の少女たち２・下】に続く）





『ライラック色の少女たち』のウラ話　その２





斉藤なめたけです。【ライラック色の少女たち１・上】に引き続き、登場人物のウラ話を語るコーナーを実施いたします。
　なお、１・上ではウラ話とは別に同人誌用のあとがきも掲載していたのですが、今回は電子書籍オンリーの販売と決めていたので、ここでは省かせていただきます。
　２巻目の表紙イラストは香川悠作様にご担当いただきました。この場を借りてお礼申し上げます。実に素晴らしいイラストなので、こちらも是非堪能いただければと思います。
　それではキャラクター語り、開始です！

※ネタバレ全開ですので本編読了後に読むことをオススメします。






【春山雪葉＆東野暁音】
　雪葉は初期ライラック（『小説家になろう』のみ公開）でも登場しており、あざとい外見は継続していますが、性格は一八〇度変わっています。昔の雪葉はむしろ円珠のような性格をしたのですよ。
　名前の由来は春夏秋冬の『春』より。雪葉の名前は、春と対比になるような物を盛り込みたくて『雪』をベースに決めました。ちなみに東野暁音は、日が昇る方角の『東』と、夜明けを意味する『暁』という類似した意味の言葉の並びになっていますが、雪葉と由来が違ってしまったのは、ひとえに私のオトボケによるものです。暁音には悪いことをした……。が！　幼馴染どうしのキスが成立したのでヨシとしてもらわないと。

【都丸千佳＆赤城沙織子】
　ルチカ様こと千佳は沙織子おねーさんとの対比で「手のかかる妹」という位置づけで誕生しました。名前の由来は都道府県の『都』より。あと社内で「都丸って珍しい苗字の人おるなー」と思い、こっそり借用させていただいたしだいです。
　沙織子同様、外伝の主要人物になりつつあるルチカ様ですが、実のところ、欲求がシンプルなので他のキャラより書きやすいですね。ドラマチックな展開になるかはわかりませんが。
　今回は秋ヶ原来訪記ということで濃厚百合描写が三話連続というすごい結果に。だいたいルチカ様とマリー店長のせいですが。ルームメイトを気にかけている限り、沙織子おねーさんの受難はまだまだ続きそうです。

【安城マリー＆栗乃凛】
　ともに区内に拠点を構える店の最高責任者、ということで、マリーと凛は同時に紹介します。
　安城マリーは「オタク街と言えばメイド喫茶でしょ！」というノリで誕生しました。ミニスカメイドにしたのは本職メイドの子夜風月との対比効果も狙いましたが、何より私が書きたかったので！　個人的には『フィール・ド・リス』を舞台にした百合物語もいつか書いてみたいものですね。
　名前の由来はヴィクトリア時代におけるメイドの俗称であった『メアリー・アン』からなのですが、このワードで検索すると英国の連続殺人犯である女性が真っ先に出てしまうのはなんでなんだぜ。

　栗乃凛の名前の由来は、ロリータ・ファッションの一つである『クリノリン』から取っています。ロングスカートの裾を馬鹿でかく広げるために使われた骨組みのことです。
　凛は、一条姉妹と風月を都内でどう過ごさせようかと考えた結果、専門で服を作っている人として登場させたしだいです。口調を混合させないようにと老婆口調にして、そのままロリババア風の魔女というキャラが誕生しました。スタッフとしてローブの子も出てますが、特に設定を決めていなかったので、深掘りしていずれ凛との絡みも出したいですね。

【三枝キャリー】
　黎明さまの昔の女。キャリーの方は積極的に愛情を向けていますが、登場人物紹介で「黎明の知人」と書かれた不憫な人です（そうには見えませんが）。三枝の苗字の由来は円周率の一桁目の『３』より。
　実は最初の設定では、黎明さまの相手は同期のギャル風の女性というもので、書いているうちに「聖黎女学園にギャルは似合わんな……モチベも上がらへんし」となって、どっかで出したいと思っていた金髪碧眼美女を使ったしだいです。『ギャル』という初期設定の名残として、名前も似た感じのキャリーとなりました。まあその結果、マリー店長と響きがかなり被ってしまうことになるのですが。

【一条黎明＆子夜風月】
　いやまあ、どうしてこんなことになったのやら（汗）。
　風月に「駄目なお姉ちゃん」と謗られた黎明さまですが、ここまでヘタレたキャラになるとは書いた本人も予想つかなかったです。ですが、妹にずっと触れられずにいて、お姉様が性欲を我慢できる方が不自然な気がしましたので、まあキャリーとよろしくやっていただきましたよ。
　でも最初は、えりすぐりの聖花ファンを囲ってハーレム結成という設定もありました。ただこれだとお姉ちゃん大好きのエミリーがあまりにも気の毒なので、肉体関係のお相手はキャリー一人に絞らせていただきました。

　風月は平常運転でしたが、珍しくメイド服以外の格好もさせてみました。実のところ、メイド服以外の格好がまったく想像がつきません。黎女時代の制服姿なんか違和感が凄そうです。
　さて主人の背中を舐めたり、一服盛ったりとやりたい放題の風月さんですが、彼女に敵う相手は今後現れるのでしょうか……？

【日生円珠】
　二人の姉様のために頑張る健気な少女。１下巻で目まぐるしい活躍を見せてくれたので２上巻の表紙イラストを飾ったり、ストーリーで一番最初出したりと色々と優遇させてみました。姉様の裸も見られるとはラッキーですな！
　そして、表紙イラストでは円珠の大好きなキノコアザラシのぬいぐるみも参加。雪葉いわく一万弱するものなのですが、正直、この設定はどうなんだと今さらながら後悔中。皆もう少し大切に扱ってほしいなめ……。

【一条和佐】
　信じようとした相手がいずれも「昔の女」のせいで裏切られてしまうという、ある意味今回最大の被害者かもしれません。
　今巻のラストでは和佐が岬に信用していることに気づくのですが、そこまでの過程がきちんと書けているかどうか不安なところもあります。まあ、そもそも和佐は言うほど人嫌いではないし、岬が変態淑女でなければ、その頭の切れ具合を素直に受け入れられたのではないでしょうか。あ、でも、あまりに隙が無さ過ぎると和佐が屈辱を感じそうなので、変態という名目で馬鹿にできる相手の方がちょうどいいかもしれません。
　２・下の表紙では、よく着ている白のネグリジェ姿で登場です。すてき！　岬と何やら意味ありげなシチュエーションになっていますが、２・上のラストからうまくつなげられたような気がして個人的に満足しています。

【上野岬】
　衝撃のラストを飾った主人公の変態淑女。下巻イラストでは三つ編みをほどき、シュミーズ風寝間着という姿で登場です。上巻では一切登場していませんが。
　個人的には制服を着たままでの濃厚な絡みを書けたのが美味しかったです。美味しいとか言っていられる場面ではないですが。最初に考えていた寝間着状態の岬を襲うシチュエーションはなぜかパッションが湧いてこなかったので……。
　まあ不真面目な話はさておいて、２・下では前巻（１・下）の後語りでもあった通り、岬の過去についてガッツリ明かされる展開になりそうです。岬の中学時代の話や、初めての相手・熊谷瑠乃亜とのやり取りなど、この時点では完全にボヤケ状態ですが、何とかいい感じにまとめていければと思います。ああ、ちなみに熊谷瑠乃亜の由来は、名前を繰り返し読んでみるとわかるようになってます。

　今回のウラ話は以上になります。
　下巻も引き続きよろしくお願いいたします！
（２０２２年の３月を目標としています）






奥付


ライラック色の少女たち　２・上




著者　　　斉藤なめたけ

＊本書は（株）ボイジャーのRomancerで作成されました。
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